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　レミーア暦れき九九九年、四月四日。

　ブロッキア王国処しよ刑けい場じようにて、女王クリスティアンの処刑が執とり行おこなわれようとしていた。

　彼かの女じよの罪状は、国王暗殺と敵国との内通。

　心優やさしい女王に期待し、胸を躍おどらせていた国民たちは皆みな、女王処刑の報を聞いて絶望に沈しずんだ。

　春の陽光を遮さえぎるように振り上げられた、黒く重い大きな斧おの。処刑人は、罪人の首を落とすことには慣れているはずなのに、同情の心は捨てていたはずなのに、躊躇ためらっていた。

　こんなにも若く、可愛かわいらしい無む垢くな少女の命を何な故ぜ奪うばわなければならないのか。

　しかし、少女はただの少女ではなく、女王だった。たった四日間の在位期間ではあったが、たしかにこの国の女王であった。

　齢よわい十六の女王は、目前に迫せまった死に慄おののくことなく、毅き然ぜんとした態度で真まっ直すぐ前を見み据すえていた。その瞳ひとみには、暗く血ち腥なまぐさい処刑場には不ふ釣つり合あいな若い女性が映っていた。きらきらと輝かがやく宝石で自らを飾かざり立たて、その真っ赤な唇くちびるにはきれいな笑えみが浮うかんでいる。

「私は、お姉様にされたことを忘れません。絶対に許さない。お姉様は、私が地じ獄ごくに堕おとします」

　クリスティアンの声は震ふるえていた。それは恐怖からではなく、小さな身体からだの内に抑おさえきれないほどの強い憎ぞう悪おのためだった。

「ふふふ、そんなに睨にらんでも、あなたの人生はもうおしまいよ、クリスティアン」

　クリスティアン女王の腹はら違ちがいの姉、シュリーロッドは笑いながら処刑人に首を刎はねるよう命じた。







[image: ]




　──お姉様に復ふく讐しゆうするまでは、死ぬ訳にはいかない。

　クリスティアンの肉体は死んだ。

　しかし、その魂たましいは強い復讐の炎ほのおを燃やして闇やみの中をさ迷っていた。

　そして、あまりにも強いその復讐心に惹ひかれた一人の悪あく魔まが、転生のために天国へ運ばれようとするクリスティアンの魂を引き止めた。

「そんなに復讐がしたいなら、俺おれが力になってやる。その代わり、お前の魂を俺に捧ささげろ」

　このまま天国へ行けば、前世での苦しみをすべて忘れて新しい命を生きることができる。クリスティアンでは経験できなかった幸せな未来を切り開くこともできるかもしれない。

　それでも、クリスティアンは悪魔の言葉に頷うなずいた。

　この魂を悪魔に売ってもいい。姉シェリーロッドに復讐ができるのならば。

「いい暇ひまつぶしになりそうだ」

　悪魔はにやりと笑ってクリスティアンの魂に口づけた。
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「お嬢じよう様さま！　ティアお嬢様！」

　バートロム公こう爵しやく家けの使用人たちが、広い屋や敷しき内を走り回っていた。

「もう、お嬢様は、どうして歴史の授業の時だけ隠かくれてしまわれるのかしら……」

　メイド頭がしらであるキャシーの呟つぶやきは、捜そう索さくしている使用人皆みなの心の声だった。バートロム公爵家に仕えて三十年のキャシーは、もう今年で五十代後半になるが、まだまだ現げん役えきで体は丈じよう夫ぶだ。しかし、お嬢様の捜索に体力を消しよう耗もうし、メイド仕事もろくにできない。その顔には疲つかれが浮うかんでいる。

　教育熱心なバートロム公爵は、娘むすめのティアレシアに優ゆう秀しゆうな家庭教師を何人もつけていた。しかし、ティアレシアは家庭教師など必要ないほどの秀しゆう才さいだった。それでも、公爵の意向や家庭教師の体てい裁さいのためにも、しっかりと授業を受けてもらわねばならない。

「お嬢様は、わたしの授業がつまらなくなったのかもしれませんね……」

　歴史を担当する家庭教師のリチャードが困ったように笑った。

　リチャードは、茶ちや髪ぱつの頭が飛び出たようにひょろっとしていて頼たよりない風ふう貌ぼうだが、その茶色の瞳ひとみには教育者としての熱意がたしかにある。

　しかし、ティアレシアがあまりに授業に出てこないので、その瞳の奥おくにある炎はかなり小さくなってしまっていた。

　そんな彼かれを見て、キャシーは慌あわてて首を横に振ふる。

「そんなことはございません！　お嬢様は勉強が好きですし、先生の授業も好きですわ。ただ、歴史が苦手なだけかと」

「そうでしょうか……」

「何か気にかかることでもあるのですか？」

「現代史に入った頃ころから授業に出てこなくなったので、お嬢様には何か思うところがあるのかもしれません……」

「お嬢様は賢い方ですからね……でも、先生なら、きっとティアお嬢様を歴史好きに変えられますわ！」

　自信を失いかけているリチャードを、キャシーが強ごう引いんに励はげます。

　どんなことをしても、ティアレシアが歴史を好きになることはない、とこの屋敷の人間は誰だれも知らないのだ。

（歴史書なんて、事実とは違ちがうことしか書かれていないもの）

　キャシーとリチャードの会話を冷めた暖だん炉ろの中で聞きながら、ティアレシアは思う。

　二人が応接間を出て行ったのを確かく認にんして、ティアレシアは窓から外に出た。




　ブロッキア王国王都の西に隣りん接せつする、バートロム公爵家領であるジェロンブルク。

　王都から少し離はなれている、というだけでこのジェロンブルクの土地は静かで、優やさしい感じがする。

　それはきっとジェロンブルクの地に住む者皆があたたかいからだろう。

　小さな街トレザに行っても、田畑を耕している者に会っても、皆が優しく笑いかけてくれる。

　だから、ティアレシアは授業を抜ぬけ出だすと、街に出る。

「お嬢様、また抜け出したのですか？　そのうちキャシーが倒たおれますよ」

「……う、うるさいわね！」

　いつの間にか隣となりを歩く背の高い男に、ティアレシアは口を尖とがらせる。

　全身黒のお仕着せに身を包み、公爵令れい嬢じようであるティアレシアに無礼な口をきくこの男は、ルディという従者である──表向きは。

　この田畑以外何もないのどかな田舎いなか道みちには不ふ釣つり合あいなほどに、ルディは異質な美しさを持っていた。

　艶つやのある黒くろ髪かみ、深い闇を思わせる切れ長な漆しつ黒こくの瞳。すっと通った鼻筋と、形のいい唇くちびる。芸術品のように完かん璧ぺきに整った顔は、一度見たら忘れられない美形である。その上、均整のとれた身体からだつきに、すらりと長い脚あしとくれば、女性の黄色い悲鳴がどこかから聞こえてきそうだ。

　見た目は二十代後半だが、実年ねん齢れいは不明。

　ティアレシアも公爵令嬢としての気品と美しさはそれなりに備えていると思うが、パッと目を引くのはルディの方だ。

　それが、女性としても、人間としても悔くやしい。

「歴史の授業、出ればいいのに……お嬢様、お得意でしょう？」

　すべてを知っていて、ルディは意地の悪いことを言う。

「前女王クリスティアンは父である国王を殺し、敵国に国を売ろうとした大罪人である……そんな歴史をクリスティアンである私に学べというの？」

　レミーア暦れき九九九年、女王クリスティアンはたしかに処しよ刑けいされたが、その魂は生まれ変わった──悪魔であるルディの力によって。

　クリスティアンが死んで十六年、もうすぐティアレシアはクリスティアンと同じ年齢になる。

「だが、今はバートロム公爵の愛まな娘むすめティアレシアだ……誰が、今のお前を見て処刑されたクリスティアン女王だと思う？」

　正論を言いながらも、ルディの目は楽しんでいた。

　クリスティアンが生まれ変わったティアレシアは、バートロム公爵家の一人娘だ。

　水色がかった銀色の髪と紺こん色いろの瞳は、たしかに金きん髪ぱつ碧へき眼がんだったクリスティアンとは似ても似つかない。

　バートロム公爵家当主であるジェームス・バートロムは、先々代国王エレデルトの弟で、クリスティアンの叔お父じにあたる。血のつながりのためか、どことなくクリスティアンと顔立ちが似ている気もするが、自分がクリスティアンだったからそう思いたいだけかもしれない。

「ティアレシアとしてでも、女王クリスティアンが稀き代たいの悪女として歴史に名を刻んでいることが許せないのよ。しかも、『その罪を暴いた現女王シュリーロッドのおかげでブロッキア王国に平和が訪おとずれた』、だなんて……っ！」

　クリスティアンの名は、十六年前の大罪によって、悪女の代表として悪口や陰かげ口ぐちに使われるようになった──かつては国民から慕したわれる名であったはずなのに。

　真実など何も知らない人間が、シュリーロッドの言葉で歴史を歪ゆがめている。きっと今までも、権力を持つ者の言葉で歴史は塗ぬり替かえられてきたのだろう。

　シュリーロッドの歴史など、学ぶ必要はない。

　今まで学んできた歴史すべてが噓うそに思えて、ティアレシアは歴史が大だい嫌きらいになった。

「……それで、俺はいつまで子どものお守りをさせられるんだ？」

　耳元で囁ささやかれた言葉に、ティアレシアの肌はだがゾクリと粟あわ立だつ。

　この悪魔は、ティアレシアが生まれ変わった瞬しゆん間かんから今までずっと、従者として側にいた。

　それは、クリスティアンの復讐を遂とげるという望みを叶かなえて、この魂を奪うばうため。

「こんな街中で、そういう話はやめて頂ちよう戴だい」

「ふっ、誰もいないのにか」

　到とう着ちやくしたトレザの街に人はなく、がらんとしていた。その光景を見て思い至る。

　この時期、商売をしている者は皆王都へ行ってしまうのだ。

　レミーア暦一〇一五年、二月六日は女王シュリーロッドの誕生日。

　今日は二月二日、女王生誕祭はもうすぐだ。

　ブロッキア王国で商売をしている者は、女王シュリーロッドへ最高の贈おくり物ものをしなければ圧力をかけられる。国民は、祝い税を治めなければ罰ばつせられる。

　しかし、女王に謁えつ見けんできる領主や贈り物を用意する商売人が少しでも女王を喜ばせることができれば、褒ほう美びをもらうことができる。

　今の生活を守るため、女王の喜ぶものは何か、貴族や国民は皆必死で考えるのだ。

　田舎であるこのジェロンブルクも例外ではない。しかし、領主が王弟であったバートロム公爵ということもあり、税率が大きく跳はね上あがることは一度もなかった。

　バートロム公爵は、女王の手から土地と領民の生活を守っている。

　だからこそ、公爵家への領民からの信しん頼らいは厚い。

　他の領地では、女王の圧力に耐たえきれず生活困こん窮きゆう者しやが続出していると聞く。普ふ段だんから厳しい税の取り立てに苦しみ、様々な規制に縛しばられて生きているのに、女王の機き嫌げん次し第だいでそれらはもっとひどくなるのだ。

　寂さびしく冷たい風が、ティアレシアの銀の髪をすくう。

「あなたには、きっちり私の復讐に付き合ってもらうわ」

　そう言って、ティアレシアはにっこりとルディに微笑ほほえみかけた。

　二月六日の女王生誕祭で、ティアレシアは社交界デビューを果たす。ようやく女王の目の前に立つことができるのだ。

　この日をどれだけ待ち望んでいたか……。

　クリスティアンが生きられなかった十六年目から、復讐の幕が上がるのだ。
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　華はなやかな世界が、クリスティアンの目の前には広がっていた。

　きらきらと輝かがやくシャンデリア、華やかな装そう飾しよく、ぴかぴかに磨みがき上あげられた食器、そして何よりも大広間に集まった人々の姿に圧あつ倒とうされる。

「お父様、私、本当に大だい丈じよう夫ぶかしら？」

　自分の背せ丈たけよりもはるかに大きな鏡の前に立ち、クリスティアンはもじもじと落ち着かない気持ちで父エレデルトに問いかけた。

　腰こしまで伸のばした長い金色の髪は複雑に編み込まれており、ドレスはピンクゴールドで華やかに、年相応の可愛かわいらしさを出すために白色のリボンが胸むな元もとや膨ふくらんだスカートにあしらわれている。

　なんだか、侍じ女じよたちの気合いの入りようがいつもとは違う。完璧に飾かざり立たてられた自身を鏡で見て大丈夫だと言い聞かせても、何度も見返す碧あおの瞳には不安の色が浮かんでいた。

　普段はただ広いだけの大広間が、舞ぶ踏とう会になるとこんなにも眩まぶしく煌きらびやかな世界に変わる。

　この日は、十歳さいになったクリスティアンの初めての公務だった。

「クリスティアン、お前なら大丈夫だよ」

　と優しい父が、震ふるえる肩かたをぽんと叩たたく。

　今回のクリスティアンの仕事は、招待した隣りん国ごくヘンヴェールの国王への挨あい拶さつと、ヘンヴェール王国とブロッキア王国両国の友好関係を示すことだ。

　クリスティアンは、王女としてこういった場での礼れい儀ぎ作法は物心つく前から叩き込まれている。いくら初めて大勢の人の前に立つからといって、不安で震えるようなことはない。ヘンヴェール国王への挨拶や貴族への挨拶も、今日までに何百回と練習してきたから問題はなかった。

　しかし、たったひとつだけできないものがある。

「やっぱり、私には無理です……」

　父に弱音を吐はいたのと同時に、柔やわらかなワルツの演奏が始まった。

　クリスティアンは、ダンスが苦手だった。いくら練習しても、曲のテンポに合わせてステップを踏ふめないのだ。ダンスの先生の足を踏むことは大得意だったが。

「クリスティアン王女様、どうか僕ぼくと一曲踊おどっていただけませんか」

　クリスティアンの前に膝ひざをついたのは、ヘンヴェール王国第二王子セドリックだった。十二歳のセドリックは、クリスティアンが思わず目を奪われるほどにきれいな顔立ちをしていた。

　白地に金色の刺し繡しゆうが入ったベストとズボンは、まさに王子様のイメージそのものだ。

　しかも、それが不自然ではなく、よく似合っている。さらさらの金色の髪はひとつに結ばれ、彫ちよう刻こくのように整った顔はにっこりとクリスティアンに笑え顔がおを向ける。

　エメラルドの瞳にじっと見つめられて、クリスティアンの胸はどきどきと脈打つ。

（こんなに素す敵てきな人が、一番に私と踊るの？）

　この舞踏会は、ヘンヴェールとの友好を深めるためのもの。互たがいの国の王子と王女が仲良く踊る姿を見せて、関係が良好であると示さなければならない。

　これははじめから決められていたこと。

　そう頭では分かっていても、クリスティアンは自分がどれだけダンスが下手かを知っている。

　不安から、その手をすぐには取れないでいた。しかしセドリックは、なかなか頷かないクリスティアンに優しく笑いかけてくれる。

「お父上にお聞きました。ダンスが少し苦手だとか。どうか、可愛らしい王女様にこれを贈らせてください」

　そう言って、美しい王子様はクリスティアンの左手首に美しい緑色のブレスレットをはめた。

「貴国で採れたエメラルドをヘンヴェール王国の職人が加工したものです。両国の友好の証あかしとして、そして可愛い王女様の緊きん張ちようが和やわらぎますように。僕がしっかりとリードしますから大丈夫ですよ」

　その言葉通り、セドリックはクリスティアンのダンスを自然にフォローしてみせた。

　ブロッキア王国は、鉱山を多く持ち、栄えている。

　だから、その宝石の持つ意味もクリスティアンにはちゃんと分かっていた。

　エメラルドは、叡えい智ちを象しよう徴ちようする石といわれており、心身のバランスを整えてくれるヒーリング効果の高い石だ。

　そして、愛の力が強い石でもある。

　セドリックの瞳によく似た色のブレスレットに、クリスティアンの頰ほおは赤らむ。

　彼にそんなつもりはないと分かっていても、贈られた宝石の意味を考えずにはいられない。

（セドリック様は、エメラルドのようなお方だわ）

　クリスティアンは、ただセドリックに身体を預けているだけでよかった。

　初めて、ダンスを楽しいと思えた。

　あっという間に曲が終わり、パートナー交代の時がきた。

「もしよければ、クリスティアン様のお相手は僕が続けても？」

　セドリックが耳元で囁いたその言葉は、クリスティアンの望んでいた言葉だった。

　上手に踊ることができたのはセドリックのおかげだ。

　他の人と同じように踊れるはずがない。

　それに、セドリックともう少し一いつ緒しよにいたかった。

「私でよければ、お願いしますわ……」

「もう一曲、可愛い王女様を独ひとり占じめできるなんて、僕は幸せ者です」

　セドリックの優しい笑顔とその言葉に、クリスティアンの頰は赤く染まる。

　これが、クリスティアンの初はつ恋こいだった。
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　小鳥のさえずりすら聞こえない、静かな朝。

　誰に起こされるでもなく目が覚めたのは、この日がティアレシアにとって特別な日になるからだろう。

「もう起きてたのか」

　平然とした顔で、従者であるルディがノックもなく入室してきた。

「ノックぐらいしなさいよ」

「まぁまぁ、そう言うな」

　主人の機嫌など気にせず、噓くさい笑えみを浮かべてルディは給きゆう仕じを始めた。

　ティアレシアには、公爵令嬢に本来いるはずの侍女がいない。

　代わりに、ルディがすべての身の回りの世話をしている。

「どうぞ、お嬢様」

　本日はジェロンブルクの林りん檎ごを使ったアップルティーのようだ。

　鼻び孔こうをくすぐる甘あまい香かおりに、ティアレシアの心も和らいでいく。悪魔のくせに、給仕は完璧で、ルディが淹いれる紅茶は文句なしに美お味いしいのだ。

　アップルティーを飲み終えて、ティアレシアは気持ちを切り替える。

「そろそろ、ドレスに着き替がえるわ。支し度たくをお願い」

　社交界デビューを迎むかえる若い娘のために仕立てられたのは、穢けがれを知らない白のドレス。

「こうして見ると、純真無む垢くな少女のようだな」

　下着の上からコルセットを締しめながら、ルディがにっこりと微笑んだ。

　人を疑うことを知らなかったクリスティアンは〝純真無垢〟だったかもしれないが、復讐者であるティアレシアは違う。

　それを分かっていて、ルディは意地悪く言うのだ。

「純じゆん粋すいな少女が悪魔と契けい約やくなんてするかしら？　それに、この刻印がある限り、私はそんなきれいな存在にはなり得ないわ」
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　露あらわになっているティアレシアの右肩には、悪魔との契約の証が刻まれている。黒い花のようにも見えるそれは、古代文字で形成されている。あまりに小さいため、その文字を読み取ることはできないが、クリスティアンと悪魔ルディとの契約が成ったという証だ。

　これを誰にも見せないために、侍女はつけていない。

　ティアレシアに触ふれられる従者はルディのみだ。

「いや、お前はとても美しい……」

　肩の刻印にそっと触れて、ルディが耳元で囁いた。

　そして、ルディは慣れた手つきでドレスを着つけ、化け粧しようを施ほどこしていく。




「さすがですわ、ティアお嬢様！　白磁のようなこのつややかな肌、まるでダイヤモンドのような輝きを放つ銀色の髪、そして長い睫まつ毛げに縁ふちどられた大きな目……！」

　キャシーの大おお袈げ裟さな褒ほめ言葉が耳に痛い。

　後ろに控ひかえる使用人たちも、キャシーのわざとらしい泣なき真ま似ねを見てくすくす笑っている。

「キャシー、ありがとう。分かったから……もうやめて頂戴。かえって馬ば鹿かにされている気分になるわ」

　ティアレシアは半ば呆あきれながらも、努つとめて優しくキャシーに声をかけた。後半は心の声が前面に出てしまったが。

「ですが、これが感激せずにいられますか！　ティアお嬢様のお美しい姿をようやく皆様のお目にかけられるのですから！　あぁ、きっとパーティに参加した皆様の目はお嬢様に釘くぎ付づけですわね」

　キャシーの言葉に、皆が大きく頷いた。キャシーのように大袈裟に表さずとも、皆がティアレシアを自じ慢まんに思ってくれていることは知っていた。

　それが嬉うれしくもあり、悲しくもあった。

　何な故ぜなら、ティアレシアはこれから皆の期待を裏切ることになるかもしれない。

　ティアレシアの本当の心を知る者は、誰もいないのだ。

　部屋の隅すみでにやりと笑っているルディ以外は。

　キャシーの褒め言葉が一区切りついた時、屋敷に父ジェームスを乗せた馬車が到着した。

「きれいになったな、ティアレシア」

　新品の黒のフロックコートに身を包んだ父が、ティアレシアを見るなり笑顔でそう言った。

　その目には、たしかな愛情があった。

　その愛情をティアレシアは複雑な思いで受け止める。そして、罪悪感を押おし込こめて顔に笑みを作り、ドレスの裾すそを持ち上げて礼をした。

「ありがとうございます、お父様」

　純白のドレスの胸元や袖そで口ぐち、スカート部分には華やかなフリルが贅ぜい沢たくにあしらわれ、精せい緻ちなレースが上品さを演出する。大おお粒つぶの真しん珠じゆのネックレスはデコルテの美しさを際きわ立だたせ、揃そろいの真珠の髪飾りは水色がかった銀の髪によく映はえていた。

　すべて、ルディの見立てである。

　娘がどこに出しても恥はずかしくない令嬢であることを改めて実感したジェームスは、思わず涙なみだぐむ。

　そんな公爵を見て、屋敷の使用人たちまでもが感かん極きわまって目を押さえた。

「お父様も、みんなも、涙を拭ふいて頂戴。まだ生誕祭は始まってもいないのよ？」

　ティアレシアは、チェストからハンカチを取り出して父に手て渡わたす。

「お嬢様、旦だん那な様、そろそろ出発しませんと……」

　頃合を見て、ルディが口を挟はさんだ。

　その声で掛かけ時ど計けいを見ると、もう針は午後四時を指していた。

　生誕祭の始まりは午後六時。

　ここジェロンブルクから王都までは、近いとはいえ馬車で一時間ほどかかる。

「そうだな。そろそろ行こうか」

　父にエスコートされ、ティアレシアは公爵家の紋もん章しようが入った馬車に乗り込む。

　馬車が走りだすと、表情が、知らず硬かたくなった。

「お嬢様、いかがなさいました？」

　ルディが心配している風を装よそおって聞いてくる。

「何でもないわ。女王生誕祭、楽しみね」

　これから、クリスティアンを死に追いやった者たちに会いに行く。

　ティアレシアは気持ちを切り替えて、王都へ向かう馬車に揺ゆられていた。




　ジェロンブルクの田舎道を抜け、王都入口の門をくぐると、そこはもう別世界だった。

　ブロッキア王国の王都ローゼクロス。

　王都全体は石いし畳だたみの道で整備されており、赤い屋根が連なる市街が広がる。そして、テーリャ河にかかる大きな橋を越こえれば、王おう侯こう貴族たちの豪ごう華かな屋敷が点在する。

　テーリャ河によって、市民と貴族の生活区域は分けられているのだ。

　もちろん、その貴族の住む区域の中心にはバートロム公爵家の屋敷もある。

　領地を王都外に持っている貴族がほとんどなので、王城に仕事を持っている者以外は、王都の屋敷は滅めつ多たに使わない。王城で公式行事がある時や社交期に合わせて、各地に散らばる貴族たちが集まるのだ。社交界は、情報交こう換かんの場としても重要となる。

　しかし、ティアレシアは王都の屋敷には一度しか来たことがない。

　王都にいれば、クリスティアンの記き憶おくが嫌いやでも蘇よみがえるから。

　そうして、一度で懲こりてティアレシアは社交界デビューする今まで、ずっと王都を避さけていた。

「何も、変わっていないのね……」

　王都の中心に建つ、巨きよ大だいな王城グリンベル。

　山を削けずって建てられたために、その城は王都をすみずみまで見下ろせる。

『ここから街を見ると、すべてがわたくしたちにひれ伏ふしているように思えない？』

　まだクリスティアンが次期女王ではなく、ただの第二王女だった頃。

　そう言って笑った姉の言葉を思い出し、ティアレシアは知らず険しい顔になる。

『いいえ、お姉様。この王城から見えるものすべてが、私たちを支えてくれているのよ』

　姉の言葉を否定し、真まっ直すぐに見返してクリスティアンはこう答えた。

　ティアレシアとしても、あの時と気持ちは変わらない。

　もっと国のことを知りたかったし、もっと国民と触れ合いたかった。

　そうする前にクリスティアンは処刑されたが、ティアレシアならばそれができる。

　娘が目を輝かせたことを、王都への憧あこがれからだと思ったジェームスはにっこりと笑みを浮かべて言った。

「屋敷の者には、一カ月ほど滞たい在ざいすると伝えてある。生誕祭が終わったら、好きなだけ王都を観光するといい」

「ありがとう、お父様」

　優しい父に、ティアレシアは柔らかく微笑む。

　しかし、その表情の裏には憎にくしみと悲しみ、そして怒いかりと後こう悔かいが渦うず巻まいていた。




　王城グリンベルの強固な門をくぐり、見事な庭園を進み、馬車は大広間へ続く大階段の前で止まった。女王の生誕祭ともあって、馬車も人もかなり混雑していた。

　王城グリンベルには、いくつもの宮きゆう殿でんが存在し、そのすべてに宝石の名がつけられている。

　女王生誕祭の会場は、王城内で最も広く代表的な〈翡翠輝石ジエダイトの宮〉の大広間。

　どの出席者も、女王の前で粗そ相そうがないように、身なりを完璧に整えて来ている。招待状を大広間の入口で確認されている者たちの顔には、一様に緊張の色が見られた。

　ティアレシアも、父のエスコートによって階段を上っていく。後ろには口元に笑みを浮かべたルディがついている。

　招待状のチェックをしていた騎き士しは、父の顔を見るなり笑顔になり、どうぞと中へ勧すすめた。

　ティアレシアが礼を込めて微笑むと、何故か騎士は目をぱちくりさせて頰を赤く染めた。ぼうっとしている騎士を不思議な気持ちで見つめ、ティアレシアは大広間へ足を踏み入れた。

　広い大広間には、もうすでに何百という人々が集まって談だん笑しようしていた。

　着き飾かざった人々、用意された様々なご馳ち走そう、美しい大広間の光景は十六年前と変わらない。天てん井じようを飾るシャンデリアは繊せん細さいで美しく、柱に刻まれた女め神がみレミーアの彫刻は生きているよう。磨き上げられた床ゆかには華やかな幾き何か学がく模も様ようが、天井には信しん仰こうするレミーア教の一場面が描えがかれている。太陽の神レミーアと、妹である月の神ルミーアが互いに守護する昼と夜を照らし、人々がその恩おん恵けいを受けている。

　クリスティアンは、この天井画を見る度たびに、神話にある双ふた子ご神しんのように姉と手を取り合ってこの国のために在りたいと思っていた。

（そんなこと、シュリーロッドが望んでいるはずなかったのにね）

　クリスティアンとシュリーロッドは、母親が違っていた。

　王家に近い血筋の母を持つクリスティアンと、ただの貴族を母に持つシュリーロッド。

　だからこそ生まれる確かく執しつもあった。

　思えば、父が第一王女であるシュリーロッドでなくクリスティアンを王位継承者に指名した時から、すべては始まっていたのかもしれない。

「さっきの騎士、お前に見み惚とれてたな」

　こっそり囁くルディの言葉に、ティアレシアは眉み間けんにしわを寄せる。

「見惚れていた、というよりも驚おどろいただけでしょう。この髪色に」

　ブロッキア王国の人間は、だいたいが金髪や茶髪で、銀色の髪を持つ者は一人もいない。

　両親の髪色も金髪で、ティアレシアはその特とく徴ちようを受うけ継ついでいない。もちろんティアレシアは正真正しよう銘めいバートロム公爵家の娘だが、生まれたばかりの時は髪色を理由に貰もらい子ごだとか変に噂うわさされたこともあったという。そのすべてをジェームスが一いつ蹴しゆうし、周囲にも分かるぐらいの親バカぶりを発揮していたので今となってはそんな噂を聞くこともないが。

　ルディのような黒髪も、海を越えた東方の国の人間の特徴で、この王国にもちらほら存在するから珍めずらしいものではない。皆、一応常識として黒髪の存在を知っているのだ。

　しかし、銀色の髪ともなると前例がないために奇き異いな目で見られてしまう。

　ただ、ティアレシアが幸運だったのは、バートロム公爵家の娘であったということ。

　貴族の中では最も高い身分の家いえ柄がらだ。陰で何かを言うぐらいならば誰でもできるが、直接バートロム公爵家に喧けん嘩かを売る勇気のある貴族はいない。

　それに、女王に近づくため、バートロム公爵家令れい嬢じようという立場は十分すぎる。この点に関しては、ルディに感謝しなければならない。

（ルディがどこまで考えていたのかは分からないけれど……）

　当の本人は、大広間に集まる令嬢たちの熱い視線を受けてまんざらでもなさそうに微笑んでいた。

　その様子に何故か苛いらついたが、ティアレシアは黙だまって父の背を追う。

　そのうち、大広間いっぱいに人が集まり、あとはもう女王を待つだけとなった。

　近衛このえ騎士が女王の入場を告げると、騒さわがしかった大広間は一いつ瞬しゆんで静まり返った。




　そうして大広間の奥の扉とびらから、赤いドレスに身を包んだ女王が現れた。

　蜜みつ色の髪がきれいに結ゆい上あげられた頭には、女王の象徴ともいえる真しん紅くのルビーが埋うめ込こまれたティアラが輝いている。深海を思わせる藍あい色いろの瞳は大広間の人間たちを映し、その形のいい唇は笑みを作っていた。憎らしいほどに、女王は美しかった。

　女王は夫にエスコートされ、大広間を見渡せる玉座に座すわる。そして、女王の隣に夫が座った。二人の座っている椅い子すは真紅の生き地じでできていて、まるで血のようなその色にティアレシアは気分が悪くなる。

　血の塊かたまりの上に座って優ゆう雅がに微笑む女王は、贅沢な金と宝石が散りばめられた大広間、そしてそこに集まった人々を満足そうに見つめている。女王夫妻が玉座に座るまで、大広間に集まった者たちは頭こうべをたれていた。

　もう結けつ婚こんして十五年になるが、女王夫妻に子どもはない。そのため、仮面夫ふう婦ふではと囁かれている。しかし、女王である妻を夫がエスコートし、笑顔で見つめ合う様子を見る限り、仲の悪い印象は受けない。

「皆様、今日はわたくしのために集まってくれて本当にありがとう」

　皆に視線を向け、女王は優雅に微笑んで言った。

　その言葉で、大広間に集まった人々は再び頭を下げた。

　その様子を見て、女王は満足そうに笑う。

「どうかわたくしを楽しませてね」

　女王シュリーロッドの三十四歳の誕生日、その祝いのために集められた貴族たち皆の間に、自分たちの贈り物が女王の機嫌を損そこねはしないかと緊張の糸が走った。

　女王の合図で王宮楽団の演奏が始まり、生誕祭が幕を開ける。

　貴族たちは順番に女王への祝辞と賛辞を述べ、贈り物を渡していく。

「ティアレシア、お前は女王陛下とは初顔合わせだが、そんなに緊張しなくても大丈夫だよ、お前の従い姉と妹こにあたるお人だからな」

　微笑む女王の姿を目にし、知らず硬くなる娘の表情を見て、ジェームスが安心させるように笑った。

　もうすぐ、ティアレシアも女王の前に立つ。

「えぇ、大丈夫よ、お父様。私は女王陛下にお会いすることをずっと楽しみにしていたのだもの」

　そう言って笑ったティアレシアの目には、たしかな憎ぞう悪おが浮かんでいた。

　しかし、すでに前を向いていた父ジェームスは、娘の変化に気づかなかった。




「女王陛下、この度は誠まことにおめでとうございます。お初にお目にかかります、バートロム公爵家のティアレシアでございます」

　クリスティアンの頃から染しみ付ついている美しい所作で、ティアレシアは一礼した。

「ありがとう。叔父様の娘も、大きくなったのねぇ」

　女王はティアレシアを見た後、ジェームスを見て笑った。

「えぇ、娘はもうじき十六になります」

　ティアレシアの誕生日は、クリスティアンが処刑された四月四日だ。しかし、世間の目を気にして、表向きは四月五日だとしている。もう、クリスティアンが死んで十六年が経たってしまった。シュリーロッドは十六という数字を聞いても、まったく表情を変えずに笑って頷いた。

「それにしても、銀色なんて珍しい髪色ね。染めた訳ではないのでしょう？」

　シュリーロッドはティアレシアの年齢よりも、髪色に興味を持ったようだった。

「はい。生まれた時からこの色でございます」

　ティアレシアは顔を上げずに答える。

　真っ直ぐシュリーロッドの顔を見て、笑える自信がなかった。

「売れるかしら？」

　ふっと笑った女王の一言に、父の顔が強こわ張ばった。
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「ねぇ、セドリック。美しい銀色の髪よ、いい商売になると思わない？」

　女王は猫ねこなで声ごえで、隣に座る夫──セドリックに尋たずねた。きれいな顔立ちをした、誠実そうな夫は苦く笑しようした。ティアレシアはちらりとセドリックを見て、その変わらない雰ふん囲い気きを憎らしく思う。

「シュリー、人間を売り物にしてはいけないよ」

　女王の思いつきを諌いさめるセドリックに、ジェームスはほっと安あん堵どの表情を見せた。

　しかし。

「どうして？　今日はわたくしのための集まりでしょう？　叔父様からの贈り物は、この銀色の髪の娘でいいわ」

「女王陛下、それは……」

　女王の言葉に逆らってはいけない。しかし、自分の娘を奪われるとあってはジェームスも黙っていられない。

「叔父様、ジェロンブルクの税率を引き上げてもいいの？　今まで叔父様の働きに免めんじて少ない税金で許してあげていたけれど、わたくしに逆らうというのなら、大切な領地がどうなっても知らないわよ」

　人の好よい領民たちのことを引き合いに出され、ジェームスは言葉に詰つまった。

「おやおや、またシュリーの我わが儘ままが始まってしまったようだね。バートロム公爵、シュリーは飽あきっぽい。ほんの少し貴き殿でんの娘を預けると思ってくれればいい。すまないね、私は妻に弱いんだ」

　セドリックが女王を止めてくれるかと期待していたジェームスだが、彼はあっさりと同意してしまう。

　クリスティアンの初恋の人であり、婚こん約やく者しやだった人。

　十六年前、彼はクリスティアンではなく、シュリーロッドを選んだ。

（……許せない）

　ティアレシアの心は、完全にクリスティアンの憎悪に吞のみ込まれていた。しかし、ぐっと右手で左手首を握にぎり込み、耐える。

「憎いんだろう？　今すぐ殺すか？　その胡う散さん臭くさい男と一緒に」

　遠えん慮りよのない悪魔の声が耳元で聞こえた。

　女王への謁見に従者がついてこられるはずもなく、ルディは大広間で待機しているはずなのに。

　正直、殺してやりたい。でも、今はその時ではない。

　ティアレシアは、この状じよう況きようをどうしたものかと思案する。

　うまくすれば、シュリーロッドに近づける。ルディがいる限り、命の危険はないだろう。

　この命、魂はルディのものなのだから。

　彼以外のものからは、守ってくれるはずだ。

　だとすれば、ティアレシアが復讐の一歩として選ぶことはひとつしかない。

「女王陛下のお役に立てるのでしたら、私をどうぞよろしくお願いいたしますわ」

　ティアレシアは完璧な笑みを浮かべ、ドレスの裾をつまんできれいに頭を下げた。

「家柄にも血筋にも問題ないのだし、わたくしの侍女として王城に迎え入れてあげるわ」

　女王の言葉を受けて、ティアレシアは一礼する。そして、顔色を失った父ジェームスの腕うでを引き、ティアレシアは女王の御ご前ぜんから下がった。

　それから、気分が優すぐれない、と言い出した父とともに、ティアレシアは生誕祭が始まって早々帰ることとなった。




「一体何を考えているんだ！」

　王城グリンベルからバートロム公爵家の王都別べつ邸ていに帰り着き、娘と二人きりになったジェームスが発した第一声がこれだった。

「ティアレシア、お前も女王陛下がどんなお人か知らない訳ではないだろう。女王陛下のところへ行って、辛つらい目に遭あうのはお前だ。考え直しなさい」

　娘を説教、もとい説得するためにジェームスは必死だった。遠まわしに、ジェームスは女王が恐おそろしい人間だとティアレシアに訴うつたえる。それは懇こん願がんに近かった。一夜で老ふけ込こんでしまった父の顔を見て、ティアレシアの胸は痛むが、ここでやめる訳にはいかない。

「だからこそよ、お父様。もし私があの時断っていたらジェロンブルクのみんなはどうなるの？　バートロム公爵家だって、いくら王族とはいえ〈悪魔の女王〉相手ですもの、潰つぶされないとは言いきれないでしょう？」

「……しかしっ！」

「お父様も、本当は分かっているのでしょう？　女王陛下のお目に留とまった時点で私に拒きよ否ひ権なんてなかったの」

　娘の言葉に、ジェームスが苦い顔をする。

　ジェームスとて女王に逆らえないことは、十分に分かっているのだ。

「おやすみなさい、お父様」

　渋じゆう面めんの父に優しく微笑みかけ、ティアレシアは自分の部屋に戻もどった。




　クリスティアンだった時は、赤やピンク、黄色など明るい色が好きだった。

　しかし、投とう獄ごくされて血けつ痕こんを目にし、断末魔の悲鳴を耳にする度に、赤い色を見ると吐き気がするようになった。だから、ティアレシアとして好きな色は？　と聞かれれば赤くないものと答えていた。

「見事に、青一色だな」

　ルディが別邸のティアレシアの部屋を見て、一言。

　たしかに、赤色の反対で連想する色は青かもしれないが、極きよく端たんすぎやしないか……というぐらいこの部屋は真っ青だった。

　ジェームスは、ティアレシアを溺でき愛あいしている。王都の屋敷に滞在することが決まった時に好きな色を聞かれ、不思議には思っていたのだ。

（お父様、ここまでしなくてもよかったと思うわ……）

　壁かべ紙がみは薄うすい青、絨じゆう毯たんは藍色、ソファは柔らかな青、調度品にはアクアマリンやターコイズのような宝石が使われている。極めつけは、人魚姫ひめが眠ねむっていそうなひらひらと薄い布が天井から垂れ下がっている海色のベッド。

　呆れるティアレシアの隣では、ルディが声を出さずに笑っていた。悪魔をここまで笑わせることができているのだから、父の想おもいはありがたく受け取るべきだろう、と無理やり受け入れる。

「それで、十六年ぶりに会った感想は？」

　ひとしきり部屋の様々な青色を笑い飛ばしたルディは、寝ねる前の日課となっている花蜜入りの紅茶を用意しながら言った。

　いつもは花蜜の甘い香りによって心穏おだやかに眠れるのだが、シュリーロッドに再会した今日はそうもいかない。自身の内にある怒りや憎しみを少しでも抑おさえるため、ティアレシアは紅茶を一口飲んでからルディの問いに答えた。

「あの女王は、すべてが自分の思い通りだと本気で思っていたわ……そんなこと、絶対に許さない」

　十六年ぶりに会ったシュリーロッドは本当に昔のままで、いや、昔以上に自分勝手で傲ごう慢まんだった。

「さっさと殺せばいいだろう？　何のために悪お魔れの手を取ったんだ」

　従者ではなく、悪魔の顔になってルディが言う。

「ただ殺すだけで終わらせたりしないわ。私クリステイアンと同じ苦しみを味わわせないと気がすまないの。それに、どうしてクリスティアンが裏切られたのか。あの陰いん謀ぼうの真実を私は知らない……」

　十六年前、クリスティアンは父の死を悼いたむ暇もなく、女王となった。

　そして、人を疑うことを知らない愚おろかな女王は、自身を支えてくれると信じていた婚約者、側近たちに裏切られた。

　どのような陰謀がクリスティアンに張はり巡めぐらされ、彼らは何故クリスティアンを裏切ったのか。

　監かん獄ごくでもずっと考えていたが、答えは出なかった。

　だから、ティアレシアとしてその真実を知りたい。

　それなのに、ルディは何かあると、すぐに殺せと言う。

　悪魔とはそういうものなのだろうか。

「俺は十六年、お前を見てきた……復讐心は強くても、心根はクリスティアンのまま──お前は、優しすぎる」

　漆黒の双そう眸ぼうに見つめられると、闇に引きずり込まれるような錯さつ覚かくを覚える。

　しかし、これだけは譲ゆずれない。

「私には復讐ができない、と言いたいの？」

　復讐のためだけに、クリスティアンは悪魔であるルディに魂を捧げたのだ。

　復讐ができなければ、この魂に意味はない。

　ティアレシアは怒りの感情のままにルディを睨にらみつける。

「そう怒おこるなよ。お前の魂が復讐に燃えていることは知っている。その魂に俺は惹かれたんだからな」

「では、どうして？」

「復讐はしたくても、お前には大切なものがあるだろう？」

　ルディの問いに、言葉に詰まる。

　大切なものなどない、そう即そく答とうできればよかった。

　すべてに裏切られ、復讐のためだけにクリスティアンの魂は生まれ変わった。

　誰かを信じて裏切られるような馬鹿な真似は、ティアレシアとしての人生ではあってはならない。

　だから、誰のことも信じず、誰のことも愛さず、誰にも心を開かず──そうやって、大切なものを作らないように生きていくつもりだった。

　それなのに、バートロム公爵家の人間は優しく、愛情に溢あふれていた。

　母ベルローゼは、悪魔であるルディの影えい響きようを受けてか、ティアレシアを産んですぐ亡なくなった。ティアレシアが産まれたせいで愛する妻を失ったのに、父ジェームスは娘を溺愛し、公爵家の使用人たちも珍しい銀ぎん髪ぱつの娘を偏へん見けんなく受け入れてくれた。

　彼らから惜おしみなく注がれた愛情は、ティアレシアの心を迷わせる。

　自分がティアレシアとして復讐を果たしてしまえば、バートロム公爵家の人間はどうなるのか。

　優しい彼らを巻き込んでもいいのか、と。

　ティアレシアは、ルディの言葉にうまく返すことができない。

「……復讐心はあっても、実行する覚かく悟ごが足りないんだ。迷わず復讐をとれないなら、お前の魂は今ここで俺がいただく」

　強い口調で言い放つと、ルディは一瞬でティアレシアの目の前に立った。そして、その人間離れした美しい顔を不敵に歪ませ、ティアレシアを漆黒の双眸で捉とらえた。

（ルディ、本気で……っ!?）

　ルディに両肩を摑つかまれ、ソファに押し倒される。

　鋭するどい爪つめが、肩に食い込んで痛い。

　抵てい抗こうしようと腕や足に力を込めても、びくともしなかった。

　そして、ルディの吐と息いきを間近で感じ、ティアレシアの心臓は早はや鐘がねを打つ。

　ここで魂を喰くわれては終わりだ。ルディを納なつ得とくさせられる答えを……ティアレシアが必死で考えようとしているうちに、ルディはティアレシアの唇を奪っていた。

　固く口をふさいでいても、簡単に口内にルディの熱い舌が侵しん入にゆうしてくる。そのキスに反応するように、契約の刻印が刻まれた右肩も、燃えるように熱い。

「んんっ……」

　精気を、魂を貪むさぼるような強引な口づけに、ティアレシアの身体の力はいっきに抜けていく。

　そして、その脳のう裏りにはある光景が浮かんでいた。




　──春の陽光を遮さえぎるように振り上げられた大きな斧おの、目の前で微笑むシュリーロッド、そして……視界にはバイロンの首がちらついていた。

　側近だったバイロンは、国王暗殺の実行犯に仕立て上げられた。

　そして、クリスティアンに絶望と恐きよう怖ふを味わわせるために、彼の首は刎はねられた──クリスティアンの目の前で。

『私は、クリスティアン様にお仕えできて幸せでした』

　死の直前、彼は笑顔でこう言ったのだ。

　その言葉を聞いた瞬間、クリスティアンは言い表せないほどの強い胸の痛みを感じた。

　そして、彼を巻き込んでしまった罪悪感と、シュリーロッドへの憎悪と、自分自身への憤いきどおりで、頭がおかしくなりそうだった。

　しかし、バイロンの誇ほこる女王のままで、クリスティアンは死ななければならない。

　そう思うと、涙など出なかった。それに、シュリーロッドの前でみっともなく泣き喚わめいて命いのち乞ごいをするなど、クリスティアンの女王としての矜きよう持じが許さなかった。




　その瞬間の憎悪と恐怖と悲しみがいっきに蘇ってきて、ティアレシアは我を忘れそうになる。

　──殺される、また姉に殺される……嫌よ、今度は私が、私が奪うの……絶対に、地じ獄ごくへ堕おとしてやる……っ！

　ティアレシアの中で、復讐の炎がさらに大きく燃え上がる。

（私はまだ、復讐を遂げていないっ！）

　そして、奪われようとした生を取り戻すように、ティアレシアは思い切りルディの舌に嚙かみついた。

　がりっ、という感かん触しよくの後、ルディの顔が離れる。

「……っつ、お嬢様は、随ずい分ぶんと乱暴なキスがお好きなようだ」

　そう言って、ルディが口元の血を拭ぬぐい、楽しそうに笑う。

「やはり、お前は面おも白しろい。大切なものを捨てる覚悟もない甘ちゃんだが、もう少しお前に付き合ってやろう」

　先ほどの声こわ音ねが噓のように、ルディは甘く優しくティアレシアの耳元で囁いた。

「ルディなんて、大嫌い……っ！」

　ティアレシアは力なく叫さけび、目の前の悪魔を睨みつける。

　処刑の瞬間の生々しい光景が、目に焼き付いて離れない。

　ティアレシアの身体は、小刻みに震えていた。

「……大嫌いでかまわない。だが、俺を求めたのは、お前だ」

　漆黒の双眸に見つめられ、身動きがとれなくなる。

　この男は悪魔なのだ。

　そして、復讐のために悪魔に魂を売ったのは自分だ。

　いとも簡単に、ルディはティアレシアの魂を奪える。けっして、躊躇ためらうことなく。

　当然だ。悪魔には、人間のような情などないのだから。

　今までずっと、従者として側にいて、守ってくれていたとしても。

　そのことを、ティアレシアは身をもって実感した。

「……あぁ、早くお前の魂すべてを俺のものにしたい」

　まるで愛する人に告げるように、うっとりと悪魔は残ざん酷こくな台詞せりふを吐く。

（言われなくても、復讐を遂げればこの魂はあなたのものよ……！）

　ルディは、クリスティアンを転生させたことで、悪魔としての魔ま力りよくをほとんど失った。人間の魂に干かん渉しようすることは禁きん忌きであり、それだけの代だい償しようを伴ともなうのだという。

　そのため、ルディは悪魔ではあるが、今は人間と同じような生活を余よ儀ぎなくされている。とは言え、魔力をまったく使えない訳ではない。

　十六年前、突とつ然ぜん現れたはずのルディはバートロム公爵家に昔から仕えていたことになっているし、誰もティアレシアに侍女がついていないことを不ふ審しんに思わない。

　それは、悪魔の力で皆の記憶を書かき換かえたからだ。

　そして、契約者であるティアレシアの居場所は、契約の刻印のおかげでどこにいてもルディに分かってしまう。

「おやすみ、人魚姫」

　芝しば居いがかった口調で、ルディが笑う。

　いつの間にか、海色のベッドに運ばれていたらしい。

　悪魔のくせに、ティアレシアの額を撫なでる手つきは優しかった。
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　生誕祭の翌日、朝からティアレシアは王城に呼び出されていた。

「バートロム公爵家のティアレシア様ですね。どうぞこちらへ」

　王城からの文書を手渡すと、身分証を確認した城門の騎士はティアレシアを女王の私的空間である〈煙水晶スモーキークオーツの宮〉へと案内する。

（それにしても、最下級の使用人の服を公爵令嬢に着せるなんてね）

　正式な女王の侍女服は、臙えん脂じ色だ。しかし、王城から届けられたのは、黒を基調としたシンプルなデザインのもの。

　ティアレシアを正式な侍女として扱あつかうつもりはない、という女王からの宣告だろう。

　本来ならば袖を通すこともない使用人服を着て、ティアレシアは微び笑しようを浮かべて優雅に歩く。

　黒地の服に、ひとつに結んでいても腰まで届く長い銀髪はよく目立った。

　そのおかげで、すれ違う人々の視線が痛い。皆が、先日の女王生誕祭でのやり取りを知っているのだろう。同情の色を浮かべる者の方が多かった。

　そうして騎士の案内でたどり着いたのは、侍女部屋だった。

「はじめまして、侍女長のキャメロットです。バートロム公爵家のご令嬢ですね？」

　部屋に入るなり、ティアレシアの前にずいと現れて名乗ったのは、色素の薄い栗くり色いろの髪を丁てい寧ねいにまとめ上げた侍女長キャメロット。見たところ四十代後半の彼かの女じよは、ピリピリと肌に痛い空気を発しながら、ティアレシアを品定めしている。その後ろからは、他の侍女たちからの好こう奇き心しん溢れる視線が覗のぞく。

　当然ながら全員臙脂色の侍女服で、黒い服を着たティアレシアだけが変に浮いている。

　ふいに、黒い使用人服を着たティアレシアを見て、お揃いですね、と笑ったルディを思い出す。

（だから自分も王城に行くって、どの口が言うのかしらね……）

　昨日、あんな強引なキスをしておいて。

　本気で心配している、なんてことはあり得ないだろう。

　だから、絶対についてくるな、と命じて屋敷を出てきた。

　今頃は、キャシーたちと同じように王都の屋敷で仕事をしているだろう。きっと。

「本日からお世話になります。ティアレシア・バートロムと申します。女王陛下の侍女としての仕事については分からないことが多いと思いますが、どうぞよろしくお願いいたしますわ」

　向けられる様々な視線に動じず、ティアレシアは完璧な笑みを浮かべて軽く礼をした。その流れるような美しい所作に、感かん嘆たんの溜ため息いきが聞こえる。

　キャメロットはごほんとわざとらしく咳せきをして、自分に意識を向けさせた。

「あなたは、バートロム公爵家のご令嬢。特例として、王城での住み込みではなく、朝から夕方までの通いの侍女として来ていただくことが決まりました。あなたの仕事は簡単です。女王陛下を楽しませること、ただそれだけです」

「分かりました。具体的には、何をすれば……？」

「それは、女王陛下次第です。女王陛下の侍女となるからには覚えておいてください。私たち侍女は、女王陛下のお望みのままにふるまえばいいのです」

　事務的に、キャメロットは淡たん々たんと言った。

　一いつ般ぱん的な侍女の仕事は、女主人の身の回りの世話だ。貴族令嬢が礼儀作法を身に着けるために侍女として仕えることもある。ティアレシアの場合は後者に近い。

　しかし、やはりシュリーロッドの侍女となると、一ひと筋すじ縄なわではいかないだろう。

　ティアレシアは改めて、覚悟を決めた。




「よく来てくれたわね。あなたと遊ぶのをとても楽しみにしていたのよ」

　女王シュリーロッドは、優雅に微笑んでティアレシアを自室に迎え入れた。

　蜜色の髪は結わずにそのまま背に流し、相変わらず派手な赤いドレスを身につけている。耳元できらめくピアスも、胸元を輝かせるネックレスも、すべて大粒のダイヤモンドだ。目に痛い赤とダイヤモンドの派手な輝きは、それだけで人を威い圧あつする。きつい薔ば薇らの香こう水すいもあいまって、ティアレシアは顔を背そむけたくなるが、必死で笑顔を取とり繕つくろう。

「ティアレシア・バートロムでございます。本日より女王陛下にお仕えできること、とても喜ばしく、光栄に思っております。どうぞよろしくお願いいたします」

「ふふふ、じゃあ早さつ速そくだけれど、こちらに座って」

　ティアレシアは大人しく、言われた通り目の前の椅子に座った。

「本当にとてもきれいな銀髪ねぇ。これが自然の色だなんて、信じられないわ」

　後ろで結んでいた髪留めを外し、女王はティアレシアの銀色の髪に触れて微笑む。

　髪にシュリーロッドの指がするりと通り、ティアレシアの身体はかすかに震えた。

　そして、側に控えていた他の侍女たちに肩を押さえられたかと思うと、耳元でざくりと音がした。

「これは、試作品用にいただくわね」

　一瞬、何が起きたのか理解できなかった。

　しかし、目の前でハサミと銀髪の束を持つ女王を見て悟さとる。

　髪を一ひと房ふさ切られたのだ。

　皆が美しいと言ってくれた銀色の髪は、理り不ふ尽じんに女王の手で乱された。

　弧こを描く真っ赤な唇が、意思も問われず奪われたことが、処刑の瞬間と重なり、ティアレシアの心中は穏やかではいられない。

　しかし、次の瞬間には女王に顎あごを摑まれ、顔を覗き込まれた。

「あら、その目は何？　わたくしに逆らうの？」

　咄とつ嗟さに感情を隠しきれなかったティアレシアを見て、女王は黒い笑みを浮かべた。

　ティアレシアはぎゅっと拳こぶしを握り、憎悪を抑え込む。

　今ここで、激情に任せて動くことはできない。

　元より、売り物にされると分かっていて来たのだ。

　それに、女王の本当の狙ねらいは銀色の髪の娘ではない。

（ここで私が取り乱せば、その責はバートロム公爵家へと向かってしまう……）

　ティアレシアが女王の不興を買えば、公爵家を陥おとしいれる口実となる。

　先々代国王エレデルトの弟であるジェームスは、現在、王位継けい承しよう権けん第一位。邪じや魔ま者ものをすべて排はい除じよしてきたシュリーロッドでも、排除することができなかった存在──それが、ジェームスだ。ジェームスに付け入る隙すきがないのなら、娘であるティアレシアを利用して嵌はめようとでも考えたのだろう。

「いいえ、女王陛下のお役に立てると思うと嬉しくて」

　ティアレシアはにっこりと、完璧な笑みを作ってみせた。

　今だけだ、女王がそうして笑っていられるのは。

　近いうちに、すべてを奪ってやる──そんな思いを込めて。

「わたくしも、新しい玩具おもちやが増えて嬉しいわ」

　女王が微笑むと、控えの侍女が箱を持ってきた。

　そして、箱の中にティアレシアの髪が入れられようとした時、軽いノックがして部屋の扉が開いた。

「入るよ、シュリー」

「まぁ、セドリック！　どうしたの？」

　シュリーロッドは頰を赤らめ、夫を迎えるため立ち上がった。

　しかし、対するセドリックの目は女王ではなく、箱におさめられた銀色の髪とティアレシアを捉えた。

「……これは、どういうことだい？　シュリー」

「パーティでも言っていたでしょう？　銀色の髪なんて珍しいもの、きっと高く売れるわ。そうすれば、お金がないなんてふざけたことを言う大臣も黙らせられるわよね？」

　女王の言葉に、ティアレシアは内心ひやりとする。

　国民や貴族からの税金や贈ぞう呈てい品ひんで国庫は十分潤うるおっているはずだ。それなのに、大臣が〈悪魔の女王〉に進言するほどに、金が足りていないのか。

　女王の散財は知っていたが、それほどまでとは思わなかった。

　よく見てみれば、室内の調度品も宝石を用いた高価なものばかりだ。

　きっと衣い裳しよう部べ屋やには想像を超こえるほど高価なドレスや装飾品、靴くつ、化粧品などが置かれているのだろう。

「だからって、本当に売り物にしようとするなんて思わなかったよ。お金がないのは、君が物を買いすぎるからだろう？　ドレスや装飾品は一度きりしか使わないんだから、もっと使い道を考えるべきだ。国民に重税を課すのではなく、ね」

　シュリーロッドの言い分に、セドリックは呆れて溜息をつく。

　意外だった。

　生誕祭でのセドリックは妻に甘い夫だったのに、今目の前にいるのは妻を諫める夫だ。

　そしてふと、女王夫妻が仮面夫婦である、という噂を思い出す。

（そうよね、セドリックは馬鹿ではないもの。重税はいずれ国民だけでなく、この国をも苦しめることになるとちゃんと分かっている）

　セドリックは賢く、優しい王子様だった。

　クリスティアンが、共に国を守ってくれると信じた人。

　信じていたからこそ、愛していたからこそ、セドリックへ向ける感情は憎しみや怒りだけではなく、複雑に絡からみ合う。

「わたくしは、この国のためにお金を使っているのよ。ねぇセドリック、そんな怖こわい顔をしないで。あなたのことを愛しているの」

「それなら、僕がシュリーを愛せるように、こんなことはもうしないと約束してくれるかい？」

　猫なで声で甘えるシュリーロッドに、セドリックは柔にゆう和わな笑みを浮かべて言った。

　女王が仕方なく頷くと、セドリックはその胸に妻を抱だき寄せた。

　しかし、そのエメラルドの双眸はシュリーロッドではなく、ティアレシアに向けられていた。

　妻を抱いたまま、セドリックは穏やかに笑う。ティアレシアを安心させるように。

　その笑みは、昔と何も変わっていなくて。どくどくと心臓がうるさい。

　この男は、誰にでも優しく笑えるのだ。

　紳しん士し的で、素敵な笑顔は、クリスティアンだけのものではなかった。

　感情を抑えようと、思わず左手首をぎゅっと握る。

　かつて、この男にもらったエメラルドの腕輪をお守りとして肌身離さずつけていた、左手首を。

　感情を抑えようとして、無意識に出てしまうこの癖くせは、裏切られた痛みと失った愛を思い出させる。

「そうだ、シュリー。君のところに来た用事を忘れるところだったよ。エイザック侯こう爵しやくがそろそろ到着されるみたいだよ」

　そう言って、セドリックは腕をほどく。

　シュリーロッドはまだセドリックの腕に手を添そえていたが、エイザックの名を聞いて笑みを浮かべる。

「まあ。それはお出迎えしないといけないわね」

「可愛い孫まご娘むすめに出迎えられることが、エイザック侯爵の楽しみみたいなものだからね」

　エイザック侯爵は、シュリーロッドの母方の祖父だ。エイザック侯爵は野心家で、シュリーロッドが幼い頃から女王になることを望み、期待をかけて溺愛していた。

　その代わり、クリスティアンのことは毛嫌いしていたので、良い印象はまったくない。

　シュリーロッドが女王となった今、権力も大きくなったエイザック侯爵は相変わらず孫娘を可愛がっているのだろう。

「ふふ、そうね。セドリックも一緒に来るわよね？」

「ごめん、僕は少し大臣に用事があってね。さあ、早く行ってあげて」

　そう言って、セドリックは妻の額に軽いキスを落とす。それだけで上機嫌になったシュリーロッドは、数人の侍女を連れて部屋を出た。ティアレシアも一緒についていこうとしたが、何故かセドリックに引き留められてしまった。

「あの……？」

「その髪、シュリーがごめんね。女の子にとって、髪はとても大切なものなのに」

　女王の夫であるセドリックが、ただの公爵令嬢に頭を下げた。本気で申し訳なさそうな顔をするセドリックから、ティアレシアは目を逸そらす。

「いえ、大丈夫ですから。頭を上げてください」

「大丈夫じゃないよ。バートロム公爵が溺愛しているお姫様にこんなひどいことをしてしまったんだから……公爵は、この国にとって大切な人だし、僕もいつも世話になってる。だから、君のことは僕が守ろうと決めていたんだ。それなのに……」

　そう言って、セドリックはティアレシアの一部短くなってしまった髪に触れようと手を伸ばす。

　その瞬間、ティアレシアは反射的に一歩引いていた。

（本気で心配なんてしていないくせに、私に触さわらないで……っ！）

　クリスティアンに愛していると言った唇でシュリーロッドにキスをして、クリスティアンを支えてくれたその腕でシュリーロッドを抱いている。

　そんな軽けい薄はくな男を、初う心ぶで馬鹿な王女は素敵な王子様だと信じて愛していた。

　優しく幸せだった日々は黒く塗ぬりつぶされ、甘かった恋こい心ごころは復讐の炎を燃やす油になる。

「お気き遣づかいいただき、ありがとうございます。でも、本当に私は大丈夫ですわ」

　拒きよ絶ぜつの笑みを浮かべ、ティアレシアは逃にげるようにかつての婚約者に背を向けた。




　廊ろう下かの角を曲がったところで振り返り、ティアレシアはセドリックの姿が見えないことに安堵する。

　ようやく、一人になれた。

　復讐のために、考えなければならないことは山ほどある。

　それなのに、先ほどの女王夫妻のやり取りを見て、また昨晩のことを思い出してしまった。

（そういえば、ファーストキス……だったのよね）

　唇に感じた熱い吐息と、身体を押さえつけるルディのたくましい腕、そして何よりもこの魂はルディの気分次第で消えてしまうのだという恐怖──。

　前世でも、現世でも、ティアレシアには夢物語のような甘くて優しいキスなど存在しないらしい。

　そう思うと、なんだか悲しくなる。

　もう二度と、恋などという人生に毒にしかならないようなものはしたくない。

　かつての婚約者に裏切られたことで、ティアレシアは恋というものに対して嫌けん悪お感しかなかった。

「そうよ。ルディの力を借りなくても、私一人でなんとかしてみせるわ！」

　元より、これはクリスティアンの復讐なのだ。

　無理やり奪われたファーストキスの怒りを気合いに変え、ティアレシアは行動を開始する。

　シュリーロッドが侯爵と謁見している間、大人しく部屋で待っているつもりはなかった。

（きっとあそこには、十六年前の真実の欠片かけらがあるはず……）

　向かったのは、〈翡翠輝石ジエダイトの宮〉にある資料保存室。

〈翡翠輝石の宮〉には、王の執しつ務む室や謁見の間、大広間などがある。王城グリンベルの数ある宮殿の中で最も広い、公的な役割を持つ宮殿だ。役職を持つ貴族たちが出仕するのも、ここだ。

　そして、資料保存室にはブロッキア王国に関わる様々な文ぶん献けんや記録が保管されている。

　もちろん、誰でも入れる場所ではない。

　だから、資料保存室の前には二人の見張りがいた。

　そのことを、かつては王族で、当たり前のように通っていたティアレシアは忘れていた。

「おい、そこで何をしている？」

　考えがまとまらないうちに、背後から別の騎士に声をかけられた。

　見回りの騎士だろう。廊下のギャラリーに置かれた彫刻の後ろから、資料保存室を盗ぬすみ見みる侍女の姿は、明らかに怪あやしい。

　それも、下級使用人の服を着ているのだから尚なお更さらだ。

　騎士は、不審な目でティアレシアを睨むが、髪色に気づくと表情をさらに険しくした。

　女王生誕祭で悪目立ちしたティアレシアを知らない者は、この王城内にはいないだろう。

「いくらバートロム公爵家の令嬢で女王陛下の侍女とはいえ、陛下の許可なく、ここへ立ち入ることは禁じられている。そもそも、どうやってここまで入って来た？　返答次第では、罰を受けてもらうことになる」

　一般には知られていない秘密の抜ぬけ道みちを使って来た、とは言えない。

　迷子のふりをして逃げよう、と決めた時、ティアレシアを連行しようとした騎士の身体がぐらりと傾かたむいた。

「……え、ちょっと、大丈夫ですか？」

　床に倒れた騎士の身体をゆするが、反応がない。

「おい、何してるんだ？　せっかく俺が眠らせたのに」

　聞き慣れた声に振り向くと、漆黒の従者が呆れ顔でそこにいた。

「ルディっ？　ど、どうしてここに？」

　ギャラリーに並ぶ彫刻より美しい立ち姿に、思わず目を奪われる。

　しかし、それも一瞬のこと。

「箱入り娘のお嬢様にちゃんと仕事ができるのか、心配になってな」

「別に、私は一人で大丈夫よ……！」

「へぇ？」

　ルディの視線が、倒れた騎士に注がれる。

「では今すぐこいつを目覚めさせて、お嬢様のお手並み拝見といこうか」

「それはだめっ！」

　騎士に触れようとしたルディの腕を、思い切り摑む。

「……私が悪かったわ。来てくれて、ありがとう」

　自分の考えが甘かった。非常に不本意だが、ルディに助けられたのは事実だ。

　ティアレシアは今にも消え入りそうな声で、礼を言う。

「…………」

　返事がないので顔を見上げると、ルディがそれはもう冷たい微笑を浮かべていた。

　目の奥が一いつ切さい笑っていない。

　礼を言ったのに、何故怒っているのか分からない。

　絶対零れい度どの笑みを浮かべたまま、ルディはティアレシアに手を伸ばす。

「え……？」

　その手が触れたのは、ティアレシアの頰にかかる不自然に短い髪だ。

「誰にやられた？」

　空気が凍こおり付つきそうなぐらいの、低い声。

　ルディは、ティアレシア以上に怒っているように見えた。

「私は気にしていないから、大丈夫よ」

「……ったく、少しは気にしてくれ。俺が毎日どんな思いで手入れしてると……」

「首を落とされたあの時に比べたら、なんてことないもの」

　少し強がって微笑むと、不機嫌顔のルディに頭を撫でられた。

　子どもの頃からティアレシアを知る優しい手に、思わずすがってしまいそうになる。

　しかし、利用することはあっても、頼ることはできない。

　この手は、悪魔のものなのだから。

　ティアレシアは、ルディの手を振り払はらう。

「やめて。もう子どもじゃないんだから」

「俺からすればまだ子どもだがな……それで、お前はここで何がしたかったんだ？」

　ティアレシアの髪を指で梳すきながら、ルディが聞く。

　拒絶しても流されそうな気がしたので、ティアレシアはそのまま答える。

「資料保存室に、十六年前の公開審しん議ぎの記録があるかと思って。私もあの時は冷静じゃなかったから、どんなやり取りがあったかあまり覚えていないの……」

　覚えていることは、ただひとつ。

　あの公開審議で、クリスティアンの発言はないものとして扱われたことだけ。

「よし、これでいいだろう」

　そう言うと、ルディはティアレシアの髪から手を離した。

　ティアレシアは、自分の髪にそっと触れる。中ちゆう途と半はん端ぱな長さになった左側の髪を器用に編み込んで、後ろでまとめてくれたようだ。

　編み込んでしまえば、短くなった髪も気にならない。

「では、真実を探しに行くか」

　ルディの言葉に頷くと、彼は見張りの騎士を眠らせてくれた。

　ルディのエスコートで、ティアレシアは資料保存室に入る。

　広い室内にはびっしりと本ほん棚だなが並んでいた。

　資料保存室には書類だけではなく、当時の証しよう拠こ品ひんも保管されているため、奥の方には木箱が整然と積み上げられている。資料にはすべて番号が振られており、年代順に並べられていた。

「この部屋に人が寄り付かないよう力を使った。人目を気にせず、資料を探せばいい」

「ありがとう。それにしても、なんだかいつもより調子が良さそうね」

　ルディが力を使うところを、実を言うと初めて見たのだ。ティアレシアの純粋な疑問に、ルディはにやりと笑った。なんだか嫌な予感がする。

「昨日、魔力を補ほ充じゆうさせてもらったからな」

「……どういうこと？」

「昨晩の刺し激げき的なキスを忘れたか？」

　忘れられるはずがない──あんな強引で、命がけのキス。

　無意識に、ルディの唇に目がいってしまう。キスなんて大したことではない、と澄すました顔で言い返したいのに、唇の感触はまだ残っていて、羞しゆう恥ちに頰が熱を持つ。

「あんなの、キスじゃないわ……っ！」

　やっとのことで発した声は、震えていた。

「そんな真っ赤な顔で言われても説得力がないな。それとも、ちゃんとしたキスをねだってるのか？」

　そう言って、ルディが距きよ離りを詰めてくる。

　後ずさると、背に資料棚だなが当たり、追おい詰つめられた。

「そんな訳ないじゃないっ！」

　ティアレシアが身体を押しのけると、ルディはあっさりと引いた。

　からかっていただけらしい。

「その、昨日のあれで私から魔力を補充したっていうこと？」

「あぁ。お前の魂と俺の魔力は結びついてるからな。まぁ、加減を間ま違ちがえればそのまま魂を奪いかねないがな」

　昨日のキスで魔力を補充したから、魔力が行使できたという訳か。

　しかし、補充ということは、魔力は使えば消えていくだろう。

「ちょっと待って……じゃあ今、どれくらい残ってるの？」

「…………さあ」

　分かりやすく視線を逸らされた。悪魔のくせに誤ご魔ま化かし方が下手すぎる。

　そんなどうでもいいことを思いながら、ティアレシアは溜息をつく。

「もう、何に使ったのよ！」

「転移はかなりの魔力を消費するんだ」

「だったら、私の様子なんて見に来なくてもよかったのに……！」

　結果的にルディに助けられたが、せっかくの人外の力だ。

　魔力に限りがあるのなら尚更、使いどころは慎しん重ちように考えなければならない。

「転移で、魔力を消費しない方法もある」

「……本当に？」

「あぁ。俺を呼べばいい、心から」

　契約者の声は無視できないからな、とルディは笑う。

「だが、お前がキスしてくれれば問題ないことだ。今からでも、俺に魔力を与あたえてくれていいんだぞ」

「分かったわ。それなら、ルディの助けが必要な時だけ呼ぶことにするわ」

　本音を言えば、あんな苦しいキス、二度とごめんだ。

　しかし、復讐のためにはルディの力は必要だろう。

　ルディに反論を許さぬ笑顔を向け、ティアレシアは資料棚に視線をすべらせる。

　話しながら、かなり奥まで歩いた。

　そろそろ、目当ての年代に近づいているはずだ。

「あった……！」

　十六年前──レミーア暦九九九年の公開審議の記録を手に取る。

　公開審議でのやり取りが、詳しよう細さいに記き載さいされていた。

　少しずつ、クリスティアンの記憶と重なっていく。

　理不尽なほどにクリスティアンに不利な証言や身に覚えのない証拠が出てきて、誰にも弁護されず、最終的には処刑が言い渡されたのだ。ページを閉じようとした時に視界に入った、公開審議の記録とは別に記載されていた走り書きの文字に、ティアレシアの目は釘付けになる。

（……どういうこと？　公開審議の後、ブラットリーとカルロが投獄されている。それに、フランツが行方ゆくえ不明？）

　シュリーロッドに関する本は、すべて女王の許可を得て発刊される。

　そのため、女王に都合のいいことや女王への賛美しか書かれていない。

　だから、クリスティアン処刑前後のブロッキア王国の情勢や貴族の動きについては、ティアレシアとして調べられるものには限りがあった。

　ようやく見つけた、ずっと捜さがしていた名前。

　クリスティアンが慕っていた近衛騎士団長、ブラットリー・ヴェールド。

　病弱だった母を診みてくれていた王宮医務官カルロ・ノース。

　そして、公開審議の日、クリスティアンの無罪を証言してくれるはずだった、近衛騎士であり友人のフランツ・ビレギッシュ。

　この三人はクリスティアンの側近であり、最も信頼していた者たちだ。

　裏切られたのだと思っていたが、このメモが事実ならば、二人は投獄され、一人は行方不明となっている。

　一体、彼らに何があったのか。

「何か見つけたか？」

　じっと資料に見入るティアレシアに、ルディが問いかける。

「この三人にも、私は裏切られたと思っていたの……でも、これが本当なら、彼らは女王の恩恵を受けていない」

　クリスティアンを裏切り、その恩恵を受けているのだとすれば、セドリックのように女王の側にいるはずだ。

　しかし、ティアレシアに転生して以来、彼らの噂は一切聞かなかった。

　生誕祭の夜も、姿が見えなかったため疑問には感じていたのだ。

　それが、ここに来て確信に変わりつつあった。

「クリスティアンは、すべてに裏切られた訳ではないのかもしれないわ」

　十六年前の真実を握る鍵かぎを、見つけたかもしれない。

　ティアレシアは逸はやる気持ちを抑えるように、ぎゅっと資料を抱きしめた。
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　資料保存室を出て、ティアレシアは何食わぬ顔で〈煙水晶スモーキークオーツの宮〉へ戻る。

　幸い、女王はまだ戻ってきていなかった。

「あら、どうしたの？　その髪は」

　エイザック侯爵との謁見を終え、戻ってくるなり女王はティアレシアを睨みつけた。

　ルディによるヘアアレンジは完璧だったのだろう。

「短くなった箇か所しよが頰にかかって邪魔でしたので、編み込みました」

「邪魔なら、全部切ってしまいなさいよ。不気味な銀色の髪のせいで、わたくしがセドリックに注意されたわ。その髪、呪のろわれているのではなくて？」

　シュリーロッドは、蔑さげすむように笑った。

「そうかもしれません。けれど、せっかく女王陛下が認めてくださった銀髪ですもの。美しく保つことは女王陛下への忠誠につながると感じております。それに、私は女王陛下の侍女です。今後も、身なりやふるまいには人一倍気をつけ、女王陛下の評判を落とさぬよう努めてまいりますわ」

　女王はティアレシアを利用するために侍女にしたのだろうが、表向きは正式な侍女には変わりない。

　それに、生誕祭での発言のせいで多くの貴族が興味を持ち、動向を見守っているだろう。

　女王に気に入られてもすぐにボロボロにされる、ということを貴族たちに示し、ただでさえ低い女王の評判をこれ以上落としてもいいのか。

　自分は女王の評判を守ったのだ、と暗に示し、ティアレシアは微笑む。

　正しくティアレシアの言いたいことを理解してくれた女王は、歪んだ笑みを浮かべた。

「さすが、バートロム公爵の娘ね……」

「私も父と同じく、女王陛下のお役に立ちたいと思っておりますわ」

「ふふふ。そうだ、わたくしの侍女だというなら、紅茶くらい淹れられるわよね？」

「かしこまりました。少々お待ちくださいませ」

　本来であれば、ティアレシアは使用人の仕事などすることもない高貴な身分だ。

　それなのに、あっさり了りよう承しようしたことに、女王だけでなく控えていた侍女たち皆が驚いた顔をしていた。

　ティアレシアは女王の私室を出て、お湯や茶葉、ティーセットなどを準備するため調理場へ向かう。

　さすが女王の宮殿とあって、ティーセットの種類は百を超えていた。

　ティーセットは、部屋の雰囲気や人物を見て、流行を取り入れて選ぶ必要がある。また、より紅茶を美味しく飲むために、カップの形は茶葉の種類によって変えなければならない。

　だからこそ、これだけ取り揃えているのだ。茶葉も、希少価値の高いものから最新の茶葉、他国からの輸入品、定番のものまですべてが揃っていた。

　ティアレシアは、迷わずティーセットと茶葉を選ぶ。

（好みが変わっていなければいいけれど……）

　お湯を用意し、選んだティーセットと茶葉、お茶ちや菓が子しなどをカートに載のせ、ティアレシアは女王の私室へと戻る。

「お待たせいたしました」

　にっこりと微笑み、ティアレシアは紅茶を淹れ始める。

　まず、ポットとティーカップはお湯で温めておく。その間に、ティアレシアはお菓子をテーブルに並べた。苺いちごが乗ったチョコレートタルト、バターの風味豊かな焼き立てのスコーン、爽さわやかな香りのレモンケーキ。菓子職人から聞いたお菓子の説明を、ティアレシアはよどみなく伝える。

　そうして、ポットにティースプーン二杯はい分の茶葉を入れ、お湯を注ぐ。

　選んだ茶葉は、アッサムだ。お湯を注いだことで茶葉が踊り、芳ほう醇じゆんな香りが漂ただよう。通常よりも少し長めに蒸むらし、薔薇の模様が美しい白地のカップに紅茶を注ぐ。女王の私室は赤い色が多いし、女王の本日のドレスは赤色なので、模様に赤が入っているカップを選んだ。そして、カップの白にきれいな紅あかい色が映え、見た目も華やかに優しく香る。

　視界を邪魔しない、流れるような給仕の動きに、侍女たちは思わず見とれていた。女王も、口を挟まずにじっと見ている。

「女王陛下は、ミルクティーがお好きとお聞きしましたので、本日の茶葉はアッサムをご用意しました。こちらにミルクと砂糖をご用意しておりますので、お好みに合わせてお召めし上あがりください」

　アッサムは、ミルクティーに合う茶葉だ。昔からシュリーロッドはミルクティーが好きで、茶会があればいつもアッサムのミルクティーをリクエストしていた。

　あえて、ティアレシアが砂糖とミルクを女王自身に入れるよう言ったのにも、理由がある。

「あなたが紅茶を淹れられるとは思わなかったわ。それに、ちゃんとわたくしの好きなミルクティーを選ぶなんて。けれど、どうして砂糖とミルクをわたくしに入れさせるの？　わたくしの好みに合わせて、あなたが入れてくれればいいじゃない」

「紅い紅茶に、白いミルクが混ざり合って、少しずつ色を変える様も、楽しんでいただけるかと思いまして」

「……えぇ、それがわたくしがミルクティーを好きなところよ。口だけではなく、ちゃんと侍女の仕事もできるのね。いただくわ」

　ティアレシアの淹れた紅茶など飲まない。そう言うかと思っていたが、シュリーロッドは楽しげに微笑んで、砂糖とミルクを注ぎ、ティースプーンでゆっくりかきまぜた。注がれたミルクが沈しずみ、スプーンの動きに合わせて紅い波が揺れる。そうして、少しずつ紅は柔らかな白と混ざり合い、優しい色合いに変わった。シュリーロッドはカップに口をつけ、満足そうに微笑む。

「こんなに美味しく紅茶を淹れられるのなら、あなたに三日後の茶会の給仕を任せてもいいかしら？」

　疑問の形をとっていたが、それは決定事じ項こうだった。

　有う無むを言わさぬ女王の笑顔に、ティアレシアは頷き、丁寧な所作で頭を下げた。

（うまく乗せられてしまったかもしれないわね）

　もしティアレシアが任された茶会で何かトラブルが起きれば、公おおやけの場で堂々と責めることができる。給仕ができないふりをしていた方が、嫌がらせは可愛いものだったかもしれない。

　しかし、シュリーロッドに馬鹿にされるのは我が慢まんならなかったのだ。

「よかったわ。実は、わたくしの侍女たちはみんな忙いそがしくて、茶会の準備ができなかったのよ。あなた一人で準備してもらうことになるけれど、うまくやって頂戴ね」

　スコーンに真っ赤な苺ジャムを塗りながら、女王がにこりと笑う。女王主しゆ催さいの茶会で侍女や使用人の手が空いていないなど、普ふ通つうならあり得ない。明らかな嫌がらせだ。

　準備の段階で、たった一人。茶会の会場や招待客の数にもよるが、現実的に考えて一人で給仕をするのは無理だ──普通なら。

「かしこまりました。でしたら、準備や当日の給仕に関しては、私に一任していただいてもよろしいでしょうか？」

「えぇ、もちろんよ」

「では、正式な命令書をお願いいたします。命令書をいただくことで、茶会の責任者は私であると分かるでしょう」

「ふふ、いいわよ。わたくしの大切な友人を招くのだもの。華やかで、素す晴ばらしい茶会になるよう頑がん張ばって頂戴ね。絶対に、失敗なんてあっては駄だ目めよ？」

　女王は頷いた。どんなに頑張っても失敗すると確信しているのだろう。失敗すれば、命令書によって責任者はティアレシアだと証拠づけられる。だが、ティアレシアとしては女王の言げん質ちをとることで、動きやすくなるはずだ。

「はい。お任せください」

　その後、キャメロットに招待客のリストをもらった。

　女王主催の茶会については、宰さい相しようへの報告と相談が義務付けられているということで、ティアレシアは宰相の部屋へと向かう。

　しかし、その足取りは重かった。誰も案内してくれなかったからではない。

（……あなたは、どうなのかしら）

　女王の宰相、チャド・ブルシット。

　先々代国王エレデルトの時代に宰相の座に就つき、短い間だったがクリスティアンの宰相でもあった男。

　十六年前にあんな事件が起きたにもかかわらず、チャドは素知らぬ顔でその座に座り続けている。

　たどり着いた扉の前で、ティアレシアは目を閉じ、息を吐く。

　そして、ノックしようと手を上げた時、扉が内側に開いた。

「おや？　これは珍しいお客様ですね」

　聞き覚えのある声に導かれるように見上げると、銀ぎん縁ぶち眼鏡をかけた宰相と目が合った。

　ティアレシアは、慌てて自己紹しよう介かいする。

「はじめまして。本日より、女王陛下の侍女となりました、ティアレシア・バートロムでございます。宰相様に、女王陛下主催のお茶会について、ご報告に参りました」

「それはご苦労様です。バートロム公爵家のご令嬢が侍女になったという報告は受けていましたが……ふふ、そうですか、あなたが……」

　さあどうぞ、とチャドはティアレシアを執務室に迎え入れる。

　壁紙や絨毯、ソファなどの調度品は紫し黒こく色で統一されており、重じゆう厚こうな雰囲気を醸かもし出だす。

　手前にはテーブルとソファが置かれており、応接スペースになっていた。その奥には、書類が山と積まれた執務机が見える。ソファに座るように促うながされ、ティアレシアはチャドと向かい合って座った。

（本当に、チャドだわ……）

　同どう姓せい同名の、別人だったらよかったのに。

　チャドを慕っていたクリスティアンの願いは、あっさり打うち砕くだかれた。

　色素の薄い茶色の髪を後ろで結び、質の良さそうな黒灰色のベストとズボンを着たその姿は、記憶の中の姿とほとんど変わらない。

「それで、何の用でしたか」

　老いを感じさせない宰相は、硬い表情のティアレシアを見て薄く笑った。
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「三日後、女王陛下がお茶会を開きたいとのことです。招待客リストはこちらです」

　リストを手渡すと、チャドが溜息をついた。

「また女王陛下の急な思いつきですか。招待状の発送と、茶会に必要な茶葉と菓子の材料確保、それから備品の確認……茶会開かい催さいまでにやることは山ほどありますが、茶会の責任者はあなたですか？」

「えぇ、準備はすべて私一人で行うよう言われています」

「早速、こき使われているようですね。この茶会が失敗すれば、バートロム公爵家を陥れる口実になりますからね」

　女王も口にしなかった裏の意図を、チャドはさらりと言葉にした。

「何を驚いているんです？　あなたも気づいているのでしょう？」

「宰相様は、茶会を失敗させるおつもりですか？」

　女王の宰相は、女王の意図を汲くんで動くものだ。

　警けい戒かい心しんを強くしてティアレシアは問う。

「そんなことはしませんよ。むしろ、あなたに協力してあげてもいい」

「それは、何故ですか？」

「その方が面白いからですよ」

　眼鏡をくいっと押し上げて、チャドはにっこりと笑う。

「それに、私は女王陛下から、公式行事や茶会への参加を禁じられておりましてね。まぁ小言ばかりの私がうっとうしいのかもしれませんがね。宰相である私を軽かろんじている女王陛下には少し反省していただきたいのですよ」

　チャドは、エレデルトの時代から宰相をしている男だ。

　その経験や知識は女王を助けるものだろう。

　そんな彼を遠ざける理由などないはずだ。

　しかし、たしかに茶会の招待客リストにチャドの名はない。

　そういえば、女王生誕祭にもチャドは出席していなかった。

（もしかして、お父様やクリスティアンに仕えていた宰相だから、女王に信用されていないの？）

　しかしそれならば、宰相という地位からチャドを外せばよかったはずだ。

　そうしなかったのには、何か理由があるはずだ。

　そして、チャド自身が宰相を続けていることにも。

「宰相様は、女王陛下に忠誠を誓ちかっているのですよね？」

「えぇ、もちろん」

　ティアレシアの問いに、チャドは迷いなく頷いた。

「それならば、宰相様の愚ぐ痴ちは、聞かなかったことにいたしますわ」

「おや、私の協力があれば、人員を動かすことも可能ですよ？」

「協力の申し出はありがたいですが、お断りいたします。私は、一人で大丈夫ですわ」

　ティアレシアはそう言って立ち上がる。

「そうですか。では、おひとりで頑張ってくださいね」

　その言葉を背に受け、ティアレシアは宰相の執務室を出た。

（チャドは何がしたかったの……？）

　扉を閉める瞬間に見たチャドの目は、得体の知れない闇を映していた。




　仕事が終わって王城を出ると、城門前に公爵家の馬車とルディが待っていた。

　何故か彼の周りには若い女性たち。

　装いを見るに、王城に仕えている侍女や使用人だろう。

　ルディの色気にあてられたのか、もれなく全員頰が赤い。

　女性たちはうっとりと漆黒の悪魔を見つめながら、楽しそうに話している。

　この悪魔、外そと面づらだけはいいのだ。

　呆れて見つめていると、その漆黒の瞳がティアレシアを捉え、次の瞬間には、ルディが目の前にいた。

「お疲れ様です、お嬢様」

「あなたは、随分楽しそうだったじゃない」

　こっちは問題山積みだというのに。

　苛いら立だちを込めて微笑むと、ルディが怪け訝げんそうな顔をした。

「……妙みような気配がする」

　何かを呟いたかと思えば、急にティアレシアの肩や背中に真顔で触れてきた。

「な、何なのっ？」

「気分はどうだ？」

「何ともないわ」

「そうか……なら、気のせいか」

　一体ルディが何を気にしているのか、ティアレシアにはさっぱり分からなかった。

　しかし、ルディはそれ以上話す気はないようで、ティアレシアを馬車にエスコートする。

「そういえば、女王陛下のお茶会を任されたそうだな。しかも、一人で準備をしろという無茶な話だそうで。随分と、信用されたようで何よりだ」

　バートロム公爵家へと向かう帰りの馬車で、向かいに座ったルディはにやりと笑う。

「話が早いわね。私一人で準備をするのには限界があるわ。だから、あなたにも手伝ってほしいの」

　情報源は、先ほどの侍女たちだろう。

　女王の命令を、ルディの協力なしにこなせる自信はなかった。

　元より、できないことが前提の無茶な命令なのだ。

　しかし、ここで失敗すれば、バートロム公爵家を陥れる口実を作るだけでなく、十六年前の真実を知る機会をも失うことになる。

　それだけは、絶対に避けなければならない。

「そのために魔力が必要なら、ちゃんと与えるわ」

　ティアレシアは両手を伸ばし、ルディの顔をぐいっと引き寄せる。

　目を閉じて、その勢いのままに顔を近づけた。

　ごつん、とぶつかったのは唇ではない。

「お嬢様、これは嫌がらせか？」

「ち、違うわっ！」

　ルディの笑顔が怖い。ティアレシアは全力で否定する。

　結果的に、ルディの顎にティアレシアが頭ず突つきをしたかたちになってしまった。

　慣れないことに緊張して、身長差があることを忘れていた。

「はあ……もっと可愛くお願いできないのか」

「……可愛さなんて、私に求めないで」

　むっとして、ティアレシアはまた可愛げもなく言い返す。

「せっかく顔は可愛いのに……やはりまだまだ子どもだな」

「子どもじゃなっ……んん」

　否定の言葉は、ルディの唇に吞み込まれた。

　ふい打ちのキスに思わず抵抗するが、顎を摑まれて逃げられない。

　これは、復讐のために必要なことなのだ。

　ティアレシアは覚悟を決めてぎゅっと目を瞑つぶる。

　じんわりと、右肩の刻印が熱を持つ。

　しかし、熱いのは刻印だけではなかった。

　自分のものではない熱い吐息を吹き込まれて、全身がかあっと熱くなる。

「……お嬢様、これが大人のキスですよ」

　ちろり、と仕上げにティアレシアの唇を舐なめて、ルディが笑った。

　どくんどくん、と耳元で心臓の音がうるさい。

　意地悪く笑うルディの顔が直視できなかった。

「さて、魔力も補充できたし、茶会の作戦でも立てるか？」

　悪魔が楽しそうにティアレシアの顔を覗き込んでいる。

　ティアレシアは怒る気力もなく、ふいっと顔を背そむけた。

「……ルディの馬鹿。これで失敗したら、絶対に許さないんだから」

　ボソッとこぼした心の声は、しっかりとルディの耳に届いていた。

「俺を誰だと思ってるんだ？　お前に恥はじはかかせないさ」

　そう言ったルディの声があまりにも優しくて、ティアレシアはますます彼の方を向くことができなかった。

（悪魔って、怖い……）

　顔の造形は天使と見まがうほどに美しく、その声は甘く優しく耳に届き、妖あやしい色いろ香かは心を惑まどわせる。

　悪魔だと分かっていても、ドキドキしてしまうのだ。

　そうして、馬車が屋敷に着いた頃には、ティアレシアは初めての侍女仕事以上にどっと疲れていた。
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　雲ひとつない晴天の下、王城グリンベルは太陽に照らされて今日も王都を見下ろしていた。まだ肌はだ寒ざむい日が続いているが、日差しはあたたかい。

「今日は天気もいいし、外に出たらきっと気持ちがいいわね。そうだわ、国民にわたくしの元気な姿を見せてあげましょう」

　王城に出仕するなり、女王の一言で王都ローゼクロスの視察が急きゆう遽きよ決まった。

　これに慌あわてたのは護衛を担になう近衛このえ騎き士したちである。

　侍じ女じよたちも、外出の用意を急ぐ。

　ティアレシアも一いつ緒しよに女王の身み支じ度たくを手伝い、同行することとなった。

　目的地は、王都ローゼクロスの商業街と噴ふん水すい広場。

　王家御ご用よう達たしの店が立ち並ぶ一角に、シュリーロッドを乗せた馬車は到とう着ちやくする。

　馬車には大きく王家の紋もん章しようが刻まれており、道行く人々は馬車に向かって「女王陛下、万ばん歳ざい！」と叫さけんでいる。

　それを見たシュリーロッドはにっこりと微笑ほほえみ、優ゆう雅がに手を振ふっている。

　人々の表情に浮かぶ怯おびえや恐おそれには見向きもせずに。

「ふふふ、わたくしのおかげで、みんな幸せそうね」

　シュリーロッドの側にいると、幸せの概がい念ねんが分からなくなりそうだ。

　何かに脅きよう迫はくされているようにひたすら女王に向かって頭を下げ、万歳と叫び、強こわ張ばった笑えみを向ける人々。

　どこが幸せそうなのだろうか。

　ここはまだ整備された区域で、身なりも整った人たちばかりだが、一歩大通りから外れて路地に入れば貧ひん困こんに苦しむ人々だっているのだ。生活困こん窮きゆう者しやは、生きるために犯罪に手を染めることもある。

　しかし、そういった裏の部分に関して女王は関心を示さない。

　女王陛下は、美しく、自分に都合の良いものだけを愛しているのだ。

　商業街の一番の目玉は、国立図書館前にある噴水広場だ。

　白と黒の大理石で作られた美しい噴水を中心として、広場の地面には幾き何か学がく模も様ようが描えがかれている。大小のノズルで演出される水の流れは、まさに芸術品だ。

　噴水の中心にはレミーア神の彫ちよう刻こくが立ち、人々を見守っている。

　そして、美しい噴水広場では、多くの人々が穏おだやかな時間を楽しんでいた。

　──女王を乗せた馬車が到着するまでは。

「いつ来ても、この場所は素す晴ばらしいわね。まぁ、王城にある噴水の美しさには敵かなわないけれど。ふふふ」

　近衛騎士にエスコートされ、女王が馬車から降りる。

　本日の女王の装よそおいは、スカート部分にフリルがふんだんに使われた赤あか紫むらさきのドレス。つばの広い薔ば薇らの花飾かざりつきの帽ぼう子し、上質な赤い手て袋ぶくろ、耳元や胸むな元もとで輝かがやく赤や緑の宝石たち。薔薇の模様が入った日ひ傘がさは、すぐ横にいるキャメロットが持っている。

　昼前の明るい時間に、どこかの夜会にでも出席するかのような装いで現れた女王を見て、人々の顔には逃にげ出だしたいと書かれていた。

　しかし、女王陛下の御ご前ぜんから逃げる勇気のある者はなく、ただ頭を下げ続けていた。

「何か困ったことはないかしら？」

　善き女王であるかのように、シュリーロッドは人々に尋たずねる。

　そして、人々の答えは決まりきっていた。

「女王陛下のおかげで、困ったことなどございません。毎日が幸せです」

　定型文のように、皆みなが口を揃そろえて女王の治世はこの上なく平和だと言う。

「王都の民たみは、素す直なおで大好きよ。これからも、わたくしのために税金を納めて頂ちよう戴だいね」

　女王が課す様々な税金は、国民へ還かん元げんされることはない。

　汗あせ水みず流して働いたお金を、搾しぼり取とられる一方だ。

　しかし、本当のことは言えるはずもない。

　女王陛下へ何かひとつでも不満を言おうものなら不敬罪で捕とらえられるのだから。

　──これが、シュリーロッドの作り上げた、平和な世界。

　ティアレシアは必至で耐たえていた。

　クリスティアンが愛し、守りたいと思っていた平和な国は、シュリーロッドのせいで壊こわれてしまった。

　いくらジェームスが慈じ善ぜん事業を熱心に行っていても、女王のせいで国民の生活は悪化していく。

　そして、自分に都合の良い言葉だけを聞いて、シュリーロッドは国民たちを顧かえりみようとしなかった。

（こんな平和、私は認めないわ……！）

　女王シュリーロッドへの復ふく讐しゆうは、この国にどのような変化をもたらすのだろうか。

　この復讐が、これ以上王国を苦しめることになってはならない。

　憎ぞう悪おに吞のまれていた時、ふいに女王がティアレシアへと視線を向けた。

「そういえば、お茶会の準備は進んでいるかしら？」

　昨日の今日で、何も進むはずがないだろう。分かっていて、女王は聞くのだ。

　昨晩、茶会の招待状はルディに届けてもらった。

　女王主しゆ催さいの茶会に、欠席する貴族はいないだろう。

　あとは、招待客リストの人数で、準備を進めることにしている。

　ルディの力を使えばなんとかなるだろうが、このまま女王に同行して時間を拘こう束そくされたままでは動きにくい。

　ティアレシアは、ひどく困ったような顔を浮かべて、女王に頭を下げる。

「大変申し訳ございませんっ！　実はまだ準備が進んでおらず……このままでは、主催者である女王陛下の名に傷がついてしまうかもしれません。私に、準備のための時間をいただけませんか？」

　ティアレシアを陥おとしいれたくても、主催は女王だ。

　最初からみっともないと分かる茶会は望んではいないだろう。

　頭を下げ続けるティアレシアを見て、女王は笑みを崩くずさずに頷うなずいた。

「そうねぇ。お茶会を頼たのんだのはわたくしだもの。いいわ、今日の午後はお茶会の準備に使って頂戴」

「お許しいただき、ありがとうございます！　あの、お茶会でお出しする茶ちや菓が子しについては、いかがいたしましょうか」

「それについても、あなたに任せるわ。そんな細かいことまでわたくしに聞かないで頂戴。責任者はあなたなのだから」

「かしこまりました。女王陛下にご満足いただけるよう、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばりますわ！」

　そうして王都の視察を終え、女王陛下一行は王城へ戻もどった。




　茶会準備の許可を得た、午後。

　ティアレシアは買い出しを口実に王城を出て、裏街に来ていた。

　ブロッキア王国の中心である王都ローゼクロスにも、やはり裏の世界というものが存在する。

　整備された道とは違ちがい、狭せまく、入り組んだ道。

　柄がらの悪い人間が多いその裏通りをティアレシアはルディと歩いていた。

　目立つ髪かみ色は、ルディの魔ま法ほうで茶色に変えてもらっている。

「それで、お嬢じよう様さまがこんなところに何のご用で？」

「情報収集のためよ。裏街には、貴族たちがお忍しのびで来たりするらしいし、表には出ないものがあるはずでしょう？」

　行方ゆくえ不明のフランツや、投とう獄ごくされたブラットリーとカルロの情報があるかもしれない。

　シュリーロッドを追おい詰つめられる情報も。

　それに、女王陛下の前で話すような半ば強制された言葉ではなく、国民たちの本音が知りたかった。

　クリスティアンとして国民と触ふれ合あう機会は多く持てなかったけれど、ティアレシアとしてその声を聞くことはできる。

「それで、どこへ行くつもりだ？」

「人が集まるのは、やっぱり酒場よね？」

　それに、アルコールが入れば、きっと普ふ段だんは聞けない本音が聞けることだろう。

　ルディが牽けん制せいになってか、幾いく度どかすれ違ちがう酔よっ払ぱらいやゴロツキたちはティアレシアを見ても声をかけてはこなかった。奥おくへ進んでいくうちに立ち並ぶ店の雰ふん囲い気きは変わり、酒場の看板が多く集まる通りに出た。

「お兄さん、あたしと遊ばないかぃ？」

　先ほどまではルディのおかげで絡からまれることはなかったのに、今度はルディのせいで客引きの女性を寄せ付けることになってしまった。

「いいねぇ。いつも色気のないお嬢様のお守りだから、少しは俺おれも遊びたいな」

「色気がなくて悪かったわね！　さっさと行くわよ！」

　ティアレシアは口を尖とがらせ、ルディの腕うでを色気たっぷりの女性からもぎ取る。

　無理やりルディを引きはがすが、女性たちはしつこかった。

「行かないでよぉ、色男さん」

「そんな小こ娘むすめじゃなくて、あたしとイイコトしましょうよ」

　その言葉を聞いて、ティアレシアは叫びたい衝しよう動どうを抑おさえる。

（そりゃ、悪あく魔まですからね！）

　悪魔は、人間を誘ゆう惑わくするものだ。

　甘あまい夢を魅みせて地じ獄ごくに堕おとす。

　悪魔になど関わらない方がいいのに、女性たちはまんまとルディの虜とりこになっている。

　まんざらでもなさそうなルディを見て、さらに腹が立つ。

　結局、この悪魔はティアレシアのことを子どもとしか思っていないのだろう。

　なんだかむかついたティアレシアは、ルディの腕を放して一人で酒場へと向かうことにした。

　しかし、今度はその身体からだを後ろからルディに引き止められる。

「お誘さそいは嬉うれしいのですがね、きれいなお姉さま方。色気はなくても、俺はこの娘むすめの魂たましいに惚ほれ込こんでるんだ」

　いつになく甘い声で、ルディが言った。

「なぁ、ティアレシア？」

　ふいに肩かたを後ろから抱だきしめられ、普段は呼ばれない名を囁ささやかれたことに、心臓が跳はねた。

　ルディのしっかりとした腕や鍛きたえられた体を布ごしに感じて、彼かれが異性なのだと嫌いやでも意識させられる。

　そして、いまだに覚えている唇くちびるの感かん触しよくに、頰ほおが熱くなる。

　悪魔のくせにその抱ほう擁ようは宝物に触ふれるようにとても優やさしくて、ティアレシアの心はざわつく。

（私は、復讐のことを考えるだけで精一杯なのに……）

　これ以上、ルディに振り回されたくない。

「勝手にすればいいでしょう」

　本当に勝手にされると困るのだが、ティアレシアはつんと言い放つ。

　しかし、周囲を見るといつの間にか女性たちは去っていた。

「あぁ、いつだって勝手にしてる。俺は俺の勝手でお前の側にいるんだからな」

「そうだったわね」

　ティアレシアの復讐を、暇ひまつぶしのために見守っている物好きな悪魔。

　それが、ルディだった。

　大衆酒場の看板が見え、ティアレシアは店内へと足を踏ふみ入いれる。

　まだ昼間だというのに、店内はほぼ満席だった。

　酒さか瓶びんを片手に、顔を赤くした男たちはティアレシアを見てにやりと笑う。

　どの客も完全に酔っ払っていた。

　酒と煙草たばこの匂においに、ティアレシアは顔をしかめる。想像はしていたが、元女王であり、現在は公こう爵しやく令れい嬢じようであるティアレシアがこういう場所に来る機会などない。

　内心かなりびくついていたが、そんなそぶりをまったく見せずに店内を見回した。

「若いお嬢ちゃんが何でこんなところにいるんだ？」

「べっぴんさんだなぁ。俺と一緒に飲もうや」

　すれ違うテーブルの男たちに声をかけられるが、すべて無視した。

　ティアレシアは一ひと先まず奥のカウンター席に着く。隣となりにはルディが座すわる。

　その向こうにはフードを目ま深ぶかに被かぶった体格のいい男が一人座っており、店内の騒さわぎなど知らん顔で、黙だまって発はつ泡ぽう酒しゆを口にしていた。

「で、注文は？」

　無愛想な男の店員がティアレシアに聞く。

　店に入っての情報収集のことしか考えていなかったために、何を注文するか考えていなかった。慌ててメニューを見るが、当然ながらほとんど酒で、料理もこってりしたものばかりだ。ティアレシアがじっとメニューと睨にらめっこしていると、呆あきれたルディが店員に注文する。

「そこのお兄さんが飲んでいるのと同じものと、ソーダを」

　注文を取った店員はさっさと調理場に行った。

「ちょっと、お酒飲むつもり？」

「ここは酒場だぞ。それに、注文しないとますます怪あやしまれる」

　ルディの言葉で、後ろをちらりと確かく認にんする。

　入口から真まっ直すぐ通り過ぎてきたテーブルの客たちは、まだティアレシアのことを観察していた。

「そうね。あなたの言う通りだわ」

「ここにいる客も、お前が守りたかった国民だろう？　せっかく注目を浴びてるんだから、利用すればいい」

　にやっと笑うルディに、ティアレシアは目を見開いた。

　たしかに、誰だれがどんな会話をするかじっと聞き耳を立てているよりも、直接聞いた方が早いかもしれない。

　ティアレシアは店員を呼び、追加の注文を頼む。

　店員は驚おどろいたような顔をしていたが、すぐに調理場に行き、注文の品をテーブルに運ぶ。

「おいおい、俺は注文してねぇぞ」

　そんな声があちこちから聞こえてきたのを確認して、ティアレシアは振り返る。

「それは、私から皆さんにとお願いしました」

　にっこりと笑うティアレシアに、男たちはぽっかりと口を開けている。

「乾かん杯ぱい、しませんか？」

　その言葉で、客たちはわあっと歓かん声せいをあげた。

「太っ腹なお嬢ちゃんに、乾杯！」

　店内の客たちがグラスをぶつけ合い、豪ごう快かいに飲み干す。

　一様に機き嫌げんのいい顔で笑う男たちに、ティアレシアは頃ころ合あいを見て話しかける。

「実は私、皆さんに聞きたいことがあるのです」

　騒がしかった店内でも、ティアレシアに注目していた客たちはすぐに静かになった。

「どうした？」

「何でも聞いてくれや」

　好意的な答えを聞いて、ティアレシアは口を開く。

「皆さんは、シュリーロッド女王陛下のことをどう思いますか？」

　シュリーロッドの名が出た途と端たん、にこやかだった皆の顔が強張った。

　しん、と静まり返った店内で、ただ一人、ぽつりと言葉をこぼした者がいた。

「まさに〈悪魔の女王〉だ」

　その言葉を吐はいたのは、カウンター席の奥にいたフードの男だった。

　ティアレシアはその真意を聞こうとするが、彼の言葉を皮切りに、他の客たちも口々に不満を言い始めた。

「あれは、本当に〈悪魔の女王〉だ……俺らの生活なんてこれっぽっちも考えちゃいねぇ。それなのに、視察に来られたら〝平和で幸せ〟だと言わなきゃ何をされるか分からねぇ」

「まったくだ。その上、時々貴族連中にこの裏街を巡回させて儲もうけを横取りしていくって話だ。一体俺たちからどれだけ搾さく取しゆするつもりなんだ……」

「この前だって、女王陛下の命めいだとかいって『ルビーの店』の姉ちゃんが一人、城に連れていかれたらしいじゃねぇか」

「あぁ……その前に連れていかれた若い娘も帰ってきてないっていうし、城で何をされているか分かったもんじゃねぇな」

「我わが儘ままな女王陛下に嫌いや気けがさしたセドリック様が女を囲っているとも……」

「たしかに！　あんな女が自分の嫁よめさんなんて、俺は絶対に耐えられないな」

　城下の若い女性が王城に連れていかれている、ということは初耳だった。

　女王夫妻には仮面夫ふう婦ふという噂うわさがある。

　実際に二人のやり取りを見ていても、女王の片思いのように見えた。

　セドリックは、本当に裏街から女性を連れていっているのだろうか。

　ティアレシアが考え込んでいると、話題は処しよ刑けいされたクリスティアンに変わっていた。

「それにしても、エレデルト様を殺したのは本当にクリスティアン様だったのかな？」

「さぁね。どちらにせよ、生きてたら、今のシュリーロッド女王の治世よりも平和だっただろうよ」

　違いねぇ！　と男たちは笑う。

　もう十六年も経たてば、処刑された女王のことも笑い話になってしまうのか。

　クリスティアンのこととなると、どうしても感情的になってしまいそうで、ティアレシアは唇を嚙かみしめる。

　ルディは、注文した発泡酒を満足そうに飲んでいる。

　ティアレシアは今、何を口にしても味を感じられる自信がなかった。

「そういや、クリスティアン女王が犯人ではないと主張していた人もいたっけか」

「あぁ、王立病院のカルロ医師だろう？」

「そうだそうだ！　あの人も気の毒になぁ」

「今、カルロ医師とおっしゃいました？」

　思わずティアレシアはカルロの名を出した男に詰め寄った。

　まさに求めていた情報だ。

「お、おぅ……」

「カルロ医師がどうしたというのですか？」

「お嬢ちゃん、若いし知らないのも無理はないか」

「カルロ医師はクリスティアン女王が国王暗殺の首しゆ謀ぼう者しやではないとずっと訴うつたえ続けていたんだよ……その結果、投獄され、その存在を社会的に抹まつ殺さつされた」

「あの当時、クリスティアン女王を庇かばう発言をした者やクリスティアン女王側の人間の名を口にした者は罰ばつせられた」

「たしか、当時の騎士団長ブラットリー様も同じように投獄されたんだったか……」

「前女王クリスティアン様については、誰も人前で口にしようとしないから、今の若い子たちはクリスティアン様を守ろうとした者がいたことさえ知らないだろうな……って、お嬢ちゃん、大だい丈じよう夫ぶか？」

　ティアレシアの目からは、無意識に涙なみだが流れていた。

　カルロはこの国に必要な医師だ。そして、ブラットリーも真に王国を想おもう騎士だった。

「だ、大丈夫です」

　ティアレシアは涙を拭ぬぐい、笑ってみせる。

「それで、どうして従者を連れたお嬢様がシュリーロッド女王について知りたがる？」

　カウンターの奥に座っていた男が、いつの間にかティアレシアの前に来ていた。

　男の発する空気はピリピリしていて、警けい戒かいされているのだと分かる。

　ティアレシアは使用人の服を着ているのに、どうしてお嬢様だとバレたのか。

「立ち居ふるまいで、分かる人には分かるでしょうね」

　吞のん気きにグラスを傾かたむけながら、ルディが呟つぶやいた。

　つまり、目の前の男は身分の高い者たちの礼れい儀ぎ作法を知っているということだ。

　もしかすると、女王の関係者かもしれない。

　しかし、ティアレシアは動じることなく男を見み据すえた。

「私はただ、本当のことが知りたかっただけですわ」

　挑いどむようなティアレシアの答えを聞いて、男は一いつ瞬しゆんだけ笑みを浮かべた。

　フードのために顔はよく見えないが、その影かげから覗のぞく双そう眸ぼうに不思議と懐なつかしさを感じる。

「……真実を知ろうとしてくれて、ありがとう」

　そう言って、男は被っていたフードを外す。

　見覚えのある茶ちや褐かつ色しよくの短たん髪ぱつ、ティアレシアを映す橙だいだい色いろの瞳ひとみを持つその男を見て、ティアレシアは息を吞んだ。

　行方不明になっているはずの騎士──フランツ・ビレギッシュだ。

（どうして、フランツがここに……？）

　クリスティアンの二歳さい上だったフランツは、十六年経った今、三十四歳になる。

　フランツは顔立ちも整っていて、雰囲気も明るい好青年だったが、大人になった彼の顔には当時の明るさはなく、その瞳も暗く、どこか闇やみの中をさ迷っているようだった。

「あ、あなたは……」

　言葉が続かなかった。

　何から話せばいいのか、考えがまとまらない。

「俺は、今度こそ、真実のために戦うと決めました。あなたのような方がいてくれるなら、頑張れます」

　フランツはそう言い置いて、カウンターに代金を置いて店を出て行った。

　茫ぼう然ぜんとその背を見送ってしまったティアレシアも、慌ててお金を店員に渡わたし、まだ飲んでいたルディを引っ張って、フランツを追うように店を出た。

「クリスティアン女王の騎士、フランツ・ビレギッシュさんですよね？」

　ティアレシアは、フランツの背中に声をかける。

　絶対に、無視できない言葉を選んで。

「……どうして、俺の名前を知っているんだ」

　警戒心を剝むき出しに、フランツが問う。

「あなたを捜さがしていたからです」

「女王の手先か？」

　女王、という言葉に込められた嫌けん悪お感を、ティアレシアは敏びん感かんに感じ取った。

　フランツは、シュリーロッドの味方ではない。そのことに、内心で安あん堵どする。

「いいえ。私は、ティアレシア・バートロム。真実のために戦うというあなたの話を是ぜ非ひ、私に聞かせてほしいの」

「まさか、バートロム公爵家のご令嬢だったとは。そうとは知らず、無礼な口をききました」

　フランツはティアレシアに頭を下げ、謝罪した。

「謝罪よりも、私はあなたの話を聞きたいの。今から屋や敷しきに来てくれないかしら」

「分かりました。俺も、王都に戻ったらバートロム公爵家を訪ねようと思っていたのです」

　頷いたフランツと共に、ティアレシアは屋敷へ向かった。




　バートロム公爵家の応接間。

　白い壁かべに、明るい黄色で統一された調度品が美しく、客人の目を楽しませる。

　美び貌ぼうの従者は優雅な所作で給きゆう仕じを行い、銀色の髪を持つ美しい令嬢が微笑む。当人たちにその気はなくとも、招かれた客人にとっては、絵画の中にでも入り込んでしまったかのように現実味のない空間であった。

　しかし、ティアレシアにどうぞ、と紅茶を勧すすめられてようやく、客人──フランツはハっと我に返ることができた。

「改めて、自己紹しよう介かいするわ。私は、バートロム公爵家のティアレシア」

「フランツ・ビレギッシュと申します」

　茶色から銀色に変わったティアレシアの髪を見ても、フランツは何も言わなかった。

　余計な口出しはしない、その姿勢は昔と変わっていない。

　ティアレシアはにっこりと微笑み、早さつ速そく本題に入った。

「真実のために戦うって、やはりそれは前女王クリスティアン様のこと？」

「はい」

「……クリスティアン様が処刑された十六年前、一体何があったの？」

　問う声は、かすかに震ふるえていた。

　十六年前、クリスティアンが投獄された後、何があったのか。

　ずっと知りたかった──自分が何な故ぜ裏切られ、処刑されたのかを。

　少しだけ、知るのが怖こわかった。それでも、ティアレシアは知らなければならない。

　これから、自分は十六年前の過去と向き合い、復讐を必ず遂とげるのだから。

　どんな過去でも受け入れよう。

　そう覚かく悟ごを決めて、ティアレシアはフランツの言葉を待つ。

「十六年前、クリスティアン様はシュリーロッド様の陰いん謀ぼうにより殺されたのです。俺は、クリスティアン様を救うために公開審しん議ぎで証言するはずでした。しかし当日、セドリック様に引き止められたのです。俺が公開審議に出れば、クリスティアン様やバイロン様に不利な状じよう況きようとなる、と。クリスティアン様のことは自分が必ず助けるから……そう必死に頼み込んできたセドリック様の言葉を、俺は信じてしまった。クリスティアン様の婚こん約やく者しやであるセドリック様が、まさか裏切るとは思わなかったのです。しかし、クリスティアン様とバイロン様は処刑され、証しよう拠こは偽にせ物ものだと訴えたブラットリー騎士団長とカルロ医師は投獄されてしまった……」
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　フランツは、当時を思い出しているのだろう。力強く握にぎられた拳こぶしが、震えている。

　ティアレシアは、ぐっと涙を堪こらえた。

　胸が痛くて、苦しい。クリスティアンの心が、泣き叫さけんでいる。

　十六年前、クリスティアンの味方たちは裏切ったのではなく、シュリーロッドの思おも惑わくに嵌はめられたのだ。

　信じる人すべてに裏切られた──そうクリスティアンに思わせ、絶望を味わわせるために。

（それなら、セドリックは……？）

　クリスティアンの心を傷つけるために、セドリックも利用されたのではないか。

　一瞬、そんな考えがよぎるが、すぐに打ち消した。

　公開審議の場で、フランツの代わりに証言台に立ったセドリックはこう言ったのだ。

『クリスティアンは、ブロッキア王国を治める女王陛下にふさわしくありません』

　罪状については触れず、決定的な証言ではなかった。

　しかし、婚約者であるセドリックがクリスティアンを女王にふさわしくない人間だと言ったことで、多くの者がその罪が真実であると思い込んだ。

　偽物の証拠たちの真実味も増した。

　セドリックに裏切られたという事実は、クリスティアンの記き憶おくに刻まれている。

　それでも、疑問は残る。

「セドリック様は、どうしてクリスティアン様を裏切ったのかしら？　女王夫妻は仮面夫婦だと噂されているし、裏街ではセドリック様が女性たちを囲っているという噂もある……女王陛下を愛しているから裏切ったとは思えないし、女王の夫という立場が欲ほしかっただけなら、クリスティアン様と婚約したままで十分だったはず。セドリック様は、一体何のために陰謀に手を貸したの……？」

　女王を諫いさめていたあの姿が本当のセドリックなのだとすれば、国の平へい穏おんを乱してまで何故クリスティアンを裏切ったのかが分からない。

　彼がシュリーロッドを愛しているようにも、女王にしたいと望んでいたようにも思えないのだ。

　それに、噂が真実だとすれば尚なお更さら、彼の裏切りは理解できない。

「それを、俺も知りたくて。裏切ったことが許せなくて……クリスティアン様に下された刑けいを聞き、俺はすぐにセドリック様を問い詰めようとしました。でも、会えなかった。先手を打たれ、反逆罪の疑いで指名手配されていたのです。いっそ、死んでしまおうと思いました。でも、仲間だった近衛騎士に指名手配されながらも俺が生き伸のびようと思えたのは、悪評が広まってしまったクリスティアン様の〝真実の姿〟を知る者だから……いつか、絶対にその汚お名めいをそそぎたい、俺の中にあるのは、その思いだけでした……」

　フランツもずっと苦しんでいたのだ、主君を救えなかったことに。

「クリスティアン様は、悪女などではありません。俺が忠誠を誓ちかったあの方は、誰よりも優しく、誰よりも純じゆん粋すいで、誰よりも国を愛する人です」

　真っ直ぐに向けられたフランツの言葉に、ティアレシアの胸が詰まる。

　我が慢まんできずにこぼれ落ちた涙は、友を想うクリスティアンの涙だ。

　姉の陰謀を見み抜ぬけず、平和な王国を夢に見た、女王としてのあまりに短い日々。

　そのすべてに、彼の励はげましがあった。

　そして、十六年経った今も、クリスティアンへの忠誠と自責の念がフランツを縛しばり付つけている。

「ティアレシア様？」

「あなたが歩んできた日々を想うと……本当に、苦しくて、辛つらかったでしょう。話してくれて、ありがとう」

　言葉にすると、どんどん涙が溢あふれてきた。

　そんなティアレシアに、ルディがそっとハンカチを差し出す。

（ごめんなさい。こんなにもあなたがクリスティアンを想ってくれていたのに、私は信じることができなかった……）

　今はティアレシアである自分は、胸中でしか彼に謝罪できない。

　シュリーロッドから語られる噓うそを、信じてしまった。

　最さい期ごの瞬しゆん間かんまで、信しん頼らいしていた皆を信じきることができなかった。

　それでも。

（あなただけでも生きて、シュリーロッドの手から逃げ延びてくれて、本当によかった）

　涙をこぼすティアレシアに、フランツはひどく困った顔をしていた。

「お願い。あなたの話を、もっと聞かせてくれない？」

　泣きながらもにっこりと微笑むと、フランツは頷いてくれた。

　そうしてティアレシアは、フランツの言葉に耳を傾ける。

　クリスティアンの死後、彼が何を見て、何を感じて生きてきたのかを。

　フランツは、女王の手から逃のがれるため、しばらく王都を離はなれていたという。

　そして先日、バートロム公爵家の令嬢が女王の侍女になったことを知り、今度は公爵家が狙ねらわれていると考え、王都へ戻る決意をした。

　酒場へ行っていたのは、現在の王都の状況を知るためだったのだと言う。

「……でも、どうしてうちだったの？　他にも、女王陛下に目をつけられている家はありそうなのに」

「現在、王位継けい承しよう権けんを持つ王族はジェームス様ただ一人です。ジェームス様は、ブロッキア王国に必要なお方だ。それに、昔よくお世話になりましたから……クリスティアン様を守ることができなかった俺にも、何か力になれることがあればと思ったのです」

「そう。でも、指名手配されているあなたの力を借りることは、反逆罪を問われかねないことよ。それぐらい、王族に仕えていたあなたなら分かるでしょう？」

　バートロム公爵家に危険が及およぶことは避さけたい。

　フランツの存在が火種となり、女王に先手を打たれては困るのだ。

　ティアレシアは頭を切きり替かえて、厳しい言葉を口にした。

「もしそういう動きがあれば、すぐに俺を女王陛下へ突つき出だしてください。バートロム公爵家の方々は、俺に騙だまされただけだということに。俺が勝手に守りたいと思っているだけですから、いざとなったら切り捨ててください。もう二度と、何もしないまま大切なものを失いたくないんです」

　フランツは痛みを堪えたような、ぎこちない笑みを浮かべた。

　何もできなかった自分が情けなくて、悔くやしくて。

　今度こそ、選せん択たくを間ま違ちがえずに、大切なものを守りたい──その思いは、ティアレシアも同じだ。

「分かったわ。それなら、公爵家ではなく、私に力を貸して。私も、あなたと同じようなことを考えているから」

　よろしくね、とティアレシアは笑え顔がおで手を差し出す。

　その手を信じられないような目で見つめてから、慌ててフランツはティアレシアの手に触れた。

　昔とは違う、大きくてゴツゴツした手。

　ティアレシアはかつての友フランツと十六年越しの握あく手しゆを交かわした。

「こちらこそ、俺で役に立てることがあれば何でも言ってください」

「じゃあ、早速なのだけれど……」

　フランツのおかげで、ティアレシアは十六年前の真実に近づけた。

　しかし、この証言だけではシュリーロッドに潰つぶされるだけだ。十六年前のように。

　確実にシュリーロッドを追い詰める証拠を摑つかむために、ティアレシアはフランツにとあるお願いをした。





[image: ]






「これは……」

　ティアレシアは深刻な顔で、目の前のテーブルをじっと睨む。

　テーブルには、クッキーやスコーン、パウンドケーキ、マフィンなどの焼き菓子が並べられていた。

　甘い香かおりで誘惑してくる菓子を前に、ティアレシアは盛せい大だいな溜ため息いきをついた。

　茶会で使用する備品の確保と会場の確認はすでに終しゆう了りようした。

　問題は、茶会のメインである紅茶とお菓子だ。

　王宮の菓子職人は女王に手を回されており、茶会の責任者として、ティアレシアがメニューも考えなければならなくなった。

　そうして、ルディとともに茶会で出す菓子を考案中なのだが。

「もう、こんなに作らなくてもいいじゃないの！」

　若じやつ干かん涙目で、ティアレシアはルディに訴える。年頃の乙おと女めに、夜食に甘い菓子をたっぷり与あたえようとしないでほしい。

「ちゃんと試食してくれよ。お前のために作ったんだからな」

　そう言いながら、ルディが紅茶を淹いれ、アールグレイの上品な香りがふわりと漂ただよった。

　実際に自分で食べていなければ、女王に何か聞かれた時に答えられないし、食べてもいない菓子を出したのか、と責められかねない。

　そう思って、茶会に出す菓子は自ら試食すると決めたのはティアレシアだ。

　覚悟を決めて、ティアレシアはテーブルの菓子に手を伸ばす。

　まずは、オレンジパウンドケーキを一口。

「ん、おいしいっ！」

　思わず、頰が緩ゆるむ。

　バター風味の生き地じはしっとりとした食感で、嚙めばオレンジピールの甘さが口の中に広がった。次に、チョコチップ入りのスコーン。外はサクサク、中はしっとりの生地に、甘いチョコレートが嬉しいアクセントになっている。

「喜んでもらえて何よりだ」

　菓子を食べるティアレシアを見て、ルディが満足そうに微笑んだ。

（今日も、完食してしまったわ……）

　これが、悪魔の誘惑だろうか。なんだか餌え付づけされている感覚になる。

　どれも一口だけでは止まらない美お味いしさで、ついつい食べすぎてしまうのだ。

　茶会の菓子はこれくらい用意すれば十分だろう。

　紅茶を飲んで、ティアレシアは一息つく。

「それで、これからどうするつもりだ？」

　ルディが口元に笑みを浮かべて問う。

　茶会のことを聞いているのではないとすぐに分かった。

「……そうね、どうしようかしら」

「何を考えている？」

「セドリックのことよ」

　ただ一人、十六年前も今も、何のために、誰のために動いているのか分からない男。

「もし、シュリーロッドがクリスティアンを絶望させるために、セドリックを利用しようとしたなら、公開審議でのあの言葉も、無理やり言わされたのかもしれない。確実に裏切るなら、クリスティアンが黒幕だと、証言すれば良かったのよ。でも、セドリックはそうは言わなかった……」

　女王にふさわしくない──その言葉は、証拠にも事件にも触れないものだった。

　周囲が勝手に勘かん違ちがいしただけだ。

「それに、セドリックのおかげで、フランツは女王の手から逃げ延びることができたのかもしれない……」

　今思えば、公開審議でフランツがクリスティアンを庇う証言をしても、意味がなかったのではないだろうか。

　有罪は証拠をでっちあげることができるが、無罪を証明するのは難しい。証言だけでは退けられ、ブラットリーやカルロと同様に、フランツも投獄されていただろう。

　そういう意味では、フランツはセドリックに助けられている。

「婚約者クリステイアンを死に追いやった男を信じると？」

　ガシャン、とティーセットが音を立てる。

　いつも音を立てずに給仕を行うルディにしては珍めずらしかった。

「信じるとは言っていないわ。シュリーロッドと結婚した以上、クリスティアンを裏切った事実は変わらないもの」

　しかし、セドリックにまつわる話を聞くほどに彼が分からなくなる。

「それで？」

　その問いにはどこか棘とげがあった。

「セドリックに近づいてみようと思うの」

「へぇ、キスひとつで顔を真っ赤にさせて狼狽うろたえるお前が？」

　ルディが黒い笑みを浮かべて言う。

　その言葉に、ティアレシアはむっとした。

「別に、誘惑する訳じゃないわよ！　……セドリックの真意が分からないまま、復讐は進められないわ」

　ずっと、クリスティアンを信じてくれた者たちを裏切り者だと思い込んでいた。

　だが、クリスティアンが見てきたものすべてが、真実ではないのだ。

　だから、セドリックのことも、ティアレシアの目で見て判断したい。

　また、真実を見誤らないように。

「せいぜいあの胡う散さん臭くさい男に騙されないようにすることだ」

「当たり前でしょう」

　ティアレシアはにっこりと自信満々に頷いた。




　そうして迎むかえた、女王主催の茶会当日。

　会場となる応接間は、ルディとともに完かん璧ぺきに整えた。

　当日しか会場のセッティングを許されなかったにしては、上出来だろう。

　茶会開始二時間前、支し度たくを終えた女王が会場の様子を見に来た。

　いつでも、女王の姿は自信と傲ごう慢まんに満ち溢れている。赤地に繊せん細さいな薔薇の刺し繡しゆうが入ったドレスに黒いレースの手袋をはめ、胸元には大おお粒つぶのルビーが輝く。

　今回の茶会のテーマは『薔薇』だ。

　薔薇は薔薇でも、シュリーロッドの場合は、棘だらけの血に濡ぬれた薔薇だろう。

　その深しん紅くは、血の色。

　その棘は多くの人を傷つけ、流れた血の涙を養分に美しく咲さいている。

　ティアレシアは吐き気を覚えるが、今ここで弱みを見せる訳にはいかない。

　笑顔を張り付けて、女王に頭を下げる。

「準備はできているかしら？」

「はい。いつでもお客様をお迎えできます」

「それは心強いわ。どうしてもお茶会に参加したいっていう方がいてね、急だけれど、その方々の席も用意して頂戴」

　女王の侍女から受け取った追加リストには、十名の名前が並んでいた。

　もうそろそろ招待客が来る時間だというのに、今すぐ十人分のテーブルと椅い子す、茶菓子を準備しなければならない。

「それじゃあ、よろしく頼むわね」

　勝かち誇ほこったような女王の笑みに怒いかりを覚えながらも、ティアレシアはその背を笑顔で見送った。

（開始直前にとんだ爆ばく弾だんを落としてくれたものね）

　ルディと急遽打ち合わせを行い、慌ただしく準備を終えたのは、茶会開始三十分前。

　招待客がぞくぞくと王城へやってくる時間だ。

　招待客の出迎えのため、ティアレシアは宮きゆう殿でん入口に待機していた。招待客を乗せた馬車の到着を待ち、会場の応接間まで案内する手て筈はずとなっている。

「ゼイレン伯はく爵しやく、ようこそお越しくださいました。会場までご案内させていただきます」

　十人ほどの案内が終わった頃、到着したのは、クリスティアンを陥れたことにより女王に取り立てられ、権力を得た男──経理大臣コルソン・ゼイレン。四十八歳。民から多く税金を巻き上げ、その血税を懐ふところに入れているという噂がある。

　私利に貪どん欲よくなこの男は、でっぷりとした腹をさすりながら、品定めするような目でティアレシアを見た。

「ほぅ、君がバートロム公爵家のご令嬢か。しっかりと女王陛下にお仕えしているんだろうね？」

「はい。精一杯務めさせていただいております。本日の茶会も、様々な茶菓子をご用意しておりますので、どうぞごゆっくりお楽しみくださいませ」

　体型から分かるが、ゼイレン伯爵は甘いお菓子が大好きだ。茶菓子、という言葉に目を輝かせていた。

　次に到着したのは、シュリーロッドの祖父──外務大臣ボーン・エイザック。六十九歳。シュリーロッド以外には気難しいこの男は、ティアレシアの姿を見るなり嫌悪感を露あらわにした。

「さっさと会場まで案内しろ」

　応接間にたどり着くまで、銀色の髪は不気味だの、社交界デビューしたての小娘が調子に乗るなだの、チクチクと細かい嫌いや味みを言われ続けた。それらをすべて笑顔で流し、ティアレシアはまた次の招待客の出迎えに行く。

「ほう。女王生誕祭の時は近くで見ることは叶かなわなかったが、見事な銀色だな。女王陛下が欲しがるのも分かるというもの」

　ティアレシアを見て、開口一番そう言って含ふくみのある笑みを浮かべたのは、内務大臣カエリム・アルゼン。五十歳。不正や詐さ欺ぎまがいの手口で権力を得、十六年前の公開審議の時も裏で手を回していた可能性が高いのがこの男だ。そうでなければ、シュリーロッドが即そく位いしていきなり大臣職を得ることはできないだろう。

「お褒ほめいただき、ありがとうございます。会場はこちらですわ」

　これで、〈悪魔の女王〉を支える側近三名が到着した。

　開始数分前になると、女王シュリーロッドと夫セドリックが連れ立って現れた。

「皆様、本日はお集まりいただきありがとうございます。皆様と楽しく、交流を深めたいと思ってお茶会を開くことにいたしましたの。今日は、楽しみましょうね」

　そうして、午後四時。主催者である女王の挨拶で、茶会は始まった。

　招待客が増えたことにより、ルディの提案で急遽ブッフェスタイルに切り替えた。同じ形の椅子やテーブルを用意することができなかったため、王城で使われていない部屋から雰囲気に合うソファや椅子などを持ち込んだのだ。客人は各おの々おので好きな席に移動ができ、茶菓子をとって空いている椅子で談だん笑しようする。

　そして、目でも楽しめるよう茶菓子の盛り付けにも工く夫ふうを凝こらした。

　テーブルには、一口サイズの可愛かわいらしいデコレーションケーキ、オレンジパウンドケーキ、ガトーショコラなどの焼き菓子、ジェロンブルク産のフルーツを使ったゼリー、苺いちごや林りん檎ごが薔薇の形に盛り付けられ、カラフルなマカロンやクッキーなどが並ぶ。

　さらに、ルディお手製の飴あめ細ざい工くの薔薇が咲き誇り、華はなやかさを演出する。

　また、甘いものが苦手な人のために、サンドイッチなどの軽食も用意している。

（反応は上々ね）

　豪ごう華かなテーブルに、招待客の目は興きよう味み津しん々しんだ。甘い地獄を味わった甲か斐いがあったというもの。

　女王が席を立ったのに続いて、皆がお菓子を選ぶためにぞろぞろと動き始める。

　そして、テーマにちなんだローズティーをティアレシアが淹れる。大きく薔薇模様が入ったカップに紅茶を注ぐと、室内にはほのかな薔薇の香りが漂った。周囲に咲き誇る薔薇を模した茶菓子や飾りつけは、この季節には味わえない薔薇園を思わせた。

　ティアレシアはそつなく給仕をこなしながら、会場全体に気を配る。

　あちこちで、集まった者たちが菓子を食べ、紅茶を飲みながら談笑している。

　今のところ、不ふ審しんな動きはない。茶会の招待客の半数は女王の腹黒い意図を感じ取っているだろうが、同どう伴はん者しやたちはそんな思惑とは別に純粋に茶会を楽しんでいる。

「ねぇ、ティアレシア。僕ぼくに紅茶のおかわりをくれないかな？」

　空になったカップを持って、ティアレシアの前に現れたのは華やかな装いのセドリックだ。エメラルドの瞳に合わせたグリーンのベストには、茶会のテーマである薔薇模様の刺繡があった。

「このフルーツティー、すごく美味しいね」

「ありがとうございます。ジェロンブルク産のフルーツを使用していますの」

　ルディがブレンドした紅茶に、ジェロンブルク産の新しん鮮せんな林檎やオレンジなどをカットしてポットに入れたフルーツティー。紅茶には、果肉の味がよく染しみ出でている。

「準備、大変だっただろう？　よく頑張ったね」

「いえ、私一人の力ではありませんから」

　ルディの助けがなければ、開かい催さいすら危あやうかった。

　心配そうにセドリックに顔を覗かれ、ティアレシアは思わず顔を背そむける。

「シュリーがまた無理を言ったんだろう？　あれから、嫌な思いをしたりしてない？」

「大丈夫です。女王陛下はとてもよくしてくださっていますわ」

「それならいいけど。もし何かあったら、僕に相談して。君の力になりたいんだ」

　あの頃と変わらない、クリスティアンが知る優しい王子様が目の前にいた。

　けれど、それは幻まぼろしなのだと、痛む心は教えてくれる。

「どうぞ、セドリック様。女王陛下がお待ちですわよ」

　新たに淹れた紅茶をセドリックの前に出し、ティアレシアは背後に見えるシュリーロッドを視線で示す。

　そんなティアレシアに苦く笑しようを浮かべ、セドリックは女王のもとへ戻っていった。

　茶会は何事もなく、表面上は和なごやかに進んでいる。

「ティアレシア、わたくしのお菓子をとってきて頂戴」

「かしこまりました」

　シュリーロッドに呼ばれ、ティアレシアは菓子を皿に盛り付け、女王のテーブルへと運ぶ。

「いいなぁ。僕もティアレシアにお菓子を選んでもらおうかな」

　嫉しつ妬と深ぶかい女王の隣で、セドリックが笑う。冗じよう談だんでもやめてほしい。

　シュリーロッドに笑顔で睨まれたので、ティアレシアは一礼して側を離れた。

　しかし、女王夫妻の会話は聞こえてくる。

「セドリック、あなたのお菓子ならわたくしが用意するわ」

「本当に？　それは嬉しいな」

「だからもう、わたくしの侍女には関わらないで。あの子は初う心ぶだから、優しくすると勘違いしてしまうわ」

　シュリーロッドの牽制に、セドリックは曖あい昧まいに頷いた。

　そうして、一いつ旦たんは落ち着いたかに思えた時、急にシュリーロッドの顔色が変わった。

「きゃあっ！　わたくしの、わたくしの皿におぞましい虫がいるわっ！」

　突とつ然ぜん叫び、女王は隣にいる夫セドリックにすがりついた。

　皿の上には豆まめ粒つぶ大の黒い虫が転がっていた。

「女王陛下っ!?　一体、何が起きたのだっ！」

　女王の悲鳴を聞き、祖父のエイザックが大声をあげて席を立つ。

「もしかして、あれは毒虫ではないのか？」

　アルゼン侯こう爵しやくは冷静に、口を開く。

「それが本当だとしたら、女王暗殺未み遂すいではっ!?」

　そして、ゼイレン伯爵の言葉をきっかけに、皆が叫び始めたので、会場内は大騒ぎとなる。

（打ち合わせでもしてきたかのようにうまい連れん携けいね……）

　ティアレシアは内心で、女王の側近三名を睨みつける。

　この三人が、クリスティアンを公開審議で追い詰めたのだ。

　あの時ほどではないにせよ、状況は似ているとティアレシアは感じていた。

　次に呼ばれるのは、首謀者とされる自分だろう。

　予想通り、シュリーロッドはティアレシアを皆の前に呼びつけた。

「ティアレシア、お前わたくしの皿に毒虫を入れたわね？」

「いいえ。神に誓って、私ではありませんわ」

　女王の詰きつ問もんに、ティアレシアは冷静に答える。感情的になれば負けだ。

　左手首をぐっと握り、心を落ち着ける。

「それに、毒殺するなら菓子に毒を混ぜればいいことです。毒虫などという不確かな手段をとるでしょうか。そもそも、自分が準備を任されている茶会でそんな愚おろかな行いはいたしません。私は、女王陛下の忠実な臣下ですわ」

　自らは潔白であると、ティアレシアは自信をもって微笑む。

「黙りなさい！　近衛、早くその娘を捕らえて頂戴！」

　ティアレシアの態度に怒りを燃やし、女王が近衛騎士に命じた。

　戸と惑まどいながらも、近衛騎士はティアレシアを捕ほ縛ばくするために動く。

「失礼、お嬢様に触れないでいただけますか」

　ルディがティアレシアを庇うようにすっと割り込んできた。

　それだけで、何故か近衛騎士の動きは止まる。

　華やかなこの場所で、ルディの漆しつ黒こくはよく映はえた。それだけでも目立つのに、人外の美しさを持つ悪魔は、普段は抑えている妖あやしい色気や魅み力りよくをここぞとばかりに垂れ流している。

　そのおかげで、こんな状況にもかかわらず、ルディに見み惚とれる貴婦人たちの甘い溜息が聞こえてきた。

　シュリーロッドも一瞬ルディに見惚れていたほどだが、すぐに邪じや魔まされたことに気づく。

「お前は？」

「私は、ティアレシアお嬢様にお仕えする従者でございます」

「ふふ、バートロム公爵家の者は皆、女王であるわたくしの命令が聞けないのかしら。バートロム公爵家に反逆の意志あり、ね。よく分かったわ。近衛、この二人を捕らえなさい。もちろん、当主である公爵もね」
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　シュリーロッドは勝ち誇った笑みを浮かべる。

　これで、邪魔なバートロム公爵家を潰せる、と。

（ここでバートロム公爵家が責を問われるのはまずいわね……）

　しかし、当事者であるティアレシアがいくら弁解したところで、女王に言い逃れだと責められるだろう。

「お嬢様は女王陛下のために、たった一人ですべての準備をこなし、皆様に楽しんでいただけるようにと様々な工夫をされていました。無事に皆様をお迎えできたことを誰よりも喜んでいるのはお嬢様です。女王陛下のことを想うお嬢様が、この茶会で毒虫を盛るなど、天地がひっくり返ってもあり得ません」

　ルディが、ティアレシアがこの茶会を一人で準備したことを強調する。

　それにより、ティアレシアには同情の目が向けられ、無茶な命令をした女王には口に出さずとも非難の視線が注がれた。

　しかし、〈悪魔の女王〉相手ではそれだけでは足りない。

　ルディはさらに追い打ちをかける。

「それに、皆さんにはこちらが毒虫に見えますか？」

　ルディはシュリーロッドの皿に転がっている黒い虫をつまみ、会場にいる者に掲かかげてみせた。

　ルディがつまんだそれは、虫ではなくなっていた。

　しかし、女王が虫だと言えば、それは何であろうと虫なのだ。いくら女王の間違いを認にん識しきしたとしても、保身のため誰もルディの問いに答えない。

　そんな重い空気の中、セドリックの笑い声が静せい寂じやくを破った。

「あはは、本当だ。これは虫なんかじゃなくて、チョコチップだね」

　ルディの手の中にある黒い物体をまじまじと見つめ、セドリックが笑顔で言いきった。

「シュリーったら、チョコチップを虫だと勘違いしたんだね。毒虫と間違えるなんて、おっちょこちょいだなぁ」

　おそらく、シュリーロッドは本物の虫を用意していたはずだ。しかし、それはもうルディの魔法でチョコチップに変わっている。セドリックが肯こう定ていしたことで、女王の暗殺未遂事件という緊きん迫ぱくした空気は霧む散さんした。

「ティアレシア、シュリーの勘違いで迷めい惑わくをかけたね。君が準備してくれたこの茶会はとても素す敵てきだったよ、ありがとう」

　セドリックの言葉で、事態は収束へと向かっていく。

「……いえ、こちらこそ、ありがとうございます」

　ティアレシアは一礼し、ルディとともにその場から下がる。

「大丈夫だよ。そんなに怯えなくても、誰もシュリーを暗殺なんてしないよ」

　明らかに、シュリーロッドは怯えているのではなく、怒りに顔を赤くしているのだが、セドリックは優しく声をかける。

「そ、そうね……わたくしの勘違いだったようね」

　プルプルと、女王の体は怒りと羞しゆう恥ちに震えていた。

「本日の茶会はこれでお開きよ！」

　女王が閉会を告げ、女王主催の茶会は終了した。

　その場から逃げるように、シュリーロッドは侍女とともに去っていく。

（……どうして、セドリックは私を助けたの？）

　あのまま、シュリーロッドを立てる方法もあったはずだ。

　今のこの王国で、女王の言葉は絶対なのだから。

　セドリックなら、女王のためにうまく立ち回ることができただろう。

　女王生誕祭の時に、妻に甘い夫を演じたように。

　しかし、彼は女王の機嫌をとるのではなく、ティアレシアを庇うことを選んだ。

　力になりたい、という言葉を実証するように。

　彼の真意が摑めず、無事に茶会を終えることができたのに、ティアレシアは素直に喜ぶことができなかった。




　そんなティアレシアを、セドリックが優しい眼まな差ざしで見つめていた。
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　その日は、ひどく静かで、月も隠かくれてしまうような暗い夜だった。

「お母様、今年ようやく私とセドリックの結けつ婚こん式しきが行われるの」

　クリスティアンは、しゃがみ込んで母の名が刻まれた墓石に話しかける。

　母は、クリスティアンが十四歳の時に病気で亡なくなった。悲しかったけれど、母はずっと見守ってくれていると信じている。

　クリスティアンとセドリックの婚約は随ずい分ぶん前に決まっていたが、正式に発表したのはごく最近だ。

　それは、クリスティアンの年ねん齢れいを考こう慮りよしてのことだった。

　今年、クリスティアンは十六歳になる。

　左手には、初対面の時にセドリックからもらったエメラルドの腕輪。

　あの日からずっと、肌身離さずつけている。不安な時、セドリックが側にいて支えてくれるような気がして、気が付けば無意識に触れていた。

「セドリックはね、初めて会った時からいつも優しくて、頼たよりになる素敵な王子様なの。政略結婚になるのだろうけれど、とても幸せよ。私はセドリックを愛しているし、彼も私を愛しているって。だから、安心してね、お母様」

　クリスティアンが微笑むと、冷たかった風が少しだけあたたかくなったような気がした。

　母を近くに感じて、胸がじんとする。

「クリスティアン様、もうそろそろ戻らねば皆が心配するやもしれません」

　後ろに控ひかえていたフランツが遠えん慮りよがちに言った。その言葉に、クリスティアンは頷いて立ち上がる。

　これまで、よくお忍びで母の墓参りに来ていた。

　しかし最近は、公務や結婚式の準備やらで忙いそがしくしていたため、あまり立ち寄ることができなかった。

「いつも付き合ってくれてありがとう、フランツ」

　フランツがいなければ、王女であるクリスティアンが宮殿を抜け出して墓参りなどできない。日頃の感謝の意味も込めて、礼を言う。

「いえ、俺はクリスティアン様の笑顔が見られればそれで」

　フランツはそう言って優しく笑った。




　王城に戻ると、いつもは静かな城の中が騒がしかった。

　聞こえてくる騎士たちの声には、尋じん常じようではない響ひびきがある。

「何かあったのかしら……」

　クリスティアンは、フランツと共に急いで自室のある〈紫黄水晶アメトリンの宮〉に戻る。

〈紫黄水晶の宮〉にも多くの騎士たちが集まっており、城内で働く使用人たちまでもが広間に不安そうな面おも持もちで集まっていた。

「一体何の騒ぎですか？」

　クリスティアンは広間に気難しい顔をした側近のバイロンを見つけ、声をかける。

　いつも整えられている赤茶色の髪は、余よ程ほど焦あせっていたのか乱れており、クリスティアンを捉とらえた栗くり色いろの瞳は悲しみに沈しずんでいた。

「クリスティアン様、夜分にお騒がせして申し訳ありません。落ち着いて聞いてください」

　そう言い置いてから、バイロンは息を整えて口を開いた。

「国王エレデルト様が、何者かによって暗殺されました」

　その一言で、広間に集められた人々が息を吞むのが分かった。

　しかし、クリスティアンはバイロンの言葉を音としてしか拾えず、その意味を理解することができなかった。

「クリスティアン様！　お気をしっかり持ってください！　エレデルト様亡き今、王となるのはクリスティアン様なのですよ！」

　フランツの力強い言葉ではっと我に返る。ここで自分が悲しみに暮れる訳にはいかない。

「バイロン、あなた今暗殺だと言ったわよね？　どうしてそう言いきれるの？」

　感情は胸の奥底に押おし込こめた。努めて冷静に問う。

「それは、紅茶に毒が盛られた可能性があると騎士たちに聞いたからです。カルロ医師を今呼びに行かせているようですが、亡くなりようからして毒殺に間違いないと……毒についてはまだ詳くわしいことは分かっていません」

「そう。王城内でのことなら、外部の者が国王に近づくのは難しいでしょうね。王城内に犯人がいる可能性が高いわ……もちろんもう出入口は封ふう鎖さしているのよね？」

　ちらり、とクリスティアンは殺気立っている騎士たちを見た。

　王城内の人間に暗殺者が紛まぎれている、と考えるのが妥だ当とうだろう。王城グリンベルは、外部から侵しん入にゆうしにくい造りになっている。下調べをしっかりしていたとしても、外部の人間が国王の私室まで入り込むのは不可能だ。

「えぇ、ブラットリー団長が指揮をとって騎士を動かしています」

　近衛騎士の迅じん速そくな対応に、さすがブラットリーだとクリスティアンは内心で感心する。

「分かったわ。お姉様は、もう知っているの？」

　ふと、姉のことを思い出す。

　クリスティアンのことを良く思っていない姉だが、父を失った悲しみは同じだろう。こういう時には助け合いたい。

「えぇ、知らせはシュリーロッド様のところにも行っているはずです」

「では、私はまずお姉様のところへ行きます」

　父の死はまだ信じられないが、暗殺者はきっとブラットリーたちが見つけてくれる。

　ならば、クリスティアンにできることは、姉と共に父亡き後もブロッキア王国の平和を守り抜くことだ。

　クリスティアンはフランツを伴ともない、シュリーロッドの宮殿を訪おとずれた。

　美しいものが好きな姉のために、この宮殿には細かく繊細な彫刻があちこちに施ほどこされ、乳白色の壁は鏡のように丁てい寧ねいに磨みがき上あげられている。

「こんな時に、何をしに来たの？」

　取り次ぎを頼んだ騎士と共に現れた姉シュリーロッドは、呆れたように口を開いた。その顔に動どう揺ようや悲しみが見られず、クリスティアンは戸惑った。

「こんな時だからでしょう？　お父様亡き今、どうするか考えなければ……」

「ふふ、あなたは次期女王としてやることがたくさんあるのでしょうけれど、わたくしは何もないのよ？　お父様が亡くなったその日に、まさか嫌味を言いに来たの？　帰って！」

　シュリーロッドは騎士にクリスティアンを追い返すよう告げると、すぐに部屋に戻ってしまった。

　姉と自分は同じではないのだ。クリスティアンの気持ちは姉には通じないし、姉の気持ちはクリスティアンには理解できない。

　どうして、シュリーロッドがここまで頑かたくなに自分を拒きよ絶ぜつするのか。この時のクリスティアンには知ろうとする余よ裕ゆうも、姉に歩み寄る勇気もなかった。




　レミーア暦れき九九九年二月十六日、国王エレデルトが毒殺された。そして、その犯人を特定できないままに時が過ぎ、国民に正式に国王の崩ほう御ぎよが伝えられたのは三月初めのことだった。

　そして、混乱する国内を治めるために、三月十四日、クリスティアンの即位が決定した。
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「お前がチョコチップクッキーなんて出すから、わたくしがセドリックに笑われるようなことになったのよ……っ！　わたくしの茶会なのだから、茶ちや菓が子しのリストをわたくしに提出して許可を得なければならないということも分からないの？」

　ティアレシアは、朝から不ふ機き嫌げんなシュリーロッドと対たい峙じすることになった。不機嫌の原因は、もちろん昨日の茶会だ。

「しかしながら。女王陛下直々に、お茶会についてはすべて私にお任せいただいたと記き憶おくしております。もちろん、茶菓子についても」

　ティアレシアは、女王のサイン入りの命令書を出し、自分は言われた通りにしただけだと微笑ほほえむ。

「な、なんて生意気な娘むすめなの！」

「女王陛下に言われた通り、茶会を仕切り、大成功だったではありませんか。あの騒さわぎさえなければ、ですけれど。それでも、招待客の皆みな様さまにはご満足いただけたと思いますが、何か問題がございましたでしょうか」

　茶菓子についても、味もさることながら、目を楽しませる工夫が素晴らしかったと多くの客から絶賛されている。

　それに、女王の茶会を利用して、ジェロンブルクの特産品を売り込むことにも成功した。

（少しは私も、公爵令れい嬢じようとして役に立てたわよね）

　ジェームスは、慈じ善ぜん事業に力を入れている。女王の無茶な政策で生まれた生活困こん窮きゆう者しやを少しでも救おうと奮ふん闘とうしているのだ。孤こ児じ院いんや教会、病院など多くの場面で対策が必要で、お金はいくらあってもいい。

　だから、ティアレシアもバートロム公爵家の令嬢として、元女王として、少しでも力になれたらと思うのだ。

「……お前の顔を見ているだけで気分が悪いわ。今日はもう帰って頂ちよう戴だい！」

　顔を真っ赤にして、ティアレシアを睨にらみつける。どれだけ怒鳴りつけても冷静なティアレシアに、シュリーロッドの怒いかりはピークに達したらしかった。




　早々に退勤を言い渡され、ティアレシアは王城内を散策することにした。

　自然と足が向いたのは、クリスティアンが過ごしていた〈紫黄水晶アメトリンの宮〉。

　この宮きゆう殿でんでの思い出は、とても優やさしく、穏おだやかなものだ。

　誰だれかが今も手入れをしてくれているだろうか。

　宮殿の前庭には、クリスティアンが知る頃ころと変わらず、赤や黄色、ピンクや白などの様々な色の花が咲さき誇ほこっている。

　少し奥おくへ進むと、チッチッ──という可愛かわいらしい鳴き声が聞こえてきた。

　その声をたどると、乳白色の文鳥が近くの木にとまっていた。

「こんにちは」

　小首を傾かしげる可愛らしい仕草に癒いやされて、思わずティアレシアは声をかけていた。

　すると、文鳥はふわりと羽を広げ、ティアレシアのもとへ降りてきた。

　手を出すと、素す直なおにちょこんと乗ってくれる。

「……もしかして、ミルキー？」

　掌てのひらに乗る文鳥をまじまじと見て、ティアレシアは驚おどろきが隠かくせない。

　右の羽に、薄うす灰色でハート型の模様があったのだ。

　それは、クリスティアンが怪け我がを治ち療りようし、保護していた文鳥と同じ。

　まるで言葉が分かっているかのように、文鳥はチュンと頷うなずいた。

「そう、元気でいてくれたのね」

　クリスティアンが拾った時から、十数年は経たっている。

　文鳥の寿じゆ命みようは個体差があるにしても、十五年ほどだろう。

　長生きしてくれていた──ティアレシアが来るのを待っていたかのように。

「ミルキー、ありがとう」

　しかし、可愛いミルキーとの再会を喜ぶ時間は、ふいに断たれた。

「あぁ、いたいた。どこに飛んでいったのかと思ったよ」

　その声に振ふり返かえると、セドリックが小走りで向かってきた。

「その子、可愛いでしょう？」

　愛おしそうにミルキーを見つめるセドリックを前に、ティアレシアは複雑な気分で頷いた。

「でも珍めずらしいなぁ。ミルキーが人に懐なつくなんて。この子は昔人間に悪いた戯ずらされて怪我をしたことがあってね。世話をしている僕ぼくにも懐いてくれないんだよ」

　ミルキーは気づいているのだ。ティアレシアがクリスティアンであると。

　だから、昔と同じように心を許してくれた。

　クリスティアンとセドリックが助け、見守っていた文鳥だ。

　ミルキーは、何な故ぜかクリスティアンにしか懐かなかったが。

（あなたはクリスティアンを裏切ったのに……？）

　今もミルキーが元気なのは、セドリックの世話のおかげなのだろう。

「この子の名前の由来、分かる？」

　ティアレシアの心中などおかまいなしに、セドリックは楽しそうに問う。

「いいえ、分かりませんわ」

　噓うそだ。本当は知っている。名付けたのは、クリスティアンなのだから。

（初めて見た瞬しゆん間かん、乳ミル白キー水クオ晶ーツと同じ色だと思ったのよ）

　ミルキークォーツ──永遠の愛を象しよう徴ちようする石に、とてもよく似たきれいな羽の色を持っていたから。

　それに、羽の模様はハート形。

　セドリックとの婚こん約やく期間に出会ったということもあり、クリスティアンには自分たちの愛を祝福してくれる幸せの鳥に思えたのだ。

「そうだよね……さっき、この子をミルキーって呼んでいた気がしたから、てっきり知っているのかも、と期待してしまった。僕の、勘かん違ちがいかな？」

　ミルキーの名を呼んでいるところを見られていたのだ。

　内心焦あせるが、ティアレシアがクリスティアンであるなどと、誰が思うだろうか。

「ミルクのようなきれいな羽の色でしたから、思わずそう呼んでいました。もしかして、当たっていますか？」

「いいや、残念。ミルキーの名前は、ミルキークォーツからとったんだ。素す敵てきだろう？　クリスティアンが名付けたんだよ」

　セドリックは、いつもクリスティアンに向けていた優しい笑え顔がおを浮うかべていた。

　まるで、愛する人を思い浮かべるように。

「……セドリック様は、悪女と謳うたわれるクリスティアン様のことをお嫌きらいではないのですか？」

　この問いを口にするためには、すべての感情を押おし殺ころす必要があった。

　そうしないと、冷静ではいられない。

　クリスティアンが誰よりも味方でいてほしかった、愛いとしい婚約者。

　クリスティアンを裏切ったのか、否か。

　彼かれは今、クリスティアンをどう思っているのだろう。

「嫌いな訳ない。僕は、クリスティアンを心から愛していたし、今も愛している」

　先ほどまでの柔やわらかな笑えみを消して、真しん剣けんな眼まな差ざしでセドリックは答えた。

　その答えは予想とはまったく違うもので、戸と惑まどったのはティアレシアの方だ。

　頭と感情の整理がつかない。

　混乱して、思わず反射的に言い返していた。

「愛していたならどうして、セドリック様はシュリーロッド女王陛下の夫となっているのですか！」

「そんなの、クリスティアンが愛したこの王国を守るために決まっているだろう？　まぁシュリーのこともパートナーとして大切にしなければとは思っているけれどね」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みの笑みを浮かべたセドリックに、ティアレシアは何も言えなくなった。

「その癖くせ、クリスティアンもよくしてた」

　にっこりと、しかし切なそうにセドリックは言った。

　ティアレシアの左手首を見つめながら。

　また無意識に握にぎっていたらしい。指し摘てきされ、ティアレシアはすぐに手を離はなす。

「隠さなくてもいいじゃないか。シュリーの生誕祭の時、君はシュリー相手にも堂々としていた。でも、ずっと左手首を握っていただろう？　シュリーに髪かみを切られた時も、茶会の暗殺騒ぎの時も。クリスティアンもよく、緊きん張ちようする場面や不安な時に、そうやって自分を落ち着かせていたんだ。君は、クリスティアンによく似ている。見た目じゃなくて、中身が。ミルキーも君に懐いてるしね。だからかな、君には何でも話せるし、僕のことを知ってほしいと思う」

　クリスティアンの左手首には、エメラルドの腕うで輪わがあった。

　大切にしていたそれは、捕ほ縛ばく時じに引きちぎられて、騎き士しに踏ふみつけられた。

　幸せの象徴だった腕輪は、残ざん酷こくな記憶へとつながっていく。

　無意識だった、左手首を握るのは。その癖に気づく度たびに、嫌いやになった。

　それなのに、一番気づかれたくない相手に、気づかれていた。

（クリスティアンのためだなんて、今も愛してるなんて、そんなの信じられない……！）

　何でも話せるというのなら、話してもらおうではないか。

「セドリック様は、誰にでも、こうやって愛を囁ささやいているのでしょう？」

「どうして、そんなことを言うの？」

「女王陛下に内ない緒しよで他にも女性を囲っていらっしゃる、という噂うわさを聞きました。それも、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの、クリスティアン様の容姿に似た方を」

　裏街で聞いた、帰ってこない女性たちの話。

　あの後、ルディに調べてもらって分かったことがある。

　連れていかれたのは、金髪碧眼の娘ばかりだという。

　ティアレシアは感情を抑おさえ込んで、噂の真しん偽ぎに意識を移す。

　探さぐるようにエメラルドの双そう眸ぼうを見つめ、意味深ににっこりと笑ってみせると、初めてセドリックの顔から笑みが消えた。

「……君は、本当に僕がそんな男だと？」

「私のこともクリスティアン様に似ているから気にかけていただいたのなら、まったくの噓という訳でもないかもしれないと思いまして……」

　ティアレシアは口元に薄く笑みを浮かべたまま、感情を殺し淡たん々たんとした声こわ音ねで話す。

「それに、王城に連れていかれたはずの若い娘たちが、誰一人として帰ってきていないそうなんです。もしセドリック様がご存じないというのでしたら、王城でとんでもないことが行われているかもしれませんわ。女王陛下はこのことをご存じなのかしら？　やはり、ご報告した方が──」

「やめてくれっ！」

　セドリックがティアレシアの言葉を遮さえぎるように叫さけんだ。

　焦りを含ふくんだ声と、苦しげに歪ゆがんだ表情を見て、ティアレシアはセドリックが事件に関わっていることは間ま違ちがいないと確信した。

「どうしてですの？　まさか本当にセドリック様が女性たちを……？」

　ティアレシアは眉まゆ根ねを寄せ、非難じみた視線をセドリックに向ける。

「君はそうやって、懲こりずにまたシュリーに喧けん嘩かを売るのかい？　世の中には知らなくていいことが山ほどある。迂う闊かつに首を突つっ込こめば、君の美しい身体からだが血に染まることになるかもしれないよ？」

　柔にゆう和わな態度を崩すことのなかったセドリックだが、追及するティアレシアに対して恐おそろしく冷たい眼差しで、脅おどすような言葉を吐はいた。

　しかし、ティアレシアは動じない。

「王城に来た女性たちと同じように、私も世間から消されるのでしょうか？」

　挑ちよう発はつするように微笑めば、セドリックが悲しげな瞳ひとみで溜ため息いきをつく。

「消したのは僕じゃない。どこにいるのかは、分からないんだ」

　自分が関わっていることを否定することは諦あきらめたのか、セドリックは溜息と共に言葉を吐いた。

「……女王陛下、ですのね」

　シュリーロッドは知っていた。セドリックが女性たちを王城に連れてきていることを。

　そして、その娘たちは消息を絶った。娘たちの生死は分からない。

　もし生きているのなら、救い出してあげなければならない。

「でも大だい丈じよう夫ぶ、君のことは僕が守るよ──今度こそ」

　女性たちを救えていない男の、何を信じろと言うのだろうか。

　ティアレシアは笑うことすらできなかった。

「僕は君が欲ほしい。もう誰にも傷つけられないように、僕の側にいてくれないか？」

　まるでクリスティアンに向けられたような言葉。

　懇こん願がんするようにティアレシアを求める手。

　それらをはねつけて、ティアレシアは冷ややかな笑みを浮かべる。

「それは無理ですわ。だって、私には先約がありますもの」

　セドリックの愛なんていらない。もう、誰かに守られるだけの無知な女でいたくない。

　それに、ティアレシアは他の誰のものでもない、ルディのものだ。

　この魂たましいは、彼のおかげでここに在る。

「婚約者がいるのか？　それなら問題ないよ。僕はヘンヴェール王国の王族で、女王の夫だ。どうにでもできる」

　振りほどいたティアレシアの手を摑つかみ、セドリックが迫せまってくる。

　きっぱりと断ってなお、セドリックは諦めない。

　それほどまでにクリスティアンの面おも影かげを宿すティアレシアを欲ほつしているのか。

　王配という立場の男が。

　ティアレシアの口元は思わず緩ゆるんだ。これは、利用できるかもしれない。

「私は女王陛下の侍じ女じよです。それでも？」

「あぁ、僕は本気だ。君が僕を選んでくれるなら、絶対に守る」

「それなら、証明してくださいますか？」

　──セドリック様の心にシュリーロッド様がいない、ということを。

　ティアレシアがセドリックの耳元で囁いた瞬間、ミルキーがふわりと飛び立った。

「あぁっ！　ミルキー！　それじゃあ、詳くわしい話は今度ね」

　そう言って、セドリックはミルキーを追いかけていった。

　これ以上セドリックといたくない、というティアレシアの心中に、ミルキーが気づいてくれたのかもしれない。




（簡単に頷いて。私は女王の侍女なのよ？　本気なの？）

　セドリックの言動は理解できないことばかりだ。

　分かったのは、セドリックはずっとクリスティアンの面影を追っているということ。

　そして、クリスティアンが守りたかったものを守ろうとしている。

　それは、罪悪感からなのか、裏切っていなかったからなのか。

　しかし今はセドリックのことを考えている暇ひまはない。

「ルディ、今すぐ来て」

　本当に、呼ぶだけで召しよう喚かんできるのだろうか。

　半信半疑だったが、ティアレシアは人目を避さけて宮殿の陰かげに身をひそめる。

　そして数秒後、右みぎ肩かたの刻印がじんわり熱を持ったかと思うと、目の前にはルディがいた。

　黒いお仕着せに、白いフリルのついたエプロンをつけている。随ずい分ぶんと可愛らしい格好だ。

「……呼んだか」

　ティアレシアがその姿を見て笑ったからか、ルディはむすっとしていた。

「また何か作っていたの？」

「あぁ……シフォンケーキをな」

　ルディは、先日の茶会でお菓か子し作づくりに目覚めてしまったらしい。暇があれば菓子を作り、ティータイムの度に菓子の感想を聞いてくるようになった。

「それで、俺おれを呼んだ理由は？」

「裏街から連れてこられた女性たちが、この城のどこかに閉じこめられているはずなの。早く助け出さないと……ルディも一いつ緒しよに捜さがして」

　女性たちがどういう状じよう況きようで王城から出られないのかは分からない。

　しかし、普ふ通つうに捜して見つかる場所にはいないだろう。

　それに、見つけたとして、ティアレシア一人で女性たちを逃にがすことは難しい。

「分かった。たしか、いなくなった女性の数は、あの日聞いただけでも七人だったか……どこか監かん禁きんできるような場所に心当たりは？　俺よりも、お前の方が王城を知っているだろう？」

「えぇ、心当たりはあるわ」

　女性たちを王城内のどこかに監禁していることは、誰にも知られたくないはずだ。

　つまり、監禁場所は人目がないところ。そして全員同じところにいるとすれば、少なくとも七人の女性を匿かくまえる広さがある場所に限られる。

　王城内にある、王族のための幽ゆう閉へい塔とうと、今は閉へい鎖さされているクリスティアンの宮殿〈紫黄水晶アメトリンの宮〉。

　条件を満たす場所で思いつくのは、その二か所だ。

「まずは、〈紫黄水晶の宮〉に行きましょう」

　ちょうど今、敷しき地ち内だ。

　ティアレシアはルディを連れて、かつての自分の宮殿へと進んでいく。

〈紫黄水晶アメトリンの宮〉の全体は長方形になっており、左右には円塔がある。淡あわい紫むらさき色いろの壁かべと、その柔らかな曲線は優しい印象を与あたえ、客人をあたたかく迎むかえ入いれる。華か美びすぎない装そう飾しよくは心を和なごませ、あちこちで顔を覗のぞかせる花たちに癒される。

　少なくとも、クリスティアンが住んでいた頃の〈紫黄水晶の宮〉は堂々としていて美しく、優しい場所だった。さきほどセドリックと会った前庭は、変わらず花が咲き誇っている。

　しかし、今ティアレシアの目の前に映る宮殿は、かつての雰ふん囲い気きを失っていた。

　閉鎖されて管理されていないためか、ひっそりと重い空気を纏まとっている。手入れのされていない城じよう壁へきにはつる草が伸のび、客人を笑顔で迎え入れていた天使の彫ちよう刻こくは羽が折れ、天使の顔も削けずれてしまっている。

「ここが、本当に、あの美しかった宮殿なの？」

　宮殿の外観を見るだけでも、クリスティアンが死んでどれだけの月日が経ってしまったのか思い知らされる。

　クリスティアンの生しよう涯がいはこの宮殿で過ごした。

　その宮殿が美しさを失い、醜みにくく歪んでいる姿を見て、まるで今の自分のようだと思えてならない。

（私は、どれだけ醜くなってもかまわない）

　美しさを奪うばったのは姉のシュリーロッド、醜い復ふく讐しゆうを選んだのはクリスティアン自身──その選せん択たくを、後こう悔かいしてはいない。

　重い木製の扉とびらを押すと、鍵をかける価値もないというのか、あっけなく開いた。とたんに懐かしい光景が思い浮かぶ。

　クリスティアンに仕えていてくれた侍女や使用人、騎士たちが笑顔で「おかえりなさい」と頭を下げる。かいがいしく世話を焼いてくれる侍女たちにその日嬉うれしかったことや楽しかったことを話したり、フランツと他愛ない話をしたり、ブラットリーやカルロとお茶を飲んだり。

　あたたかな時間が、優しい笑顔が、この城には溢あふれていた。

　玄げん関かんホールでクリスティアンの記憶が刺し激げきされ、ティアレシアは呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしたまま涙なみだを流していた。

　灯あかりもなく、誰一人いない玄関で、何ひとつ飾るものがなくなってしまっていても、ティアレシアには昔の姿が鮮せん明めいに思い出せる。

「泣いている場合か」

　ルディが、ティアレシアの涙をハンカチでそっと拭ぬぐう。

「……二階に気配を感じるところがある。行くぞ」

　ルディに叱しつ咤たされ、ティアレシアも頭を切きり替かえる。

　過去の感傷に浸ひたるために、この宮殿に来た訳ではないのだ。

「分かったわ。案内して」

　玄関ホールから続く階段を上り、ルディは右へ真まっ直すぐ進む。

　自分の宮殿を案内されるなんて不思議な気分だ。

　右側の奥の部屋に近づくほどに、鼓こ動どうが大きくなる。緊張のためか手が震ふるえている。いや、身体中が震えている。何かに怯おびえるように、何かに迫られるように。

「ここだ」

　ルディがティアレシアを振り返る。

　たどり着いたのは、クリスティアンの私室だった。

　何百、何千回と開けてきた扉の前で、ティアレシアは立ち止まって深呼吸をする。

　かつての自分の部屋に、女性たちが監禁されているというのか。

　ティアレシアは覚かく悟ごを決めて、ドアノブに手をかけた。

「な、何なの……？」

　扉を開いた瞬間、ぶわっと舞まったのは、色とりどりの花弁。

　部屋中に、種類の異なる花の花弁が敷しき詰つめられている。

　置物やソファ、調度品の類は何もない。あるのはただ、濃のう厚こうな香かおりを放つ花弁だけ。

　暗い城内で鮮あざやかな色を放つ花弁に一瞬目を奪われたが、違い和わ感かんは花弁のせいではない。

　室内の温度だ。あまりにも温度が低い。肌はだ寒ざむい、というレベルではない。

　凍える冷気の中で、明るく可愛らしい花弁が舞っている。不思議な光景だった。

「力は、この奥から感じる」

　珍しく真剣な声音のルディに、ティアレシアも気を引きしめる。

「この奥は、寝しん室しつだわ」

　クリスティアンの私室は、二間続きになっている。奥の部屋は寝室だ。

　そこに女性たちがいるのだろうか。しかし、奥からは物音ひとつ聞こえない。

　ティアレシアは覚悟を決めて足を踏み出す。足元の花弁と冷たい空気のせいで歩みは遅おそかったが、やがて寝室へとたどり着いた。

　真っ先に目に入ったのは、天てん蓋がいつきの大きなベッド。

　クリスティアン愛用の、可愛らしい薄うす桃もも色いろのベッドだ。

　女性たちの姿はない。しかし、そのベッドには誰かが寝ねていた。

　天蓋ごしに見えるシルエットに、ティアレシアの心臓がどくんと跳はねた。

　あり得ない。そんなはずはない。そう思いながら、ベッドに近づいた。

「あれは……まさか」

　ルディが寝ている人物に気づいたのか、驚きの表情でティアレシアを見る。

　ティアレシアは、ベッドの上で眠ねむるその人物をはっきりと目に映したまま、ルディの言葉に頷いた。




「えぇ。この人は、私クリステイアンだわ」
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　眩まばゆい金色の髪、美しく整った顔、白すぎる肌、閉じられたその瞼まぶたの奥にあるのは碧あお色いろの瞳……処しよ刑けいされたクリスティアンの亡なき骸がらが、横たわっていた。

　クリスティアンの寝室で、クリスティアンが眠っている。

「でも、どうして？」

　落とされたはずの首はきれいにつながっており、その身体には傷ひとつない。

　本当にただ眠っているだけに見える、あまりに美しい亡骸だった。

「この死体、魔ま力りよくと人間の精気で保たれている」

　ティアレシアの横から、クリスティアンの亡骸をじっと観察していたルディが言った。

「魔力と精気？　どういうこと？」

「……俺以外の悪あく魔まが関わっている可能性がある」

「そんな……他にも悪魔がいるということ？」

「あぁ、信じがたいがな……」

　地上は神の加護が強く、力が強い悪魔でなければ出てこられないという。

　ルディのように自由に動ける悪魔はごく少数で、ほとんどの悪魔は地じ獄ごくに堕おちた人間の魂を管理しているらしい。

「一体、誰が、私の身体を……こ、こんな風にしているの？」

　処刑されたのだから、立派な墓など期待してはいなかった。

　しかし、魔力で死んだ当時のまま保存されているのもいい気はしない。

　いくら美しく保たれていても、そこに生は存在しない。

　クリスティアンの肉体はもう死んでいて、その魂はティアレシアとして生きているのだから。

　クリスティアンの身体に執しゆう着ちやくしても、失われた時は戻もどらない。

「悪魔と契けい約やくした人間だろうな」

「……もしかして、シュリーロッド？」

　何といっても、シュリーロッドは陰で〈悪魔の女王〉と呼ばれている。

　悪魔と契約していてもおかしくはない。

　しかし、シュリーロッドがクリスティアンの亡骸を美しく保つとは思えなかった。

「さぁな。この城の中にいる誰かだろうが……魔力をほとんど失っている俺では、実際に力を使う場面に出くわさない限り、誰かは分からない」

　苦々しく、ルディが言葉を吐いた。

　ルディの魔力が失われているのは、ティアレシアのせいでもある。

　ルディを責めるつもりはなかった。だが、もう一人の悪魔の存在は無視できない。

「魔力だけではなくて、精気も使われているのよね……？　その精気をたどることはできる？」

　王城のどこかに消えた女性たち。精気で保たれる亡骸。

　これらが無関係だとは思えなかった。

「……できるだろうが、確実にできるようにしよう」

　そう言って、ルディは眠るクリスティアンに近づいた。ベッドに広がる長い金色の髪は神秘的で、その青白い肌は透すき通とおったように輝かがやいている。

　ルディは、冷たくなった頰ほおを優しく包み込み、その可愛らしい唇くちびるにそっとキスを落とす。

　ティアレシアは、思わず両手で顔を覆おおった。

　目の前で見せられたキスシーンに、心臓が嫌な鼓動を立てている。

（私には、あんな優しいキスしなかったくせに……）

　ルディにとって、魔力を補ほ充じゆうするための行こう為いだ。深い意味なんてない。ティアレシアも、優しさなんて期待していなかった。

　それなのに、どうしてこんなにも胸が締しめ付けられるのだろう。

「まだ子どものお嬢様には刺激的すぎたか？」

　キスを終えて、ルディがにやりと笑みを浮かべた。

　こんな寒い場所なのに、頰が熱くなっているのが自分でも分かる。

「……別に私は気にしていないわ。そんなことより、女性たちの居場所、ちゃんと分かったんでしょうね？」

「あぁ」

「だったら、早く連れていって」

　クリスティアンの亡骸を保つために、誰かが精気を奪われている。

　そんなこと、耐たえられない。連れられた女性たちとは別の人間かも知れないが、誰であろうと早く助けなければ。

　ティアレシアは気持ちを切り替えて、ルディの後についていく。

　そうしてたどり着いたのは、王城内に建つレミーア大聖堂だった。
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　王城でとんでもないものを見つけた翌日も、ティアレシアは何食わぬ顔で出仕していた。

　今日は、朝から雨が降っている。

（いつも以上に不機嫌かもしれないわね……）

　シュリーロッドは、昔から雨の日が大嫌いだった。

　蜜みつ色いろのきれいな髪が、雨の影えい響きようでうねるからだ。

　だから、覚悟して来たのに、女王は笑顔でティアレシアを出で迎むかえた。

「おはようございます、女王陛下」

「おはよう。ちょうどいいところに来たわね」

　雨の日にもかかわらず、珍しく朝から女王の支し度たくが整っている。

「見て頂戴。ついに試作品が完成したの」

　にこにこと女王が見せたのは、銀色の髪、紺こん色いろの瞳を持つティアレシアによく似た人形だった。

　そして服装も、ティアレシアと同じ黒い服だ。

「あなたの髪をどうやって商品化しようかしらって、考えていたのだけれどね。先日の茶会で、アマリア様のお子様が人形遊びに興味を示していると聞いて、人形にしようと思いついたの。とっても素敵でしょう？」

「はい、とてもいいアイデアだと思いますわ」

　シュリーロッドの発言とは思えないほどに、比ひ較かく的てきまともな話だった。

　だからこそ、不安は増す。

「でもね、少し問題があるのよ」

「問題、とは？」

「人形職人も言っていたのだけれどね、銀色の髪なんて前例がないから子どもを怖こわがらせてしまうんじゃないかって。ほら、実際こうして人形にしてみるとやっぱり不気味でしょう？　残念だけれど、呪のろいの人形みたいだし、こんな気持ちの悪いものは商品化できないわ」

　まったく残念そうに見えない笑みを浮かべ、シュリーロッドが言う。

「だから、また一から考え直さないとね」

　そう言って、シュリーロッドは人形を手に取った。

　侍女にハサミを持ってこさせ、ティアレシアの目の前で思い切りハサミを入れる。

「あら、髪だけを切るつもりだったのに、首から落としてしまったわ。まるで、処刑ね。うふふ」

　女王の手によって、人形の首が床ゆかに転がった。ティアレシアと同じ特徴を持つ人形が。

　女王は、自分は簡単にこれを現実にすることができるということを示したのだ。

　ティアレシアを直接傷つけることができないなら、人形を使って精神的に追おい詰つめようとでも思ったのだろう。

　それならば、成功と言っていい。

　息が止まるかと思った。

　これは、ティアレシアにとって二度目の処刑だ。それがたとえ人形だとしても。

　目の前で笑っている女王が憎にくくて、憎くてたまらない。

　転がる人形の首が、一瞬クリスティアンのものに見えた。

　クリスティアンの首を落としたあの日も、こんな風に笑っていたのだろうか。

　最さい期ごに見たのは、笑みを浮かべる瑞みず々みずしい赤い唇。

　許せない。今すぐ殺してやりたい。

　でも、まだ計画は準備段階だ。焦ってはいけない。

　確実に、シュリーロッドを追い詰めるために。

　そう自分に言い聞かせ、ティアレシアは殺意を抑える。

「ねぇ、気持ち悪いから、捨ててきてくれない？」

　ダメージを与えられたことが嬉しいのか、シュリーロッドは満面の笑みでティアレシアに命じる。

　しかし、その命令はティアレシアにとってありがたいものだった。

　この精神状態でシュリーロッドと一緒にいるのは危険だ。

「かしこまりました」

　無残な姿の人形を拾い、ティアレシアは女王の私室を出る。




　一度心を落ち着けよう、とティアレシアは人形を持って宮殿の外に出た。

　雨足は強くなっていたが、気にならなかった。

　傘かさもささずに、ティアレシアはある場所へ向けて歩き出す。

　城内の森を抜ぬけたところにひっそりとある、小さな東あずま屋や。

　屋根はあるが、激しい雨は東屋の中にも入り込んできている。

　びしょ濡ぬれだったが、心が冷えすぎて寒さを感じなかった。

「……ごめんね、私のせいで」

　ティアレシアはそっと、手の中の人形の頭を撫なでる。ティアレシアが望んだ訳ではないが、自分そっくりに作られている人形を他ひ人と事ごとには思えなかった。

　クリスティアンと同じように首を落とされた姿に、ますます自分を重ねた。

　ゴロゴロゴロ……──激しい音がして、ティアレシアは震えた。

　薄暗い空模様に、ピカッと雷かみなりが光る。

「ひゃぁっ……！」

　震えるティアレシアの肩に、そっとあたたかな温ぬくもりが落ちてきた。

「こんな雷らい雨うの日に、お嬢様は外で何をしてるんだ？　……ったく、風か邪ぜひくぞ」

　目の前には、傘をさした呆あきれ顔がおのルディがいた。

　肩には、ショールがかけられている。

「どうして、ここに……？　私、呼んでないわ」

　こんな姿、見られたくなかった。

　女王にまんまと傷つけられて、一人でびしょ濡れになって弱っている姿なんて。

「お前は本当に泣き虫だな」

　ふっと笑いながら、ルディの指がティアレシアの涙をそっと拭う。

「……泣いてない、わ！」

「じゃあ、これは何だ？」

　にやりと笑みを浮かべ、ティアレシアの目元に唇を寄せる。そして、ぺろりと舌で涙を舐なめた。

　大人しく受け入れる気なんてなかったのに、何故か動けなかった。

「な、な、何するのよっ！」

　顔がかあっと熱くなった。まだ目の前にあるルディの美しい顔を遠ざけて、息を整えようと深呼吸する。しかし、なかなか心臓は落ち着いてくれない。

「涙ではないなら、何だろうと思ってな」

　ルディのせいで、もう涙は引っ込んだ。

「だからって……な、舐めるなんて……っ！」

「お前が意地を張るからだ。こんなに濡れて、風邪でもひいたらどうする？　本当に、世話が焼ける」

「……私は、世話を焼いてほしいなんて言ってないわ」

　きっと、ルディは心配して来てくれたのだろう。

　それなのに、口から出てくる言葉はつんけんしたものばかり。

（本当に、私って可愛げがないわね）

　しかし、怒っているうちにいつもの調子に戻ってきた。

　不思議と、力が湧わいてくる。側にいるのは、悪魔だというのに。

「……ルディ、もう一度、クリスティアンの宮殿へ行くわ。ついてきて」

　女性たちは救い出した。しかし、クリスティアンの亡骸はあのままだ。

　それは、亡骸を保つ魔力がまだ存在しているから。

「悪魔の契約者を、見つけましょう」

　そうして、ティアレシアとルディが向かった〈紫黄水晶アメトリンの宮〉には、思わぬ先客がいた。

　寒々しい花弁に包まれたベッドサイドで、クリスティアンの亡骸をうっとりと見つめているのは、どう見てもこの国の女王の夫だった。

「あぁ、クリスティアン。君は今日も美しいね」

　──愛しているよ。

　もう音を拾えないクリスティアンの耳元で、セドリックは甘あまく優しく囁いている。

「……あんな男のどこが良かったんだ？」

「聞かないで……お願いだから」

　小声でルディに問われ、ティアレシアは額を押さえた。

　セドリックがクリスティアンと甘やかな時を過ごす様子に、なかなか声をかけられずにいたが、やがてセドリックがこちらに気づいた。

「ティアレシア！　どうしてここに？」

　ぱあっと嬉しそうにセドリックが笑う。

　ティアレシアは笑顔を作ろうとしたが、口元を歪めることしかできなかった。

　この状況で笑えるセドリックが、異常だ。

「ちょうど良かった。君に見せたいと思っていたんだ。僕の心には最初からシュリーロッドなんていないよ。ずっと、クリスティアンだけを愛している。その証明だよ」

　セドリックのきれいな笑みに、ゾクリと悪お寒かんがした。

「だから、早く僕のものになってくれないか？　君が欲しいんだ──クリスティアン」

　エメラルドの双眸に見つめられ、ティアレシアの鼓動が跳ねる。

　常識ある人間が聞いたら、何を言っているんだと笑えただろう。

　しかし、ティアレシアは笑えなかった。

　セドリックは本気で、ティアレシアをクリスティアンとして見ている。

「……クリスティアン様は、処刑されたはずですよね。どうしてここに？」

「あぁ、シュリーと約束していたんだ。彼かの女じよに協力すれば、クリスティアンは女王ではなくなるってね。まさか亡骸を渡されるとは思わなかったけど……」

　この亡骸には、シュリーロッドが関わっているのだ。

「十六年前、やはりクリスティアン様は女王陛下の陰謀によって処刑されたと、そういうことですよね？」

「あぁ。十六年前、僕はシュリーに頼たのまれて、公開審しん議ぎで証言した。そうすれば、クリスティアンを僕だけのものにできると思ったから……だって、女王になれば、クリスティアンは僕だけを見てくれないだろう？　当時はそれが耐えられなくてね、馬ば鹿かな話に乗ったんだ」

　セドリックは傷ついたような笑顔を見せたが、心をえぐられたのはティアレシアの方だ。

（だからあの時、クリスティアンが女王にふさわしくないと証言したのね……）

　クリスティアンではなく、シュリーロッドを選んだものだと思っていたのに。

　しかし、まだその方がましだったかもしれない。

　クリスティアンを愛し、独ひとり占じめしたいがために、裏切ったなど。

　セドリックの愛が重すぎて、恐きよう怖ふしか感じない。

「クリスティアンが処刑された時はショックが大きくて……亡骸でも何でもいいから、側にいたかった……ここで僕だけのクリスティアンを見つめる日々も幸せだったけど、やはり何か物足りなかったんだ……っ！」

「そりゃ死体相手に心満たされてもな……」

　ルディの呟つぶやきにティアレシアは内心で同意する。

「セドリック様、十六年経ってもクリスティアン様の亡骸を保つよう命じているのは、あなたですか？」

　クリスティアンに執着するセドリックなら、亡骸を美しく保つことにこだわっていてもおかしくはない。

　そのために悪魔と契約したと言われても、今なら信じられる。

　しかし。

「命じるって、何のこと？　クリスティアンは僕が望むままに、側にいてくれるんだ。美しい、僕だけのクリスティアン……」

　その表情を見て、ティアレシアは悟さとった。

　セドリックにとっては、クリスティアンがここにいることがすべてで、その他のことはどうでもいいのだ、と。

（セドリックが悪魔の契約者でないということは……）

　クリスティアンの亡骸を与えたという、シュリーロッドこそが悪魔の契約者なのだろう。

　しかし、シュリーロッドが悪魔の契約者ならば、何故ティアレシアの存在やバートロム公爵家の存在を放置しているのだろうか。

　あのシュリーロッドが悪魔の力を出だし惜おしみするとは思えない。

　何か、悪魔の力を使えない事情があるのだろうか。

　ルディが魔力を失っているのと同じように。

　そうであることを祈いのって、ティアレシアはセドリックに笑いかける。

「セドリック様、私をクリスティアン様だとおっしゃるのなら、やっていただきたいことがあります」

「君のためなら、何でもするよ」

　あっさりと、セドリックは笑顔で頷いた。その幸せそうな笑顔が怖い。

　人の笑顔とは、こんなにも寒気を起こすものだっただろうか。

（お姉様。愛する者に裏切られる痛みを、私が教えてあげるわ……）

　そのために、ティアレシアはかつて愛した男を利用する。

　どれだけ心が受け入れられなくて苦しくても、これがティアレシアの選んだ棘いばらの道だ。

　そっと背せ伸のびをして、ティアレシアはセドリックの耳元に唇を近づけた。

「────」

「分かった。君がそれを望むなら」

　優しい笑みを浮かべて、かつて信じた王子様に抱だきしめられる。

「愛してるよ、クリスティアン」

　耳元で囁かれた愛の言葉は、ティアレシアの心を凍こおり付つかせる。

　しかし、笑みだけは崩さない。

　セドリックは、シュリーロッドに対する切り札だ。

　シュリーロッドがセドリックを見つめる瞳には、たしかに愛情があったから。

「私も。セドリック様が愛を示してくれるなら……」

　今、心のままに強く拒きよ絶ぜつすることはできない。

　ティアレシアも、セドリックの抱ほう擁ように応えるように腕を回した。




（なんだか、すごく疲つかれたわ……）

　幸せそうな笑みを浮かべるセドリックを見送って、ティアレシアはようやく肩の力を抜いた。

「どうやら、セドリックは悪魔とは関係なかったみたいね」

「……あの男を、まだ愛しているのか？」

　二人きりになった室内で、ルディが真顔で問う。

　その問いの意味が、ティアレシアはすぐに理解できなかった。

「何を、言っているの？」

「クリスティアンは、あいつを愛してたんだろう？　あいつも、クリスティアンをずっと愛していた……亡骸になってもな。本当は、愛していると言われて嬉しかったんじゃないのか？」

　冷たい笑みを浮かべて、ルディがティアレシアの右肩をぐっと摑んだ。

　そこには、契約の刻印がある。

　痛みに顔をしかめるが、ルディは力を緩めてくれない。

　ようやく、ルディの言いたいことが分かった。

「そんな訳ないでしょう！　セドリックのことは、利用するだけよ！」

　ティアレシアはきっぱりと否定した。セドリックを拒こばまなかったのは、復讐のためだ。

　たしかに、セドリックを信じたい気持ちはあった。

　それでも、彼がしたことは許せない。彼は女王として国民のために在あろうとしたクリスティアンを否定したのだ。自分の独占欲のために。

　セドリックを好きだなどという甘い感情は、もうティアレシアの中に湧いてこない。

　しかし、ルディは信じてくれない。

「言え。あいつはお前のどこに触ふれた？　あいつはどうやってお前にキスをしていた？　あいつから与えられたものは、前世のものだろうと俺が全部忘れさせてやる」

　訳が分からないままに、ティアレシアはルディに強く抱きしめられる。

　その手は背中をそっと撫でて、うなじにたどり着く。

「必要なら、俺が愛を囁いてやってもいい」

　あの男の代わりに──冷たい空気を一変させて、ルディが甘く優しく囁いた。

　後頭部を支えられ、片方の手で顎あごをくっと持ち上げられた。

　ティアレシアは、危険な色いろ香かを漂ただよわせる悪魔と視線を交かわす。

　悪魔にとって愛を囁くことは、人間を堕とすための手段に過ぎない。

　目の前にある熱い眼差しにも、ティアレシアを求めるような言葉にも、愛なんてひと欠片かけらも含まれていないのだ。

　何故か、そのことにひどく胸が痛んだ。

　悪魔に魅みせられてはいけない。

　ティアレシアはルディの腕の中から抜け出そうともがくが、その身体はびくともしない。

「ティアレシア、俺を見ろ」

　低く甘い声が耳に響ひびく。

　名を呼ばれて、心が震えた。

（そんな風に呼ばないで……）

　ルディの顔が、近づいてくる。

　本気で迫る悪魔からは、逃げられない。

「いや……っ！」

　ティアレシアが目をぎゅっと瞑つぶった時、目の前で大きな溜息をつかれた。

「……あいつは良くて、俺は嫌なのか？」

　目を開くと、漆しつ黒こくの瞳はひどく揺ゆれていた。

　こんなルディは見たことがない。

　いつも余よ裕ゆうの笑みを浮かべて、取り乱すことなどないのに。

　ティアレシアが何も答えられずにいると、再びルディが口を開いた。

「だが、忘れるな。どれだけ嫌がっても、お前は俺のものだ」

　──他の誰にも渡さない。

　独どく占せん欲よくをにじませた言葉に、ティアレシアは眉根を寄せる。

　ただの暇つぶしのために復讐に付き合っているはずのルディが、ここまでの執着を見せたのは初めてだった。

　しかし、ティアレシアのすべてをルディにあげられる訳ではない。

「えぇ、この魂はあなたのものよ。でも、私の〝心〟は誰にもあげないわ」

　十分すぎるほどに、ティアレシアは分かっている。

　肩の刻印を見る度、この身体、魂が誰のものであるのかを。

　復讐を終えれば、喜んで悪魔に魂を差し出そう。

　だが、〝心〟だけは自分のもの。

　本気で人を信じれば、その分裏切られた時が辛つらいだけだ。

　信じていたものに裏切られる悲しみ、苦しみ、絶望はもう二度と味わいたくない。

　だから、もう誰にもティアレシアの〝心〟には触れさせない。

　ティアレシアの言葉を聞いて、ルディは背を向けた。

　ルディは、ティアレシアの復讐に燃える魂が欲しいだけ。

　それなのに、どうしてあんな傷ついたような顔をしたのだろう。

（ごめんなさい、ルディ……）

　ルディに生かされておきながら、ルディの思い通りにはならない。

　自分でも、本当に勝手だと思う。

　頑かたくなに心を閉ざすティアレシアに、ルディは呆れただろうか。

　そう思うと、ずき、と胸が痛んだ。

　なんだか、頭まで痛くなってきて、意識がぼやける。

　次の瞬間には、ふっと目の前が真っ暗になった。

　遠くで、自分の名を呼ぶ声がした。




「ティアレシアっ！」

　抱きとめた身体は、ひどく熱い。

　ルディは、セドリックに気を取られ、ティアレシアの不調に気づけなかった。

　雨に濡れた後でこの部屋の冷気だ。

　あの男は別として、普通の人間がこの空間で長時間耐えられるはずがない。

「お前は、いつも無茶ばかりする」

　そうさせているのは自分かもしれないが。

　ティアレシアを追い詰めてしまったことを、ルディは今いま更さらながらに後悔する。

（あんな奴やつを受け入れたりするからだ……）

　ティアレシアは、憎い相手を復讐のために利用しようとしているだけ。

　それなのに、他の男と抱き合う姿を見ただけで、燃えるような怒りと殺意が湧いた。

　あの場ですぐにセドリックを殺さなかった自分を褒ほめたいぐらいだ。

　誰かに奪われるぐらいなら、いっそのこと今すぐティアレシアの魂を奪おうか。

　そうすれば、ティアレシアは永遠に自分のものだ。

　しかし、本気で怯えるティアレシアを前にして、キスひとつ奪えなかった。

　今まで拒まれても力ずくで奪ってきたのに、ティアレシアに拒絶されたことに、ひどくショックを受けた。

　怒りと殺意以上に、湧いてきたのは何なのか。ルディには分からない。

　ルディは上着を脱ぬいで床に敷き、その上にティアレシアを寝かせた。

　そして、こちらの事情などおかまいなしに眠るクリスティアンの亡骸に近づく。

「クリスティアン、こんなところで寝ていたくはないだろう？」

　憎い相手に身体だけ生かされ、愛されている。

　どれほどの屈くつ辱じよくだろうか。

　あの男が幸せそうにクリスティアンを見つめる姿に、むかついた。

　ルディはクリスティアンに笑いかけ、その手を躊ちゆう躇ちよなく彼女の胸に突つき刺さした。

　その瞬間、クリスティアンの内に巡めぐっていた魔力が反発し、侵しん入にゆう者しやを排はい除じよしようとする。

　しかし、ルディはその魔力を逆に吸収した。久々に自身の内に魔力が満ちた気がしたが、所しよ詮せんは他人の魔力。半分ほどは魔力を取り込むことができたが、残りは霧む散さんした。

　そうして、クリスティアンの亡骸は跡あと形かたもなく消えた。

「……せっかく十六年きれいにしていたのに、消してしまったのですか」

　どこからか、声がした。姿は見えない。同族だ、とルディは直感した。

「姿を現せ」

　鋭するどいルディの声にも、答えずに笑う。

「随分と、面おも白しろい魂を持っていますね」

　ティアレシアのことだ。

　ルディは、どこにいるか分からない声から庇かばうように、ティアレシアの側に立つ。

「こいつは俺の獲物だ。誰にも渡さない」

「ええ。あなたから奪おうなどとは思っていませんよ」

「何しに来た？　俺に消されに来たのか？」

　魔力は万ばん全ぜんではない。先ほどクリスティアンの亡骸から吸収した分だけだ。

　しかし、このまま引き下がる訳にはいかない。ルディは好戦的に笑ってみせる。

「ふふ、まさか。私は、ただ見物に来ただけですよ。クリスティアンの亡骸を奪ったあなたと、その魂を持つ娘をね」

「何のためにクリスティアンの亡骸をとどめていた？　あの女が命じたのか？」

「『セドリック様の好きにしていい』と言われていたのでね。死体を愛する人間なんて、滑こつ稽けいでとても面白かった。でも今は彼以上に面白そうなものを見つけました」

　そして、悪魔の笑い声が響く。

「何がおかしい」

「悪魔が人間に執着するなんて。あなたの独占欲はいずれ、その娘だけでなく、あなた自身をも苦しめることになる。気をつけてくださいね、その娘をそれ以上愛してしまわないように……」

　無む性しように苛いらついた。手て遅おくれだ、と笑われているような気がして。

「…………黙だまれ」

　ルディは、気配がする方向にありったけの魔力の塊かたまりをぶつけた。

　しかし、大きな音とともに壁にへこみができただけだった。

「まぁそう怒おこらないでください……主あるじに内緒でここに来たことがバレたら、私が怒られてしまいますからね。このことは、秘密にしてくださいね」

　そうして、声も気配も消えた。

　あまりにあっさりと消えたことに、最初から本体は別の場所にあったのだと気づく。

　意識と眼めだけをこちらに向けていたのだろう。

「くそっ……！」

　こんな状態でなければ、本体をぶちのめしてやったのに。

　しかし、内緒ということは、シュリーロッドはクリスティアンの亡骸がここにあることを知らないのだろうか。

　それとも、ただあいつが契約者の許可なしに自由に動けないだけなのか。

「……うぅ」

　後ろでティアレシアの苦しそうな声が聞こえ、ルディはハッと我に返る。

　早く屋敷へ戻らなければ。

「……俺が、本気で愛する訳ないだろ」

　悪魔は、愛情を持たない。何が愛かも分からない。

　人間に甘い夢を見せるために、愛するふりをするだけだ。

　まるで、愛を知っているかのように。

　ティアレシアに対してだってそうだ。

　従者として、大切にしているふりをしているだけ。

　ただ、それだけだ。

　その笑顔を守りたいと思うのも、他の誰かに渡したくないのも、自分を一番に頼たよってほしいと思うのも。

　愛していない。愛せるはずがない──悪魔である自分が。

　ルディは険しい表情で、バートロム公爵家の屋敷へと大切なお嬢様を連れて帰った。
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　その日、ティアレシアは不思議な夢を見た。

　過去と現在が混ざり合う夢の中で、クリスティアンの父エレデルトが微笑んでいる。

「クリスティアン」

　姿はティアレシアなのに、エレデルトは目を細めてクリスティアンと自分を呼ぶ。

　優しく響くその声に、ティアレシアは涙を流す。

「お父様、ごめんなさい。私がもっと、お姉様のことを気にしていたら……こんなことには」

　夢の中でまで、強がる必要はない。

　ティアレシアは、憎しみ以上に心を占しめる悲しみを、父に漏もらす。

「お前のせいではないよ。お父様のせいで、辛い思いをさせているね」

　すまない。そう言って、エレデルトはティアレシアの頭を優しく撫でる。

「ねぇ、お父様。私がお姉様に復讐しようとしていること、怒ってる？」

　エレデルトは、何も言わなかった。ただ、哀かなしげにティアレシアを見つめている。

「クリスティアン、この世界にはレミーア神とルミーナ神のご加護がある。我々人間が心から信じれば、皆が笑っていられる平和と、豊かなめぐみを与えてくれる」

　ティアレシアの問いには答えずに、父は話し始めた。

「だから、けっして悪の心に負けてはいけないよ。封ふうじられた悪魔が、目を覚まさないように」

　突とつ然ぜん、神だの悪魔だのという言葉が父の口から出て、ティアレシアは戸惑う。

　ただの夢ではない気がした。

　これは、国王であったエレデルトからの重要なメッセージではないだろうか。

　しかし、悪魔の力を封じておかなければならないのに、ティアレシア自身が悪魔と契約していることを知れば父はどう思うだろうか。

　それとも、ティアレシアの夢なのだから父はもう知っているのだろうか。

　知っていて、ティアレシアに神の加護について話したのだとしたら、どういう意図があるのか。

　考えを巡らせるティアレシアに、父はにっこりと笑いかける。

「大丈夫だよ。クリスティアンなら、レミーア神の加護を得られる」

「でも、お父様……」

　自分はもう、父が愛した純じゆん粋すいなだけのクリスティアンではない。

　許せないほどの怒り、憎しみ、そして殺意を覚えてしまった。

　悪魔に触れてしまったあの時、クリスティアンの心も悪に染まってしまったのかもしれないのに。

　それなのに、エレデルトは穏やかに微笑んでいる。

　クリスティアンの魂を持つ、悪魔と契約したティアレシアを見つめて。

「心から愛しているよ……」

　父に愛される資格なんて、自分にはもうない。

　──大切な、私の娘たち……──。

　父から与えられる愛情に包まれて、ティアレシアの意識は夢すら届かない深い眠りに落ちていった。
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　海色のベッドに眠っているのは人にん魚ぎよ姫ひめではなく、ティアレシアだ。

　その額には冷ひや汗あせが浮かび、顔は苦しげに歪んでいる。

　雨に濡れ、冷えた空気にさらされ、これまでのストレスもあってか、ティアレシアは高熱を出していた。

「っ、ごめんなさい……」

　熱に浮かされながら、ティアレシアが涙を流す。

「何をそんなに悲しんでいる……？」

　ルディはティアレシアの目元にそっと口づけて、その涙を味わうように舐めた。

　人間の感情なんてものは、まだルディには理解できないが、ティアレシアの涙はそれを教えてくれる気がした。とは言え、人間の感情は複雑すぎて、ルディはただただ胸が締め付けられるような強い想おもいを感じるだけだ。

　それが悲しみなのか、怒りなのか、愛情なのか、よく分からない。

　ティアレシアの涙の理由が分からなくて、もどかしい。

　──私の〝心〟は誰にもあげないわ。

　そう言ったティアレシアの言葉が、ずっと耳に残っている。

「どうすれば、お前の苦しみを取り除いてやれる……？」

　側にいるのに、こんなにも遠い。

　ルディの手は、ティアレシアの心に届かない。

　それでも、復讐へと突き進む強く美しい魂の輝きに、魅せられる。

　ティアレシアは、ルディを退たい屈くつさせない初めての人間だった。

　だから、他の誰にも触れさせたくない。

　キスだって飽あきるほどしてきたというのに、ティアレシアに対してだけは、唇が、舌が、心が、熱を持つ。

　初めてティアレシアにキスをした時の感かん触しよくを、高こう揚よう感かんを、ルディは忘れられない。

　一度触れてしまえば、自分では止められない。

　唇からじわじわと侵しん食しよくした甘い毒は、心に触れ、いずれ全身へと巡っていく。

　ティアレシアを際限なく求めてしまいそうで、キスをするのが怖かった。

　こんなことは初めてで、ルディは自分の行動が理解できなかった。

　しかし、これ以上ティアレシアのことを考えてはいけないと頭のどこかで警けい鐘しようが鳴る。

　そして、氷ひよう囊のうを変えるためベッドから離れようとした時、細い手がルディの服を摑んだ。

「お前が素直なのは、眠っている時だけか」

　ティアレシアの手が自分を求めているのだと思うと、ルディの口元は思わず緩む。

　いつもティアレシアは素直ではない。

　それは、誰かを信じることに怯えているから。

　裏切られても傷つかないように、ティアレシアはいつも予防線を張っている。

「……お前の〝心〟は、俺には預けられないのか」

　まだルディの服を握っているその手に、自分の手を重ね、ティアレシアに問いかける。

　意識のないティアレシアに問いかけても、無意味なこと。

　それなのに、ルディはどうしても、その答えを知りたいと強く思う。

　ティアレシアのものは、すべて自分のものにしたいのだ。

　悪魔の独占欲は、人間のそれよりもはるかに深く、強い。

　しかし、目に見えない〝心〟など、どうやって手に入れればいいのだろうか。

「どうすれば、お前は俺のものになるんだ」

　力ずくではどうにもできないことなのだと、気づいてしまった。

　どこにあるかも分からないティアレシアの〝心〟に、ルディは触れてみたい。

　魂だけでは意味がない。

　ティアレシアの〝心〟がなければ、ルディはもう満足できそうになかった。

　しかしこれは、悪魔が知ってはならない感情。

　いずれ、自分自身を殺す劇薬となる。




　──気をつけてくださいね、その娘をそれ以上愛してしまわないように。




　もう一人の悪魔の忠告を思い出し、ルディはティアレシアから手を離した。

　悪魔は、神々に逆らった罪人であり、悪の象徴だ。

　故ゆえに、悪魔が愛を知ることはない。

　しかし、悪魔が愛を知り、愛される喜びを知った時──その存在は消える。

　それが、罪人である悪魔に神々が与える赦ゆるしだ。

　愛を求めることは、悪魔にあり得ないはずの〝死〟を意味するのだ。

「……これは、愛なんかじゃない」

　悪魔として、契約者への執着として、その魂を求めているだけだ。

　そう自身に言い聞かせながら、ルディはティアレシアの看病を続けた。
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　優やさしくて、あたたかい手が、不安に震ふるえる手をずっと握にぎっていてくれた。

　──大だい丈じよう夫ぶだ、と囁ささやきながら。




　目を開けると、視界いっぱいに父ジェームスの涙なみだぐむ顔が広がった。

「ティアレシアっ！　私が分かるかい？」

「え、えぇ……でも、お父様が、どうして？」

　父の顔を見るのは久しぶりだった。

　ジェームスは、女王から日々嫌いやがらせのような仕事を任されていて、なかなか王城から屋や敷しきに帰れずにいたのだ。

「娘むすめが熱を出して倒たおれた時まで仕事をするような親ではないよ、私は」

　日頃から周囲も認める親バカぶりを披ひ露ろうするジェームスが、にっこりと微笑ほほえんだ。

　しかし、その顔は疲つかれていて、ティアレシアのために無理をしたのだとすぐに分かった。

　女王の侍じ女じよになったことに加え、ジェームスにさらに心配をかけてしまったことを心苦しく思う。

　それでも、嬉うれしかった。陰いん謀ぼうと愛あい憎ぞうと偽いつわりばかりの世界で、唯ゆい一いつ真まっ直すぐな愛情を注いでくれるのは父であるジェームスだけだから。

「……ありがとう、お父様」

　周囲を見回すと、海色の天てん蓋がいと、青で統一された部屋が見えた。

　もう見慣れたここは、王都でのバートロム公こう爵しやく家けの屋敷だ。

　そして、部屋にいるのは、ジェームスだけだった。

　いつ何時も、ルディがティアレシアの側にいる訳ではない。

　それでも、無意識にその姿を探していた。

　ティアレシアが弱っている時、必ず側にはあの意地悪な悪あく魔まがいたから。

（まだ、怒おこっているの……？）

　倒れる直前の口論を思い出し、胸がちくりと痛んだ。

　どうしてルディがあんなに感情的になっていたのか、ティアレシアには分からない。

　ティアレシアが、セドリックを愛するはずがないのに。

　それは、十六年側にいたルディには、分かってもらえると思っていた。

「もう熱は下がったかな？　丸一日寝ね込こんでいたんだよ」

　ジェームスは握っていた手を離はなして、熱を確かめるためにティアレシアの額に触ふれた。

（お父様だったのね）

　熱に浮うかされ、心細くて、震えていたティアレシアを、優しく包んでくれた手。

　時折頭を撫なでて、大丈夫だと安心させてくれた。

　高熱のため意識は朧おぼろ気げだったが、誰だれかがずっと手を握ってくれていたことは覚えている。

　しかし、丸一日、という単語に頭が覚かく醒せいした。

「私、あれから一日中眠ねむっていたの……っ？」

　シュリーロッドの動向はどうなっているのか。セドリックは約束を果たしたのか。

　フランツへ頼たのんでいた件は……考えることが多すぎて、もう寝てなどいられない。

「お父様、私、王城へ行かないと」

　ベッドの上で身体からだを起こすが、父に止められる。

「ティアレシア、無茶は駄だ目めだ。女王の茶会でも、ひどい目にあったそうじゃないか。それに、その髪かみも。私は、お前が一番大切なんだよ」

　ふわり、と父に抱だきしめられた。

　嫌けん悪お感しかないセドリックの腕とも、胸が痛むルディの腕とも全然違ちがう。

　ただ優しくて、ティアレシアのための抱ほう擁よう。

　あたたかな愛情に包まれて、目め頭がしらが熱くなってくる。

　今、自分がしていることを父が知ったら、どう思うだろうか。

　こんなにも大切に想おもわれているのに、ティアレシアはその想いに応えることができない。

「ごめんなさい、お父様。私には、やらなければならないことがあるの」

「父親である私にも言えないことかい？」

「……今は、まだ。その時が来たら、お父様の力を貸してくれる？」

　ティアレシアはじっとジェームスを見つめる。

　いつも優しい父だが、さすがにこれは怒るだろうか。

　心配してくれているのに、何も話さないなんて。

「分かった。それなら、私は信じて待つことにする。可愛かわいい娘が父を頼たよってくれているんだからな。何があっても、うちは大丈夫だ。ティアレシアは、自分が思う道を真っ直ぐ進みなさい」

　何のために、何をしているのかも分からないのに、ジェームスは背を押おしてくれた。

　それは、娘への絶対的な信しん頼らいがあってのこと。

「信じてくれて、ありがとう」

　ティアレシアは、ぐっと涙を堪こらえる。

　父は、そんな娘の頭を撫でて、少しさみしそうな顔をした。

「……しかし、娘が独り立ちするのはあっという間なんだな。いつもティアレシアの側にいられるルディが羨うらやましいよ」

「お父様は、いつも私を気にかけてくれているじゃない。側にいなくても、お父様の愛情は伝わっているわ」

　父の愛情を疑ったことはない。

　復ふく讐しゆうを誓ちかったティアレシアにはもったいないぐらいの、深い愛。

　だからこそ、罪悪感が芽生えて、素す直なおに甘あまえられない。

　対して、ルディがティアレシアの側にいるのは、魂たましいを奪うばうためだ。

　優しく見守ってくれるのも、辛つらい時に助けてくれるのも、それらはすべて復讐のために力を貸すと契けい約やくしたから。

　そこに、特別な感情なんて存在しない。

「顔色も良くなっているし、そろそろ私も仕事に戻もどるとするよ。くれぐれも、無理はしないこと。いいね？」

「えぇ。お父様も、無理はしないで。ちゃんと休んでね」

　久しぶりの親子の時間は、ここ数日気を張りつめていたティアレシアにとって、とても優しいものだった。




「ルディ」

　ティアレシアは黒い侍女服に着き替がえ、悪魔を呼ぶ。

　次の瞬しゆん間かんには、不ふ機き嫌げん顔がおで黒衣の従者が現れた。

「もうお目覚めか。せっかく、子こ守もりから解放されて遊んでいたのに」

　倒れたティアレシアを連れ帰ってくれたのは、ルディだろう。

　礼を言おうと思っていたのに、ルディは残念だ、と大おお袈げ裟さに溜ため息いきをついた。

「何のために俺おれを呼んだ？　何かあったようには見えないが」

　そこに、ジェームスのように心配しているそぶりはまったくない。

　ふわりとルディから香かおってきたのは、薔ば薇らの香り。いつも香こう水すいなんてつけていないのに。

　これは、きっと女性の匂においだ。遊んでいたというのは、本当なのだろう。

　ルディがどこで何をしようと、復讐に力を貸してくれるなら問題ない。

　そう、まったく気にする必要なんてないはずだ。

　それなのに、口が勝手に動いていた。

「……香水臭くさいわよ。どこに行っていたの？」

　人が高熱を出して寝込んでいる時に。契約者であるティアレシアを置いて。

「お嬢じよう様さまには縁えんのない場所だ」

「そう、私には言えない場所に行っていたのね。別に、私が呼んだ時にちゃんと来てくれるなら、どこで何をしようとかまわないけれど……面めん倒どうだけは起こさないでよね」

　美び貌ぼうの悪魔が、女性と会って間ま違ちがいが起きないことなどあるのだろうか。

　何をするのか想像しただけで、自分の声が刺とげ々とげしくなる。

「俺がそんなヘマをするはずないだろ。それで、何の用だ？　……もしかして、王城に行くつもりなのか。病やみ上あがりで？」

　黒い侍女服を見て、ルディが怪け訝げんそうな顔をした。

　ティアレシアのことなんて心配していなかったくせに、どの口が言うのだろうか。

「当たり前でしょう。無断で一日休んだのよ。女王に何を言われるか分からないわ」

「それなら心配いらない。女王は今、夫との時間を楽しんでいる。行っても追い返されるだけだろう」

「そう……早さつ速そく動いてくれているということかしら」

　セドリックの異常な執しゆう着ちやくを思い出し、複雑な思いで頷うなずいた。

（うまくやってくれているといいのだけれど……）

　セドリックには、彼かれにしかできないことを頼んでいる。

　しかし、シュリーロッドは、セドリックの異常さに気づいているのだろうか。

　いや、気づいていないから一いつ緒しよにいられるのだろう。

　ティアレシアは、本当に少しだけ、一いつ瞬しゆんだけ、女王を気の毒に思った。

「そうでなければ、消すだけだ」

　ルディは笑っていたが、その目は本気だった。

「セドリックには利用価値があるわ。勝手に消したら許さないから」

　ルディにまた誤解されないように、ティアレシアは淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

「そうだな。あの男は、お前の大切な駒こまだったな」

「王城へ行かないなら、フランツに会いたいわ。もうそろそろ、連れん絡らくがあってもいい頃ころだもの」

「あぁ、それなら昨日手紙が届いていた」

「それを早く言いなさいよ！」

　もったいぶるようにルディが胸むな元もとの内ポケットから出した手紙を奪い取り、ティアレシアは速読する。

　だんだんと、険しい表情になるのを止められなかった。

「今すぐ、応接間の用意をお願い」

「かしこまりました」

　ティアレシアの命令に、従者は恭うやうやしく頭を下げた。
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　バートロム公爵家の応接室で、ティアレシアはフランツを迎むかえ入れる。

「来てくれてありがとう」

「いえ、もう体調は大丈夫なのですか」

「えぇ。もう平気よ」

　ルディがそっと、テーブルに紅茶を置いた。

　今日はピーチティーのようだ。甘く優しい香りが、緊きん張ちようをほぐしてくれる。

「それで、手紙にもあったけれど……厳しいのね？」

　先日、ティアレシアはフランツの協力者に紹しよう介かいしてほしいと頼んでいたのだ。

　十六年、王都から離れてフランツがたった一人で逃にげきれる訳がない。

　ならば、フランツには協力者がいて、匿かくまわれて生活していたのではないか──とティアレシアは考えた。

　そう考えれば、フランツが王都に来た本当の目的も、予想がついた。

（フランツたち反シュリーロッド派は、十六年前もお父様を国王に推おした……けれど、お父様は私が生まれたせいで自ら身を引いた）

　ジェームスは国王ではなく、娘のための父親でありたかった。待ち望んでいた我わが子を抱く前に、シュリーロッドの策略で命を奪われることもあり得る。

　実際、シュリーロッドに反抗したブラットリーとカルロは投とう獄ごくされた。

　エレデルトの時代からクリスティアンの時代まで、王国を支えていた貴族たちは皆みな、シュリーロッドによって権力を奪われ、地方へと飛ばされた。

　それでもまだ諦あきらめていない者たちが、指名手配されたフランツを匿っていた。

　そして、女王にバートロム公爵家が狙ねらわれた今、王都へ彼を戻した。

　──再び、ジェームスを国王に推すために。

　ティアレシアの予想は当たり、フランツは観念して話してくれた。

　フランツは、反シュリーロッド派とジェームスをつなぐための橋渡し役である、と。

　ティアレシアは、反シュリーロッド派を自分の味方につけたい。

　そのためにフランツを通して接せつ触しよくしようと考えていた。

「……はい、公爵様ご本人としか話したくない、と。十六年前、公爵様を国王にと推した際、誰の説得にも応じられなかったので、今回ティアレシア様と話したところで、公爵様を説得することはできないと思っているのでしょう。だから、公爵様が自分から女王へ歯向かう時をじっと待っているのです」

　申し訳なさそうに、フランツが言葉を紡いだ。

　娘であるティアレシアと話をしても、十六年前のようにジェームスにその気がなければ希望は潰ついえる。

　だからこそ、機を窺うかがっている。

　しかし、そんな生ぬるいことでは困るのだ。

　女王がバートロム公爵家を潰つぶそうとしている今、反はん撃げきしなければその機会は失われてしまう。

　確実に、ジェームスの味方になり、支えてくれる者たちに準備をしてもらわねば。

　だから、ティアレシアはにっこりと微笑んだ。何の問題もない。

「分かったわ。それなら、無理やり会いに行きます。女王陛下に権力を奪われたのだもの。社交界に呼ばれることも、自分から夜会を開くこともそう多くはないでしょう。今日、私が屋敷を訪ねても、その方はいるはずよね？」

　大人しく屋敷にいるのなら、アポなしで突とつ撃げき訪問するまでだ。

　夜会が開かれているのなら、招待客に紛まぎれ込めばいい。

　それでも駄目ならば、気は進まないが、ルディにどうにかしてもらう。

　絶対に、拒きよ否ひさせない。

「そ、それは、いるとは思いますが、大丈夫なのでしょうか」

「だって、私はバートロム公爵家の令れい嬢じようよ。他の貴族よりもはるかに家格は上。逆らうなんて、できないでしょう？」

　普ふ段だんは権力なんて使わないが、今回は別だ。この国の未来がかかっているのだから。

　ティアレシアの覚かく悟ごを感じ取ったのか、フランツも覚悟を決めたように頷いた。

「そうですね。では、俺が取り次ぎと案内をさせていただきます」

「えぇ、お願いね。フランツが頼りだもの」

　ティアレシアが単身乗り込んで行ったとしても、まともに取り合ってもらえないだろう。信用できる人間からの紹介でなければ、こんな危険な計画について話せるはずがない。

「お任せください」

「本当に、ありがとう……」

　今、ジェームスにこの計画を話したところで、きっと動かないだろう。

　真に国を想う人であることは分かっている。

　その想いを行動に移せないのが何な故ぜなのかも。

　だから、枷かせとなっている娘が、もう独り立ちできるのだということを教えてあげなければならない。

　信じてくれると言った父を思いながら、ティアレシアはにっこりと微笑んだ。
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　ふわり、と柔やわらかな風が吹ふいた。

　風に誘さそわれるようにして空を見上げると、明るい太陽が照らしている。

　天気がいいから外で昼食を食べようと言い出した夫に、妻はにこやかに同意した。近衛このえ騎士が数人すぐ近くに控ひかえてはいるが、これは妻にとって久しぶりの夫との二人きりの時間だった。

「簡単に食べられるよう、料理長にサンドイッチを作ってもらったんだ」

　そう言って、きらきらと金色の髪を輝かがやかせながら夫がバスケットからサンドイッチを取り出した。サンドイッチは、タマゴサンド、ハムサンド、レタスサンド、ポテトサンドの四種類。

　どうぞ、と夫は優しい微笑みを妻に向けた。

「ありがとう」

　頰ほおをピンク色に染め、妻は夫から手て渡わたされたハムサンドを受け取る。

　夫はそんな妻を優しく見つめ、自分もサンドイッチを手に取った。

「最近、シュリーは無理していないかい？」

「あら、わたくしのことを気にしてくれていたの？」

「もちろんだよ、だって、君は僕ぼくの妻なんだから」

　女王の夫は、片方の目を瞑つぶってみせる。

　何年経たっても、夫セドリックは絵本からそのまま出てきたかのような素す敵てきな王子様だ。

　シュリーロッドの胸は、変わらぬ夫への憧あこがれと恋れん情じように高鳴った。

　しかし、すぐに切なさがこみあげ、胸が締しめ付つけられる。

「ふふ、そんなことを言っても、全然寝しん室しつには顔を出してくれないじゃない」

　夫は、優しさを見せはしても、夫ふう婦ふとしての触れ合いはしない。

　愛を求める妻に、愛情を示すことをしない夫。

　言葉だけは優しく、見せかけだけは素敵な夫。

　夫の心を支配する女はもうこの世にいないはずなのに、どうしてなのか。

　自分から何もかもを奪った憎にくい妹はもういないのに、妹の存在を近くに感じる。

　いまだにセドリックが〈紫黄水晶アメトリンの宮〉へ通かよい詰つめていることも、シュリーロッドの不安を増長させていた。

　誰もが女王であるシュリーロッドにひれ伏ふすようになったのに、何かが違う。

　すべてが自分のものになったはずなのに、まだ満たされない。

「そういえば、ティアレシアと二人で会っているの？」

　叔お父じであるバートロム公爵を嵌はめるために侍女にした、ティアレシア・バートロム。

　その所作は非の打ちどころがないほどに完かん璧ぺきで、公爵令嬢なのだから当然のことかもしれないが、何故かその姿に、妹の姿が一瞬だけ重なった。

　異母妹であるクリスティアンは死んだ。シュリーロッドの目の前で首を刎はねたのだ。

　当たり前だがティアレシアは、クリスティアンとは別人だ。

　銀色の髪と紺こん色いろの瞳ひとみは、金きん髪ぱつ碧へき眼がんであったクリスティアンの特とく徴ちようとは合わないし、気の強さも人を疑うことを知らなかったクリスティアンとは明らかに違う。

　どうして憎い妹の姿を思い出してしまったのか。シュリーロッドの胸には靄もやが広がる。

　しかし、クリスティアンを思い出す以前にその美しく整った容姿に苛いら立だちを覚えたのも事実だ。

　あの強気な瞳を絶望に染めてやりたいと思った。

（どっちも隙を見せないなんてね……）

　シュリーロッドは、十六年前から沈ちん黙もくを貫つらぬく叔父のジェームスの動向をずっと気にしていた。まったくボロを出さない叔父に、シュリーロッドは痺しびれを切らしていた。

　かつてクリスティアンを支持していた者たちは、権力を奪い、地方に飛ばしたから貴族議会での発言権はない。

　しかし、ジェームスを担かつぎ上あげて反乱を起こされては面倒だ。

　だから、ボロを出すのを待たずジェームスを潰すことにした。

　ジェームスは、シュリーロッドが任せたどうでもいい仕事を真面目にこなし、大人しく領地の管理や慈じ善ぜん事業に勤いそしんでいる。表立ってシュリーロッドに逆らうそぶりはまったく見せない。その代わり、何を考えているのかもまったく読めない。

　本当にシュリーロッドに下ったのか、どうやってそれを確かめようかと考えていた頃、娘が女王生誕祭で社交界デビューをすると聞いたのだ。

　娘を溺でき愛あいしているジェームスならば、娘を守るためにすぐに歯向かってくると思ったが、父以前に娘が強ごう情じようで一ひと筋すじ縄なわではいかなかった。

　その上、セドリックがティアレシアを必要以上に気にかけている。

　思い通りにことが運ばず、シュリーロッドの苛立ちは増すばかりだ。

「ティアレシア？　あぁ。この前偶ぐう然ぜん見かけて話したことはあったよ。あの茶会は本当に素す晴ばらしかったからね」

　思い出したくもない、計画が失敗に終わった茶会。

　そのうえ、称しよう賛さんがティアレシアに向かった。

　そのせいで、夫とあの娘の距きよ離りが近くなったのだとしたら……。

　シュリーロッドは内心歯は嚙がみする。

「偶然、ね……」

「彼かの女じよがどうかしたの？」

「……ちょっと、ね。あの娘、どこか危険な香りがすると思わない？」

「そうかなぁ。そんな風には見えなかったけど。君のために、一いつ生しよう懸けん命めいじゃないか」

　夫は柔らかな笑えみを浮かべた。その瞳の奥おくに、言葉の節々に、妻には向けない愛情がにじんでいる気がした。

　シュリーロッドは夫の顔を見て、その感情を読み取ろうとするが、急にその距離が近づいてきた。

「もしかして、妬やいてるの？」

　耳元で囁かれた言葉に、シュリーロッドの思考は止まった。

　顔が見る間に赤くなり、心臓が跳はねまわる。

「それにしても、シュリーの侍女はみんなシュリーにご執しゆう心しんだね。僕の方が妬いてしまうよ」

　侍女たちが女王信者であることは、シュリーロッドもよく知っている。彼女らが自分を裏切ることはあり得ない。

　しかし、ティアレシアは違う。知らず冷えていくシュリーロッドの心を宥なだめるように、セドリックがやんわりと身体を包み込んでくれる。

「こんな可愛い妻を心配させないように、これからはもっと一緒の時間を過ごそう。だから、シュリーも僕と二人の時間を作ってくれる？」

「えぇ。もちろんよ」

「ありがとう。嬉しいよ」

　セドリックとシュリーロッドは同い年だが、その落ち着いた柔らかな雰ふん囲い気きからセドリックの方が年上に見られることが多い。

　甘やかすように頭を撫でるセドリックの手に、シュリーロッドはまどろむ。

　ここだけが、シュリーロッドの癒いやしの場だ。

　愛いとしい夫を、誰の手にも渡したくない。

（わたくしのセドリックに近づく者は、誰であろうと許さないわ）

　今までが甘かったのだ。セドリックに近づいたのなら、もう容よう赦しやはしない。

　──悪魔の彼と、そろそろ話をつけなければね。

　シュリーロッドはセドリックの背に腕うでを回して抱きつきながら、ティアレシアをどうするべきか冷たい心で考えていた。

　今度こそ、絶対に断罪を回かい避ひできないよう追い詰める方法を。





[image: ]






　フランツを見送り、ティアレシアは一人自室にこもって考え事をしていた。

　今夜会う人物は、かなりの堅かた物ぶつで有名だ。ティアレシアの話を聞いてくれるだろうか。いや、聞いてもらわなければ話にならない。

　そして、今後の計画について、どのように話をするか。

（まずは、私自身を信用してもらわなければならないわ）

　十六歳さいの小こ娘むすめだ、と侮あなどられてしまったらおしまいだ。

　ティアレシアが脳内で作戦を練っていると、キャシーが慌あわてた様子で入ってきた。

「どうしたの？」

「あ、あの、ティアお嬢様にお客様です」

「誰？」

　フランツが忘れ物でもしたのだろうか、と思ったがそれにしてはキャシーの慌てようが普ふ通つうではない。

　ティアレシアが不思議に思いながら問うと、その答えが自分からやってきた。

「僕だよ、ティアレシア」

　お忍しのび用の貴族服に身を包んだ、女王の夫セドリックがそこにいた。

　女王と一緒にいるはずではなかったのか。

「キャシー、給きゆう仕じはもういいわ。お客様と二人きりにして頂ちよう戴だい」

　ティアレシアの指示に、キャシーは心配そうな顔をしながらも部屋を出ていく。

　一瞬、ルディの顔が浮かんだ。しかし、すぐにかき消す。

（今頃、ルディはまたどこかで遊んでいるでしょうし……）

　従者でありながら、ルディはまた姿を消しているのだ。

　あの口論以来、ルディの態度が変わった。

　だがティアレシア一人でも、セドリックの対処ぐらいできる。

　しかし、部屋に二人きりになった途と端たん、セドリックはいきなり近づいてきた。

「僕のクリスティアンはどこにいるの？」

「何のお話か分かりませんわ」

　本当のことだ。しかし、セドリックは信じていない。

「いや、君は知っているはずだ。僕が君のお願いを聞いて、シュリーの目を逸そらしているのに、どうして僕からクリスティアンを奪ったの……？」

　クリスティアンの亡なき骸がらが消えたらしい。そのことについては、本当に何も知らない。

　これは後でルディを問い詰めなければならないとティアレシアは思う。

　セドリックには、ティアレシアが動きやすいように女王の動きを封ふうじるよう頼んでいた。

　愛しい夫に誘われれば、気に食わない侍女にかまっている暇ひまなどなくなるだろうから。

「セドリック様、まだあれから二日ですわ。私にはもう少し時間が必要なのです」

「あぁ、分かってる。君は、きっと十六年前と同じことを求めているんだろう？」

　そう言ったセドリックは、ティアレシアの内にある復讐心を見み透すかしているような気がした。

　口調は優しいのに、有う無むを言わさない力がある。

　言葉に詰つまるティアレシアに、セドリックは笑え顔がおで近づく。そして、ティアレシアの手を引いて、腕の中に抱き寄せた。

「シュリーは、三日後に盛せい大だいな夜会を開く予定だ。そこで、今度こそ君を陥おとしいれるつもりのようだよ」

　耳元で囁かれた言葉に、ティアレシアは表情を硬かたくする。

「そこまで探さぐってくださったのですね……ありがとうございます」

　三日後は、二月十六日。先々代国王エレデルトが暗殺された日だ。

（お姉様、本当にもうお父様の死を何とも思っていないのね）

　思い知らせてやる。

　その犯おかした罪の重さを、奪ったものの大きさを、奪われた者の無念を。

　意識が復讐に向いていたティアレシアに、セドリックが甘い声で囁く。

「ねぇクリスティアン。今の君は女王ではない。僕を君の心に触れさせて？」

　危険な甘さを含ふくむその問いに、ティアレシアはびくっと全身を震わせた。

　憎ぞう悪おと嫌悪感とが身体の内で暴れ回っている。

　背を撫でるセドリックの手に、鳥とり肌はだが立つ。

　自分勝手な裏切り者が、かつての名を呼び、ティアレシアを懐かい柔じゆうしようとしている。

　細身とはいえ男の身体に包み込まれたティアレシアは、抵てい抗こうしようにもなかなか腕の中から抜ぬけ出せない。

　うすら寒い笑みを浮かべたセドリックの顔が近づいてきた。

「セドリック様は、怖こわいのですか？　十六年前の事実と向き合うことが」

　キスを迫せまるセドリックに、ティアレシアは余よ裕ゆうさえ感じさせるような落ち着いた口調で問いかけた。

「どうしてそう思うの？」

「だって、クリスティアン様を愛していたのでしょう？　愛する者を殺した、その事実はセドリック様の心に大きな傷となって残っているはずですもの。あなたの心は、まだクリスティアン様の死を受け入れられていない。だからこそ、クリスティアン様の亡骸を愛し、私をクリスティアン様の生まれ変わりだと信じたいのでしょう？」

「……違うっ！」

　セドリックは怯おびえた顔で、否定する。

（本当に馬ば鹿かで、どうしようもない人……）

　セドリックの愛が歪ゆがんでいるのはきっと、いまだに現実が受け入れられないからだ。

　ティアレシアは、そんな彼に現実を突つきつける。目を逸らすことは、許さない。

「クリスティアンは、味方だと信じていたあなたに裏切られて、絶望して、死んだのよ」

「……違う、違うんだ……裏切るなんて、あり得ない。僕は、本気で君を愛していた。二人で、幸せになりたかっただけなんだ……っ！　クリスティアンの死なんて、望んでいなかった！　守り、たかった……君主には敵が多いから。僕の父も、国王だというだけで命を狙われていた……優しくて、純じゆん粋すいなクリスティアンには、あの立場は重すぎる。君には笑っていてほしかった、人の心の闇やみなんて、クリスティアンには見せたくなかった、苦しめたくなかったんだ……それに、シュリーのクリスティアンへの嫉しつ妬とは異常だった。だから、クリスティアンは表向き死んだことにして、二人だけで生きていこう、と……それなのに、それなのに……」

　なんて自分本位な夢物語だろう。

　クリスティアンは、そんなことは望んでいなかったのに。

　きれいに整った顔をぐしゃっと歪めて、セドリックは大おお粒つぶの涙を流した。

　力なくその場に膝ひざから崩くずれ落おち、顔を覆おおって嗚お咽えつをこぼす。

　そして、地面に額をこすりつけるようにして、ついに謝罪の言葉を口にした。

「ごめん、本当に。謝あやまって、すむ訳ない……でも、もう一度君に会えて、僕は嬉しかったんだよ……どれだけ憎まれていても、君に会えたから、僕の心はまた動き出した……もう二度と、君を失いたくない。だから、僕のものになれば、君を守れると、そう、思ったんだ……僕が君のためにできることなら、何でもする。君が僕の死を望むなら、僕は喜んで死ぬ。僕に、君が罰ばつを与あたえてくれ」

　かつて愛した人の懺ざん悔げは、ひどく痛々しくて。

　頰には、涙が伝う。

　目を閉じて、ティアレシアはじっと待つ。心が落ち着くのを。

　絶対に、この男を許せる日は来ないけれど。

「……本気で、後こう悔かいしているというのなら、今度こそ、ちゃんと助けて」

　復讐の協力者として、受け入れることはできる。

「あぁ！　もちろんだ！」

　泣き腫はらして涙にまみれた顔で、セドリックは今までで一番の笑顔を見せた。

　そして、ノックの音が聞こえたかと思うと、ティーセットを持ってルディが現れた。

「お嬢様、お茶とお菓か子しをお持ちしました」

「ありがとう。セドリック様、せっかくですから、紅茶でもどうぞ」

　勧すすめると、セドリックが床ゆかからソファに気まずそうに移動する。

「あ、あぁ」

　一口飲んだ瞬間、セドリックが真っ赤な顔で紅茶を噴ふき出した。

「辛いっ！」

　紅茶を飲んだ感想として、辛いというのは初めて聞いた。

　おそらく、ルディが何か入れたのだろう。

「まぁ。セドリック様のお口には合わなかったのかしら。別の紅茶をお願いできる？」

「かしこまりました。今度は、一口だけで意識が飛ぶような強きよう烈れつなものを」

　十六年クリスティアンを愛し続け、王国を守ろうとしてくれたことには感謝したい。

　それでもやはり、簡単に納なつ得とくできる話ではない。

　だから、これぐらいの意地悪は許してほしい。

「いや……せっかくだけれど、またの機会にしておくよ。君が元気そうで安心した。次は、王城で会おう！」

　口元を慌てて拭ぬぐって、セドリックは立ち上がる。

「えぇ。わざわざお見み舞まいに来てくださってありがとうございました。期待していますわ」

　にっこりと微笑んで、ティアレシアはかつての婚こん約やく者しやを見送った。




「それで、クリスティアンはどこにいるの？」

　セドリックがやってきたのは、クリスティアンの亡骸が消えたからだった。

　今のセドリックなら、もう亡骸を必要とはしていないだろうが。

「あぁ、そのことか。しいて言うなら、俺の中だな」

　意味が分からない。

　しかし、悪魔であるルディが言うのだから、あり得ないこともないのだろう。

「どうして、そんなことになったのよ」

「クリスティアンの亡骸を保っていた魔ま力りよくに干かん渉しようしたから、だろうな。クリスティアンの亡骸はその魔力ごと俺に取り込まれた」

「それで、悪魔のことは何か分かったの？」

　シュリーロッドが契約した悪魔のことが気がかりだ。しかし、ルディは首を横に振ふる。

「いや。ただ、どんな契約をしたのか知らないが、あいつも自由には動けないようだ」

「……そういえば、三日後の夜会で女王が私に何か仕し掛かけてくるみたい。その時には、きっと悪魔の力を使うのではないかしら」

「それでは、復讐の舞ぶ台たいで悪魔とも決着をつけるとするか」

「えぇ」

　もうすぐ、復讐の時が来る。

　ティアレシアは冷たい笑みを浮かべて、夜に染まりかけている空を見つめていた。
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　その日の夜。セドリックの訪問の後、迎えに来たフランツとともにティアレシアはとある屋敷の客間にいた。

「……グリエム・ヴェールドだ」

　気難しそうな老人が、硬い表情のまま名乗った。

　肘ひじ掛かけ椅い子すに座すわるその老人から少し離れた場所で、ティアレシアは頭を下げる。

「はじめまして、ヴェールド男だん爵しやく。私はティアレシア・バートロム。本日はお時間を作っていただき、感謝しております」

　フランツが紹介してくれた友人──ヴェールド男爵は、近衛騎士団長だったブラットリーの父親だ。

　ブラットリーは男爵位を継つがずに、騎士団に入っていた。

　貴族としての後うしろ盾だてなく、実力だけで団長に上りつめた男なのだ。エレデルトからの信頼も厚く、クリスティアンもブラットリーのことを頼りにしていた。

　目の前にいるのは、そのブラットリーの父親だ。なでつけた金茶色の髪と、ティアレシアをじっと見つめる藍あい色いろの瞳は、どことなくブラットリーに似ている。ブラットリーが歳としを重ねれば、きっとこんな感じだろう。

　いくら気難しそうに見えても、ブラットリーの面おも影かげを見つけると、近寄りがたい雰囲気も気にならなくなる。

「フランツにどうしても、と頭を下げられて渋しぶ々しぶ会うことにしたが……あなたのような娘さんと話すことはないわぃ」

　厳しい口調と表情で、グリエムははっきり言った。

　しかし、そんな言葉で諦めるぐらいならば、無理やり会いになど来ていない。

　それに、グリエムはあえてきつい言い方をして拒きよ絶ぜつしたのだ。まだ若いティアレシアが反逆の罪に問われないよう、遠ざけようとしている。

　どのみち、バートロム公爵家が潰されれば同じことなのに。

　見た目に反して、優しい人なのだろう。

「ご心配ありがとうございます。でも、もう遅おそいですわ。私は今、女王陛下に狙われていますから。やられっぱなしは嫌なので、追い詰める手て筈はずを整えているところですの」

「……そんな話、信じられん」

「噓うそではありませんわ。でも、〈悪魔の女王〉相手ですもの。皆様の協力がなければ、私はただ女王に逆らった者として裁かれてしまうでしょう……」

　すっと冷えた眼まな差ざしで薄うすく笑うと、グリエムの表情がわずかに動いた。

　ティアレシアには、彼が笑っているように見えた。

「それが本当なら、あの平和ボケしたバートロム公爵の娘とは信じがたいな」

「あら、お父様は平和ボケなどしていませんわよ。きっと、この国を変えてくれると私は信じています」

「十六年、待っていた。しかし、何も変わらなかった。公爵が自ら動くことなどない」

　その目には、諦めの色が強かった。

　きっと、何度もシュリーロッドに対たい抗こうする術を模も索さくしたに違いない。

　しかし、時間が経つにつれシュリーロッドの治世には手を出しづらくなった。

　今いま更さら、自分たちから何をしようと無む駄だだと思っている。

　だからこそ、ジェームスの行動を待つ、という選せん択たくになったのだ。そしてそれさえ諦めそうになっている。

　それが、ティアレシアは悔くやしかった。待つだけでは、何も変わらない。

「あなたの息むす子こは、きっと諦めていないわ。意志が強く、前向きで、どんな状じよう況きようでも笑っていられる人なのだから……」

　ブラットリーは、太陽みたいな人だった。あたたかくて、優しくて、強い。

　彼は、どんなことがあっても諦めたりしなかった。

　そういう人だから、クリスティアンのために立ち上がってくれたのだ。

「……お嬢さんは、わしの息子を知っているのか？」

　グリエムの問いに、ティアレシアは頷いた。

　十六歳になる娘が、十六年前に投獄された男を知っているなど、普通ならあり得ない。

　しかし、グリエムはティアレシアを見て微笑んだ。

　今度こそ、優しく、ブラットリーに似た笑顔で。

「ティアレシア嬢、あなたの話を聞きましょう」

　そう言って、グリエムは客間の扉とびら近くに立ったままだったティアレシアに、向かいの椅子に座るよう促うながした。
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　薄うす暗ぐらく、ジメジメとした牢ろう獄ごくには、明るい陽の光は入らない。

　完全に外界からは隔かく離りされた、何の変化もない暗くら闇やみがこの牢にいる人間に絶望を与あたえる。

　身体からだは生きていても、心だけを確実に殺すことができるように。

　そうして自ら殺してほしいと訴うつたえるのだ。

　この牢獄では、罪など、あってもなくても同じこと。

　一度入れば、首と胴どうがつながった状態で外に出ることはできない。

　牢獄内で生きていても、それは死んでいることと同義なのだ。

「……誰だれだ」

　この死の監かん獄ごくに、まともな看守などいない。

　殺してくれ、という一言を聞くために見回っている、血に飢うえた者ばかりだ。

　そんな彼かれらの足音とは異なるヒールの音に、牢獄に囚とらわれた罪人は顔を上げた。

「看守ではないな。誰だ」

　もう一度、牢獄内の罪人が問うた。

　この牢獄内で、会話ができる精神力を残すことは難しい。

　しかしこの罪人は、強きよう靭じんな精神力の持ち主だった。

　その声に、足音はぴたりとやんだ。それも、罪人の牢ろうの前で。

　光の届かない牢内で、立ち止まった人物が何者なのかは、罪人には判断できない。

「……ブラットリー・ヴェールドね？」

　罪人の名を呼ぶその声は、この地じ獄ごくのような場所には似つかわしくない美しい声だった。

「あなたには、死んでもらいます」

　これまで、心優やさしい女王の無念を晴らし、この国を守るのだ、という意志だけを胸に生きていたが、それももう今日で終わりらしい。元より、脱だつ獄ごくする術がないことは、騎き士し団長であったブラットリーが一番よく知っていた。

「エレデルト様とクリスティアン様に、ようやくあの世で謝罪できるのか」

　ブラットリーが十六年かぶりに口元に笑えみを浮うかべると、自分を殺しにきたその人物は牢内にするりと入ってきた。

　黒いフード付きのマントを羽織って、顔を隠かくしてはいるが、その服装からして身分の高い令れい嬢じようであることが窺うかがい知れた。

（何な故ぜ、このような令嬢が暗殺など……）

　何者なのかを問おうとしたブラットリーの口に、何か生暖かい液体が流し込まれた。反射的に吐はき出そうとするも、細い手に口をふさがれた拍子に、飲み込んでしまった。

　自分は何を飲まされたのか。

　ちらりと見えた暗殺者の瞳ひとみが悲しそうに揺ゆれていたのを見て、ブラットリーの意識は闇やみに落ちていった。
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　女王が楽しそうに笑っている。

　しかし、ティアレシアの存在に気づいて、顔を上げた。

「あら、もう体調は大だい丈じよう夫ぶなの？」

　隣となりにセドリックがいるからか、ティアレシアに対しても気き遣づかうような言葉をかけてくる。

「はい。急に休みをいただいて、申し訳ございませんでした。今日からまた、誠心誠意お仕えさせていただきます」

「そう？　元気なら、ちょうどよかったわ」

　にっこりと笑って、女王が一枚のカードをティアレシアに向かって投げた。

　足元に落ちたカードを拾うと、宮きゆう廷てい舞ぶ踏とう会かいの招待状だった。

　招待状に書かれた日付は、二月十六日。明日だ。急すぎる。

　ティアレシアが女王へ目を向けると、女王の肩かたを抱だいたセドリックが片方の目を瞑つぶってみせた。

　僕ぼくの言う通りだろ、という笑え顔がおに、ティアレシアは女王の手前気づかないふりをする。しかし、セドリックからの情報がなければティアレシアは何の準備もできないままに女王の思惑に飛び込んでいかなければならなかった。

「あなたのために、わたくしが舞踏会を開いてあげようと思って。社交界デビューしてすぐにわたくしの侍じ女じよになったから、舞踏会に参加する暇ひまもなかったでしょう？　早く婚こん約やく者しやを見つけないと、叔お父じ様も安心できないでしょうから」

　シュリーロッドは、あくまで親切心でティアレシアに声をかけた、というかたちにしたいのだろう。

　貴族の社交界は、主に情報交こう換かんの場や人脈を広げる場であるが、舞踏会となれば年とし頃ごろの男女が婚約者を見つけるための場という意味合いが強い。

　ちなみに、バートロム公こう爵しやく家けの令嬢であるティアレシアに婚約者がいないのは、ルディに頼たのんで婚約話が持ち上がる度たびにもみ消してもらったからだ。

　いずれ悪あく魔まに魂たましいを捧ささげるこの身に、婚約など必要ない。

「未熟な私のためにこのような会を開かい催さいしてくださるなんて！　ありがとうございます！　きっと、お父様も喜びますわ」

　満面の笑みを浮かべると、シュリーロッドの藍あい色いろの瞳と目が合った。

　その目は冷たく、殺意を宿していた。

　きっと、ティアレシアも同じような目をしている。

　互たがいに気づかないふりをして、表面上は笑みを交かわす。

「女王主しゆ催さいの宮廷舞踏会だから、きっと盛せい大だいになるだろうね。僕も今から楽しみだよ。君のファーストダンスは一体誰が務めるのだろう？　僕とも是ぜ非ひ踊おどってほしいな」

　女王の前だというのに、セドリックはティアレシアを幸せそうに見つめている。

　もう少し自じ嘲ちようしてほしい。女王の笑顔が引きつってきた。

　慌あわてて、ティアレシアはフォローを入れる。

「セドリック様には、女王陛下という最高のパートナーがいらっしゃいます。セドリック様のお慈じ悲ひで踊っていただけるとしても、私では力不足ですわ」

「そうよ。ティアレシアのパートナーを探すための舞踏会なのにセドリックが踊ったら台無しじゃないの」

「あぁ、そうだよね。ティアレシアに素す敵てきなパートナーが見つかることを祈いのっているよ」

　棒読みに聞こえたのは、ティアレシアだけではないだろう。

　シュリーロッドからの視線がかなり痛い。

「わたくしの侍女になって初めての公おおやけの場でしょう？　わたくしから、あなたにドレスを贈おくらせて頂ちよう戴だい」

「ありがたき幸せにございます。このご恩は忘れませんわ」

　ティアレシアは一礼し、深々と頭を下げる。

　十六年前の、憎ぞう悪おを。奪うばわれた、人生を。忘れたことはない。

「えぇ、きっと忘れられない素敵な舞踏会になるわ」

　女王もまた、美しく微笑ほほえむ。

　牽けん制せいし合う二人の様子を、セドリックは目を輝かがやかせて見つめていた。
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　その夜、ティアレシアは女王から贈られたドレスを前に溜ため息いきをついていた。

「……これを着なければならないのね」

　色は、大だい嫌きらいな赤。それも、女王陛下の色だと貴族に認にん識しきされている濃こい赤だ。

　首と肩を大だい胆たんに露ろ出しゆつするデザインで、スカートには装そう飾しよくがないシンプルなドレスだ。

「こんなに肩口が広いと、刻印が隠せない」

　右みぎ肩かたに刻まれた、悪魔との契けい約やくの証あかし。白い肌はだに真っ黒の模様は、かなり目立つ。

　しかし、露出している部分については、ショールを羽織ればなんとかなるだろう。

　問題は、ドレスの色だ。

　女王の色であるだけでなく、見つめているだけで気分が悪くなる血の色に、この身を包まれて冷静でいられるかどうか。

「それに、女王の色というのも問題ね」

　こんなものを女王主催の舞踏会に着て行けば、どうなるか。

　不敬だと責められるか、女王に気に入られた娘むすめとみなして取り入ってくる貴族が現れるか。

　ついに女王がバートロム公爵家を掌しよう握あくしたのだ、という意味合いにとるものもいるだろう。

　社交界というものは、額面通り受け取っていては生き抜いていけない世界だ。

　自分の立場を守るために、裏を読まずにはいられない。

　そこで判断を間ま違ちがえれば、家の存続に関わる。

「まぁいいわ。私がどんな風に噂うわさされたとしても、女王の治世は終わるもの」

　ティアレシアは笑みを浮かべ、ソファに座すわった。

　目の前のテーブルには、女王の側近たちの不正について詳しよう細さいに記された資料がある。

　フランツやヴェールド男だん爵しやくといった反シュリーロッド派が十六年かけて集めたものだ。

「こんなに心強い味方が、クリスティアンにはいてくれた」

　時間をかけて、シュリーロッドを断罪するための証拠を集め続けてくれた。

　公にする前に女王に知れれば極きよつ刑けいに処されることを覚かく悟ごした上で。

「本当に、ありがとう。みんなの十六年間を、けっして無む駄だにはしないわ」

　資料を胸に抱き、ティアレシアは目を閉じて大切な人たちの顔を思い浮かべる。

　ティアレシアを愛してくれた、ジェームス。バートロム公爵家の使用人たち。クリスティアンを信じて立ち上がってくれた、フランツ、ブラットリー、カルロ。ヴェールド男爵率いる、反シュリーロッド派の貴族たち。

　最初は、クリスティアンの復ふく讐しゆうに、大切な人たちを巻き込むまいと心に決めていた。

　しかし、十六年前の真実を求めていくうちに、王国の現状を知るうちに、これはクリスティアンだけの復讐ではないのだと気づいた。

　皆みなが皆、大切なものを守るため立ち上がろうとしている。

　一人ではすぐに消されてしまう火だが、小さな火も集めれば、すべてを吞のみ込む大きな炎ほのおになる。

　そのために、ティアレシアに必要なのは、情報と、不可能を可能にする力。

「……ルディ」

　無意識に、ティアレシアはその名を紡つむいでいた。

　しかし、ルディは現れない。

「また、どこかで遊んでいるのかしら」

　明日の舞踏会で、シュリーロッドへの復讐をいよいよ遂とげようというのに。

　肝かん心じんの契約を果たすべき悪魔が、ふらふらしているのはどういうことか。

　だんだんと、ティアレシアは腹が立ってきた。

「……俺が力になるって言っておいて、どこほっつき歩いてるのよ。従者なら、ちゃんと主である私の側に、いなさいよ！　ルディの馬ば鹿か！　キス魔ま！　変態悪魔っ！」

　ぼす、ぼす、とクッションに怒いかりのまま拳こぶしをぶつけていると、ふいに腕うでが摑つかまれた。

「誰が変態悪魔だって？」

「な、ルディっ、どうしてっ!?」

　腕を摑まれたまま、ティアレシアは突とつ然ぜん現れた悪魔を見上げる。

　まさか、クッションにぶつけた暴言をすべて聞かれていたのだろうか。

「散々人の悪口を言ってくれたようだな……それで、気はすんだか？」

　ルディがわざとらしく溜息をついた。

　その態度にも、また薔ば薇らの香かおりがしたことにも、何故か無む償しように腹が立った。

　ルディが、自分の知らないところで、誰かと楽しく過ごしている。

　優しくその身体に触ふれて、キスをして、愛を囁ささやく。

　そんな光景を想像しただけで、心がささくれ立つ。

「……いいえ、まったく。こんな大事な時に呼んでも来ないなんて」

「大事な時って言っても、別に命の危機に瀕ひんした訳じゃないだろ」

　淡たん々たんと放たれた言葉に、ティアレシアの胸は締しめ付つけられる。

（今までは、命の危機じゃなくても、側にいてくれたじゃない……）

　ルディが悪魔であることは、ちゃんと自覚しているつもりだった。

　だから、こんな風に感情的になって責めても意味がない。

　分かっているはずなのに、冷静になれない自分がいた。

「……あなたは、契約していても、私のことなんて、どうでもいいのよね？　私が復讐を遂げて、魂が得られればそれで」

「何を怒おこってる？」

「怒っているのはあなたでしょう？」

　ルディの協力は絶対に必要で、喧けん嘩かなんてしている場合ではないのに、感情のままに次から次へと言葉が止まらない。

「心はあげないなんて言ったから？　めんどくさくなった？　従者として私を見守るのが。だから、私には言えないところへ行くの？　でも、仕方ないじゃない。あなたは悪魔なのよ？　心を許せるはずが……っ」

　それ以上、言葉は続かなかった。

　ルディに抱きしめられて、それどころではなくなったのだ。心臓がどくどくとうるさい。

「あぁ、俺おれに心を許すな」

　耳元で、ルディの声がやけに切なく響ひびく。

　拒きよ絶ぜつの言葉であるはずなのに、自分を抱きしめる腕があまりに優しくて、ティアレシアは戸と惑まどう。

　数十秒の沈ちん黙もくが、数時間にも感じられた。

「俺もひとつ言いたいことがある」

「……な、なによ？」

「そうやって俺を責めるなら何故、あの男と死の監獄に行った？」

「あれは、魔ま力りよくを無む駄だ遣づかいしないためよ！　魔力ではなく権力を使えばすむなら、その方がいいでしょう」

　死の監獄に投とう獄ごくされたブラットリーを助けるため、セドリックに協力してもらったのだ。

　彼なりの償つぐないを、ティアレシアは受け入れている。

　それが、ルディは何故か気に食わないらしい。

「あなたには、明日の舞踏会でしっかりと力を使ってもらわないといけないもの。だから……」

　ティアレシアは覚悟を決めて、ルディをソファに押おし倒たおす。

　ルディからの抵てい抗こうは一いつ切さいなかった。というより、驚おどろいて動けなかったようだ。

　そして、自身の唇くちびるをルディのそれに重ねた。今回は失敗しなかった。

　軽く触れるだけのキス。

　それでも、キスには変わりないだろう。

　ルディが求める女性たちに比べれば、子どもっぽいだろうが、ティアレシアにはこれが限界だ。

「これで、魔力は十分っ……？」

　唇を離はなそうとした瞬しゆん間かん、それまで動きを止めていたルディがティアレシアの後頭部に左手をそっとあてた。

「全然足りない」

　かすれた声が聞こえた時には、もう一度唇が触れていた。
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「……ふ、ぁ……っ」

　ゆっくりと啄ついばむような優しいキスが繰くり返かえされ、思わず吐と息いきが漏もれる。

　キスに慣れていないせいで、息の仕方が分からなくて苦しい。唇から甘あまい痺しびれが巡めぐり、刻印の熱だけではない何かがティアレシアをじわじわと犯おかしていく。

　逃にげようにも頭を固定されていて、離れられない。

（どうして、こんなキスを……）

　今までの乱暴で、強ごう引いんなキスとはまったく違ちがっていた。

　こんな優しいキスをされたら、勘かん違ちがいしそうになる。

　魂を奪うだけの存在ではなく、大事に思われているのではないか、と。

　ちゅっ、と軽いリップ音がして、ようやく唇が離れた。

　その瞬間、ティアレシアの全身から力が抜けた。

「大丈夫か？」

　ぐったりとしたティアレシアの身体を支えて、ルディがにやりと笑う。

　その笑みは、いつもの意地悪なもので、キスにも深い意味はなかったのだと思わせる。

「えぇ……」

　心臓が早はや鐘がねを打つのは、魔力を与えたからだ。

　唇の感かん触しよくが消えなくて頰ほおが熱くなるのも、すべては目の前の悪魔のせい。

「……無駄遣い、しないでよ」

　ティアレシアが睨にらむと、ルディはわざとらしく肩をすくめてみせた。

「あぁ、そうだ。お前にこれを渡わたすのを忘れていた」

「これは……」

　ルディに差し出されたのは、ティアレシアによく似た人形だった。

　シュリーロッドに傷つけられた、あの人形。

　首の傷はきれいに縫ぬい合あわされ、その縫い目を隠すように可愛かわいらしいレースのチョーカーを付けていた。

　そして、服も黒い侍女服ではなく、明るい青色のドレスを着ている。

　その表情も、以前は無表情だったが、今はにっこりと笑みを描えがいている。

　人形の笑顔につられて、ティアレシアも自然と笑みを浮かべていた。

「お気に召めしましたか？　お嬢様」

「えぇ、ありがとう。こんなに可愛くしてもらえて、きっとこの子も喜んでいるわ」

　雨の日に倒れてから、この人形のことは気になっていたのだ。

　しかし、それどころではない、と考えないようにしていた。

「喜んでもらえて何よりだ。それでは」

　ルディが退出したのを確かく認にんして、ティアレシアは人形をぎゅっと抱きしめる。

「……心を許すなって言った側から、こんなことするなんて。本当に、悪魔の考えることはよく分からないわね」

　すべて、計算なのだろうか。

　拒絶の言葉も、心を乱す優しいキスも、生まれ変わった人形も。

　それでもかまわない。

　彼が、ティアレシアのために存在してくれているのならば。
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　赤いドレスに着き替がえ、口元には薄うすく紅べにを塗ぬり、銀色の髪かみは完かん璧ぺきに結ゆい上あげ、ローズピンクのショールを羽織る。

　ショールによって露ろ出しゆつしている肌はだは上品に隠かくされ、右みぎ肩かたの刻印も見えない。

　逸はやる気持ちを抑おさえるように深呼吸を繰くり返かえし、にっこりと笑えみを作る。

　鏡に映る自分は、非の打ちどころがないほどに美しく微笑ほほえんでいた。

「お姉様。私はずっと待っていました、この時を」

　すべてを信じ、愛していた心優やさしい王女クリスティアン。

　父を奪うばわれ、信じていた者に裏切られ、大切なものが踏ふみにじられ、心も身体からだも傷だらけになって初めて憎にくしみを覚えた。

「私は、ティアレシア。お人ひと好よしのクリスティアンではないわ」

　何もできなかった十六年前とは違ちがう。大切なものを守ることができるはずだ。

　そして、シュリーロッドに奪われたものを取り返し、復ふく讐しゆうを遂とげるのだ。

「準備はいいか」

　ルディがにっこりと笑みをつくり、耳元で囁ささやく。

　答えなど、決まりきっている。

「えぇ、もちろん」

「お前がどんな復讐を見せてくれるのか、楽しみにしている」

　ルディの言葉に頷うなずき、ティアレシアは微笑む。

「さて、そろそろ行きましょうか」

　微笑んだティアレシアの視線の先には、フランツとブラットリーが立っている。

　死の監かん獄ごくから救い出したブラットリーは、かなり体力と気力を消しよう耗もうしていたが、ティアレシアの話を聞くと、自分にも協力させてほしい、と驚きよう異いの回復力を見せてくれた。

　十六年前、何もできなかったと悔くいていたのはフランツやブラットリーだけではなかった。グリエム男だん爵しやくをはじめとする反シュリーロッド派の貴族たちとも接せつ触しよくし、ティアレシアはこの日を迎むかえた。

　フランツとブラットリーが目の前で跪ひざまずき、ティアレシアの差し出した手を取る。

（まるで、あの頃ころに戻もどったみたい。姿形は変わってしまったけれど……）

　クリスティアンに忠誠を誓ちかい、支えてくれていた二人が今、こうして再び自分の手を取っている。そのことに、ティアレシアは大きな力をもらう。

　悪あく魔まに見送られ、両側に騎き士しを従えて、ティアレシアは歩き出す──十六年間、待ち続けた瞬しゆん間かんのために。
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　上を見上げると、蠟ろう燭そくの灯あかりで幻げん想そう的に照らし出された豪ごう奢しやなシャンデリアが見えた。広間の円形に沿って吊つり下さげられており、金張りの天てん井じようと壁へき面めんがさらに煌きらびやかな空間を演出する。

「お父様、お待たせいたしました」

　ティアレシアは、王城で待ち合わせをしていた父のもとへ行く。

　フランツとブラットリーは別行動だ。

　大広間に足を踏み入れた時から、周囲の視線が痛い。

　今回は、銀色の髪のせい、というだけではないだろう。できるだけ自分の赤いドレスを見ないようにしているティアレシアと違って、皆みなの視線はドレスに釘くぎづけた。

　必然、一いつ緒しよにいるジェームスも針のむしろだ。

「おや、ルディは来ていないのか」

　頷くと、ジェームスは不思議そうに首を傾かしげた。

「珍めずらしいこともあるものだな……彼かれがいれば少しは安心できるのに」

　ぼそりと呟つぶやくジェームスに、ティアレシアはくすりと笑った。

　悪魔なのに、随分とジェームスの信しん頼らいを勝ち得ているようだ。

「ルディはただの従者だもの。こんな派手な場所は苦手なのでしょう」

　ルディがここにいれば、豪ごう華かな背景が引き立て役になっていただろう。

　黒衣に身を包んでいても、その美び貌ぼうは隠せない。

　ふいにキスした時のことまで思い出してしまい、顔が赤くなる。

　今ここにルディがいなくてよかったかもしれない。

　しかし、そんな娘むすめの様子にジェームスは気づいていないようだった。

「そうは思えないがなぁ……この前、ティアレシアが寝ね込こんだ時だって、彼が一晩中付きっきりで看病してくれたおかげで、一日で熱が下がったんだよ。本当に私が妬やけるくらい心配して側にいたから、お前が行くところにならどこへでもついて来そうなものだが」

　ジェームスの言葉に、ティアレシアは目を見開く。

「え……でも、あの時はお父様がずっと側にいてくれたんじゃ」

「私はお前の熱が下がって、落ち着いた時に屋敷に帰ったんだ。ちょうど目覚めたティアレシアの顔が見られて嬉うれしかったけどね。ルディが声をかけてくれたおかげだね」

　ジェームスの声がどこか遠くに聞こえた。

　それでは、眠ねむっていた時に感じていた優しい手は、ジェームスではなくルディだったのか。

（どうして、ルディは遊びに行っていたと噓うそを？　でも、現れた時たしかに薔ば薇らの香かおりがしたわ……）

　ティアレシアを看病した後、どこへ行っていたのだろう。

「女王陛下のご入場！」

　近衛このえ騎士の合図で、広間はいっきに静まり返った。

　ルディの行動を気にする余よ裕ゆうは、今のティアレシアにはない。

　敵てき陣じんなのだ。気を引きしめなければならない。




「急に呼んだのに、こんなに来てくれて嬉しいわ」

　広間を見み渡わたして、女王は嬉しそうに笑う。

　その隣となりには、女王の肩を抱だくセドリックがいる。

　何か予定があったとしても、女王の招待を断れる貴族はいないだろう。

　おそらく、招待した者全員が参加している。ざっと見渡す限り、百人は超こえている。

「みんなに紹しよう介かいしたい子がいるの。ティアレシア、出てきなさい」

　名を呼ばれ、ティアレシアはそっと足を踏み出す。

　大広間に集まった者たちが、玉座への道を開いた。

　視線の先にいるシュリーロッドは、美しく微笑んでいる。

　女王のドレスは、ティアレシアのものよりも露出が多く、色も深い赤だ。

　それでも、この場に赤を着ている女性は女王とティアレシアの二人しかいない。

　姿勢を正して、ティアレシアは女王の思おも惑わくへと自ら飛び込んでいく。

「知っている者も多いでしょうけれど、わたくしの侍じ女じよになった、ティアレシア・バートロムよ。社交界デビューしたばかりで、知り合いも少ないだろうから、わたくしがこういう場を用意したの。今日の舞ぶ踏とう会かいの主役は、ティアレシアよ」

　注目は、ティアレシアに集まった。

「女王陛下にこのような場を用意していただき、私は幸せ者でございます。どうぞよろしくお願いいたします」

　ドレスの裾すそをつまみ、淑しゆく女じよの礼をとる。

　パチパチという拍はく手しゆが会場を満たした。

「それじゃあ、主役のティアレシアから踊おどってもらいましょうか」

　女王の声で、宮きゆう廷てい楽がく団だんの演奏が始まる。

　三さん拍びよう子しのゆったりとした曲調のワルツだった。

「誰だれか、ティアレシアと踊りたい者は？」

　シュリーロッドの声に、名乗り出る者はいない。

　まだ、ティアレシアの立ち位置を皆が量りかねているのだ。

「あら。誰もこの子と踊りたくないのね。そうよね、こんな不気味な髪色をしているのだもの。もし子どもが生まれたら、その子も銀色の髪になるのかしら？」

　ティアレシアを笑え顔がおで侮ぶ辱じよくする女王を見て、会場内にいる者たちの安あん堵どの声がかすかに聞こえてきた。

　名乗り出なくて正解だった、と。

　そして、人々は女王に同調するように、銀色の髪は不気味だ、と蔑さげすむ。

「あら、足元に何か落ちているわ」

　シュリーロッドはティアレシアの側まで下りてきて、そっとドレスの裾を持ち上げた。

「あの、何もありませんが」

「いいえ、厚かましい虫がいるわ」

　そう言って、シュリーロッドはその鋭するどいヒールで思い切りティアレシアの足を踏みつけた。

「……つっ！」

　声も出ないぐらいの痛みが、ティアレシアの右足に走った。

「わたくしのセドリックに手を出したこと、後こう悔かいさせてあげるわ」

　女王の脅おどしは、ティアレシアの耳にだけ届いた。

「あら大変、虫が見えたのだけれど、間ま違ちがってあなたの足を踏んでしまったわね！　大だい丈じよう夫ぶ？」

　問いかけてはいるが、はなからティアレシアの返事など求めていない。

「ねぇ、このショール、踊る時に邪じや魔まじゃない？　あなたが肌を露出すれば、寄ってくる男がいるかもしれないわよ？」

　シュリーロッドの手によって、ショールが無理やり取り外されようとした。

　右肩の刻印が露あらわになってしまう。抵てい抗こうしようとしたが、足の痛みですぐには動けない。

　もう駄だ目めだ、と諦あきらめた瞬間、会場内の照明がすべて真っ暗になった。

　演奏も、ピタリと止まった。

（何が、起きているの……？）

　ティアレシアが顔を上げた時、一部にパッと明かりが灯ともった。

　暗くら闇やみに浮うかび上あがったのは、目元に銀の仮面をつけ、銀色のスーツを着た黒髪の紳しん士し。

　仮面をつけていても分かる、美しい顔立ちと均整の取れた体つき。

　どこの貴公子だ、と会場内はざわついた。

　すらりとした足で迷いなく向かったのは、その姿に見み惚とれているシュリーロッド──ではなく、ティアレシアの目の前だった。

「美しいご令れい嬢じよう、どうか私と踊っていただけませんか」

　膝ひざをついて、ティアレシアに手を差し出す。

　その動作もなめらかで、女性たちの甘あまい吐と息いきが漏もれる。

「はい」

　その手に自分の手を重ねて、ティアレシアは微笑む。

「あなたには、その色は似合わない」

　パチン、と彼が指を鳴らすと、ティアレシアの赤いドレスが真っ青な光こう沢たくのある絹のドレスに変わった。

　首元だけが開けたデザインで、肩の刻印はきれいに隠れている。

「さぁ、こちらの靴くつを」

　目の前で、見惚れるような動作で仮面の男が跪く。

　差し出したのは、ターコイズブルーのハイヒール。

　訳が分からないままに右足を持ち上げられて、赤い靴は脱ぬがされ、青い靴へと変わる。
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　そして、彼はあろうことか足の甲こうに軽いキスを落とした。

「なっ……」

　羞しゆう恥ちがこみあげてきて、思わず声をあげかけた。

　しかし、唇くちびるが触ふれたところがひんやりとして、痛みが薄れていることに気づく。

　シュリーロッドに踏みつけられて赤く腫はれていた右足の甲は、もう痛みを感じなかった。

（……治して、くれたのね）

　おかげで、ティアレシアは真まっ直すぐに立つことができた。

「さぁ、これで準備は整いました」

　楽団の演奏が再開され、止まっていた時はまた流れ始める。

　銀仮面の紳士にぐっと腰こしを抱き寄せられ、ティアレシアの身体は軽く浮く。

（……強ごう引いんなリードね）

　セドリックの優しいリードとは違う、パートナーを振ふり回まわす強引なリードだ。

　クリスティアンの時は、ダンスが苦手だった。

　しかし、ティアレシアとして生まれ変わり、初めてのダンスの記き憶おくを消したくて必死に練習した。

　だから、分かる。こんな好き勝手な動きをされているのに、ティアレシアの足が絡からまったり、リズムからズレたりせず自然についていけるのは、彼がとても上手だからだと。

　それに、その動きはティアレシアのドレスをとてもきれいに魅みせてくれるようだった。

　ふわり、ふわりとスカートが花びらのように広がって、シャンデリアの光を受けて輝かがやく。

　その様子は幻想的で、誰もが目を奪われた。ただ一人、女王陛下を除いて。

「足は大丈夫か？」

「えぇ、ありがとう。まさかあなたがこんなロマンチックに登場するとは思わなかったわ」

「だって、今夜の主役はお前だろう？」

　誰もが羨うらやむ演出は必要だ、と仮面の下でにやりと笑う。

　前髪をオールバックにして、黒ではなく銀色のスーツを着こなした姿は、いつもとは違っていてなんだかどきまぎする。

（ルディと、ダンスを踊ることになるなんて……）

　それも、踊っているのは二人だけだ。

　こんな最高の演出に、胸が高鳴らない女性がいるだろうか。

　たとえ、それが一時の夢だとしても。

「ねぇ、重くない？」

　持ち上げるようなリードに少し不安になって問うと、ルディはティアレシアを抱き上げて軽くターンをしてみせた。その勢いに、ティアレシアはルディにぎゅっとしがみつく。

　見た目は紳士でも、やはり意地悪な中身は変わっていない。

「すでに潜せん入にゆうは完かん了りようした。いつでも、始められる」

　ルディの報告に、ティアレシアは口元を緩ゆるめた。

　再びぐっと腰を持ち上げられて、三拍子のリズムに合わせてくるくると回る。

　いつもより高い場所から見る大広間の景色は、とてもきれいだった。

　振り落とされないか、と最初はドキドキだったが、たくましい腕うでは安定していて、今は体重を預けている。

　その時間は、本当にあっという間だった。

「麗うるわしいご令嬢と過ごせて、私は幸せでした」

　皆に聞こえるようにそう言って、ルディは胸むな元もとから青い薔薇を一本取り出し、ティアレシアの髪に挿さした。そして、耳元で囁く。

「お嬢様の願いが叶かないますように……」

「どうもありがとう」

　決意とともに、ティアレシアはにっこり笑った。

　その瞬間、二人だけを照らしていた広間の明かりはすべて灯り、元通り明るくなった。

　一種のショーを見せられたような心ここ地ちで、人々は女王の前だということを忘れて二人に拍手を送る。

　自らが暗闇に置かれていたことに我が慢まんならなかったのだろう、頰ほおをひくつかせ、歪ゆがんだ笑みを浮かべた女王が見える。

「その男は何者？」

「さあ。私もよく存じませんわ」

　白々しい噓を、ティアレシアは平気でつく。

「次は、僕ぼくが相手をしてもらおうかな」

　空気を読まない女王の夫が笑顔で手をあげた。

「セドリック、あなたの相手はわたくしでしょう？　それに、この子は正体不明の男と踊ったのよ。わたくしがせっかく用意してあげたこの舞踏会で。わたくしが招待した貴公子ではない男と……！」

　ギリギリと、歯ぎしりの音が聞こえてきそうだ。

　シュリーロッドは怒いかりを必死で抑えているが、その背後から近衛騎士が何かを報告すると、たちまち笑顔になった。

「ふふっ、でも知っていたわ。お前がセドリックだけでなく男なら誰でも誘ゆう惑わくする、最低な女だと！　あの者たちをここへ！」

　勝かち誇ほこったような笑みを浮かべて、シュリーロッドが自身の騎士に命じる。

　その命を受けて、近衛騎士たちが数人がかりで連れてきたのは、フランツとブラットリーだった。

　華はなやかな空気から一変、物々しい状じよう況きように招待客たちは固かた唾ずを吞のんで見守る。

　自分たちに飛び火しないように、ジリジリと後ずさっている者もいた。

「この者たちが、誰だか分かるわよね？　お前がわたくしを陥おとしいれるために手をつけた男たちでしょう？」

　シュリーロッドは、皆によく聞こえるように、大きな声でゆったりと話す。

「わたくしに、ブラットリーは死んだ、という報告をしたのは誰かしら？」

「はい。私です」

　一人の男が前に出た。女王の側近であるアルゼン侯こう爵しやくだ。

「ブラットリーは死んでいないじゃない。どうして噓の報告をしたの？」

「ティアレシア様に脅されました。誓って、私は女王陛下の忠誠を裏切った訳ではありません！」

「脅されたのなら、仕方ないわね……すべて、あの女が悪いのよね？」

　アルゼン侯爵は、しっかりと頷いた。観衆と化している招待客がざわついた。

「フランツがティアレシアと接触していると報告したのは？」

　女王の問いに、緊きん張ちようした面おも持もちでゼイレン伯はく爵しやくが出てくる。

「指名手配されているフランツが、バートロム公こう爵しやく家けでティアレシア様と会っているのを見て、これはただ事ではないと判断し、ご報告いたしました」

　その様子に、ティアレシアはクリスティアンの公開審しん議ぎを思い出す。

　自分の言い分は聞いてもらえず、一方的に話が進められていく様を眺ながめるだけの、その、無力さを。

「ふふ、この男に死んだふりまでさせて、指名手配の騎士と手を組んで、どうするつもりだったのかしら？　わたくしを、殺そうとでも思った？　先日の茶会ではうまく逃にげられたけれど、わたくしはお前の中にある殺意に気づいていたわ」

　女王の言葉は、真実に近かった。だから、否定はしない。

　そして、ティアレシアはじっと黙だまって待つ。

　勝利に酔よいしれるシュリーロッドが、本心を口にする瞬間を。

「これで、バートロム公爵家が女王に反逆を企くわだてていることは明らかになったわ。バートロム公爵家は一族皆死し刑けい、脱だつ獄ごくしたこの男も、逃げたこいつも！　ふふふ、全員、死刑よ！　あぁ、やっとだわ……クリスティアンに連なる者たちを、これでようやくすべて葬ほうむり去される！」

　堪こらえきれなくなった、シュリーロッドの笑い声が大広間に高らかに響ひびく。

　その笑みにつられるように、ティアレシアも笑った。

　おかしくてたまらない。

　自分の思い通りにすべてが進むと思っている様が、あまりに滑こつ稽けいで。

「何が、おかしいの？　お前は死ぬのよ」

「いいえ、私は死にません。女王陛下はただ、憎いクリスティアン様を守る者を消したかっただけでしょう？」

　ティアレシアは感情的にならないよう、淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

「フランツやブラットリーは、国王であった父を殺し、敵国と内通していた大罪人クリスティアンの側近よ？　生かしておけるはずないじゃない」

「だったら、そこにいるセドリック様は？　クリスティアン様の婚こん約やく者しやだったのですよ。どうして、女王陛下は夫に迎えたのですか？　セドリック様は、いまだに大罪人であるクリスティアン様を愛しているというのに」

「黙りなさいっ！」

　ぴしゃり、とシュリーロッドの金切り声が耳に刺ささる。

「近衛騎士、早くこの娘とバートロム公爵を捕とらえて牢ろう獄ごくへ入れなさい！」

　これ以上、話されたくないのだろう。

　ティアレシアは、自らを捕らえに来た騎士に抵抗するふりをして、ドレスの内側に仕込んでいた資料を床ゆかにばらまいていく。

「な、なんだ、これは……？」

　近くにいた招待客が拾い上げ、その内容に驚おどろきの声をあげる。

「ゼイレン伯爵！　これはどういうことだ？　安物のワインを私に高値で売り付けていたのか！　しかも、税金の横領まで……っ！」

「ん、なんだこれは……闇やみ取とり引ひきの帳ちよう簿ぼか？　ブロッキア王国で禁止されているカザーリオ帝てい国こくの毒物を、エイザック侯爵が……？」

「ちょっと待て……宮廷医師の診しん断だん書しよにそっくりなものがどうして、こんなところに？　アルゼン侯爵のサインがあるぞ」

　自分の名前が出てきたことで、側近三名は慌あわてて床に散らばった資料を集めようとした。しかし、資料は客から客へと渡っていき、皆の、女王の側近への視線が鋭くなる。

　十六年間にわたって、反シュリーロッド派の皆が必死で集めた証しよう拠こたち。

　ティアレシアの腕を摑つかもうとした騎士も、動きを止めた。

「ち、違う！　これは罠わなだ……！」

「そうだ、我々を嵌はめるために偽ぎ造ぞうされたものだ！」

　自らの罪を暴かれようとしている側近たちは、苦しい言い訳を口にする。

「これは、女王陛下のためにしたことだ！　私は悪くない！」

　ついには開きなおって、すべてを女王陛下のせいだ、と言い始める始末。

「お前たちが権力を求めて勝手に動いたのでしょう？　わたくしは何もしていないわ！」

　関かん与よしていないはずがない。しかし、女王はきっぱりと側近たちを切り捨てた。

「女王陛下の側近の皆様にも、色々と事情があるようですね」

　にっこりとティアレシアが笑うと、シュリーロッドの顔から笑みが消えた。

「一体、どういうつもり？　こんなもの、わたくしには何の関係もないわ。必死にかき集めたのだろうけど、無む駄だなことだったわね」

「あら、これだけではありませんわ。女王陛下は今も罪を犯おかしているではありませんか。嫉しつ妬と深ぶかい女王陛下らしい、醜みにくい罪を」

　そう言って、ティアレシアは美しく微笑む。最愛の人の前で、醜く恐おそろしい自分の罪を晒さらされるのはどんな気分だろうか。

「セドリック様は一度も女王陛下を求めたことはなく、城下の裏街から若い女性たちを連れてきていました。それも、クリスティアン様によく似た容姿の女性ばかりを。そして、夫を愛する女王陛下は、女性たちのことを知り、彼かの女じよたちが二度とセドリック様に会うことがないよう、監かん禁きんしたのですわ。嫉妬とは実に恐ろしいものですね」

　監禁され、衰すい弱じやくしていた女性たちは、反シュリーロッド派のもとで保護している。

　もう二度と彼女たちを女王が傷つけることはできない。

「……殺してやる、殺してやるわっ！」

　女王が抑えきれない殺意をティアレシアに向ける。

　しかし、その殺意は自身の騎士によって阻はばまれる。

「シュリーロッド女王陛下、どういうことですか？」

　近衛騎士たちが間に割り込み、硬かたい声で問う。

　それに対しても、女王は怒りを覚えて叫さけぶ。

「お前たち、わたくしを侮辱したこの女を信じるというのっ？」

　シュリーロッドはすべてに敵意を向けていた。ただ一人、最愛の夫を除いては。

「……あぁ、残念だ」

　静観していたセドリックが、がっくりと肩を落とした。

「ねぇ、シュリー。君は、女王陛下にふさわしくない。本当に、ひどい君主だ」

　その声は、ひどく冷れい淡たんで、ゾッとするほどに低かった。

　夫の冷たい言葉に、シュリーロッドは首を何度も横に振った。

「どうして、どうしてそんなことを言うの？　この女に何か吹ふき込こまれたの？」

「ティアレシアが言ったことは、全部本当のことだろう？　それに、君は、どんなに頑がん張ばってもクリスティアンには及およばない。僕の心を動かすのは、クリスティアンだけだ」

　そう言って、セドリックはティアレシアにうっとりと微笑みかける。

　その視線を遮さえぎるように、シュリーロッドは必死にすがりつく。

「やめて！　もうクリスティアンはいないじゃないの！　ねぇ、どうして、セドリック！」

「クリスティアンがいなくなったからって、僕の心が得られると思うな。君は、自分の父親を殺しただけではなく、僕からクリスティアンを奪った女だ。愛せるはずがないだろう」

「そんなっ……何のために、わたくしがクリスティアンを──……」

　シュリーロッドは、ハッと口元を押さえた。

　しかし、その先に続く言葉は誰もが予想できた。

「女王陛下、そろそろ真実をお話しになってはいかがですか？」

　ティアレシアの唇が弧こを描えがく。

　その言葉を合図に、捕らえられていたフランツとブラットリーが軽々と騎士の拘こう束そくから抜ぬけ出だした。

「クリスティアン様は、エレデルト様の暗殺も、カザーリオ帝国との内通もしていない。ただ純じゆん粋すいに国を想おもう心優しい女王は、無実の罪で処しよ刑けいされたんだ。俺おれは、クリスティアン様の騎士として、真実を明るみにするために生きてきた！」

「俺が作成した報告書を、よくも審議で書き換えてくれたな？　アルゼン侯爵。エレデルト様を殺した毒の入手経路にたどり着いた途と端たん、俺は牢獄行きになったんだ。エイザック侯爵の狡こう猾かつさには舌を巻くよ」

　暴かれた、女王の側近たちの数々の不正。女王のセドリックに対する失言。

　それらの後に聞けば、その真実味も増す。

　二人には、シュリーロッドを油断させるためにわざと捕つかまってもらったのだ。

「どれだけ喚わめいたところで、お前たちは反逆者として死ぬのよ！」

「女王陛下は、大きな勘かん違ちがいをしていらっしゃいます。私たちは、反逆者などではありませんわ」

「反逆者でないなら、なんだというの？」

「……しいて言うなら、革命者ですわ」

　その言葉に、舞踏会の参加者たちが歓かん声せいをあげた。

　その顔かお触ぶれには、反シュリーロッド派以外の貴族もいる。

　そして、ティアレシアは両手を広げ、彼らを煽あおるように言葉を紡ぐ。

「ブロッキア王国の民たみよ、今こそ立ち上がるのです！　このまま女王シュリーロッドの治世の下、女王に縛しばられ、苦しい生活を続けるのか、女王を血の玉座から引きずりおろし、平和な王国を取り戻すのか。私は、この王国をあるべき姿に戻すために戦う。私と共に戦う者は？」

　一いつ瞬しゆん、その場はしんと静まり返った。

　シュリーロッドは、馬ば鹿かな小こ娘むすめの戯たわ言ごとに誰が耳を貸すものか、と笑みをつくろうとした。

　しかし、次の瞬間、うおぉぉ！　という凄すさまじい大歓声が空気を響かせた。

　その声は、大広間に集まったすべての者たちの思いが具現化したようにシュリーロッドの肌を圧あつ迫ぱくした。

　ティアレシアは言い放つ。

「この王国の者たちすべてが、もはやあなたを女王とは認めていません」

「何を馬鹿なことを……」

「実際に、目で見た方が早いでしょうね」

　真っ青なドレスを翻ひるがえし、ティアレシアは大広間の扉とびらに向かって歩き出す。

　扉を開き、その先の光景をシュリーロッドに見せつけた。

「ブロッキア王国に住まう者たちの、噓うそ偽いつわりない真実の声ですわ」

　大広間の外に広がる前庭には、地面が見えないほどに多くの人が立っていた。

　それは、ティアレシアの予想をはるかに超える人数だった。

（ヴェールド男爵のお力ちから添ぞえのおかげね……）

　集まった者は皆武器を持ち、旗を掲かかげている。

　シュリーロッドを示す薔薇の王おう冠かんは、黒いペンキで塗りつぶされていた。

　それが何を意味するのか。

　シュリーロッドは正確に理解してくれたようだ。

「よくも、やってくれたわね。どんな手を使ったというの」

「簡単ですわ。女王陛下の幸せで平和な王国なんてものははじめから存在しなかったのです。誰もが、女王陛下に不満を抱いていました。自分を大切にしてくれない人を、どうして大切にしようと思えますか。簡単に裏切られるということは、それだけ女王陛下に人徳がなかったということでしょう……エレデルト国王はあんなにも国民に愛された王であったというのに」

　優しかったエレデルトの笑顔、バイロンの最さい期ごの笑顔、クリスティアンに期待を寄せてくれた人々の笑顔を想う。

　クリスティアンは、この国を背負う覚かく悟ごを決め、守りたいと強く思った。

　守りたかった国も、人々の幸せも、大切な人も、自分の命も、そのすべてをシュリーロッドに奪われた。

　復讐を誓い、悪魔に魂たましいを売った。絶対に、シュリーロッドを地じ獄ごくに堕おとすと決めて。

「その血にまみれた玉座から、さっさと降りなさい」

　ティアレシアは有う無むを言わさぬ強い口調で、女王にとっての死刑宣告をにこやかに告げた。

　その瞬間、ギリギリとのところで踏みとどまっていたシュリーロッドの治世が、ガラガラと崩くずれ落おちた音がした。




「……るさい、うるさい、うるさいうるさいっ！　わたくしを愛さない者など、すべて消えてしまえばいいのよ──っ！」




　シュリーロッドが叫んだ瞬間、その身体から黒い霧きりのようなものが立ち上る。

　その霧は会場中に広がって、そこにいる人々を吞み込んでいく。

「お父様！　フランツ！　ブラットリー……みんなっ」

　一人、また一人と倒たおれていき、会場に立つのは三人だけとなった。

　そして、その霧が最も濃こい場所に、人ひと影かげが現れた。

　その人物を見て、ティアレシアは息を吞む。

「おやおや、これはまた随分と大勢の人の前で泣かされたようですね」

　銀ぎん縁ぶちの眼鏡を人差し指でくいっと上げ、シュリーロッドをからかうように笑ったのは、女王の側近、宰相のチャド・ブルシットだった。

　ルディの目の色が変わる。

「ようやく姿を現したな」

「どうも。顔を合わせるのは初めてですね」

「あの時は魔ま力りよくの消費が激しくて相手できなかったが、今日は十分楽しめるぞ」

「私としては、あなたたち二人の関係を楽しもうと思っていたのですが。主が許してくれないようですね」

　ルディに威い嚇かくされたチャドは、わざとらしく溜ため息いきをついた。

「チャド……あなたが、悪魔？」

「えぇ。お久しぶりですね。クリスティアン様とお呼びした方が？」

　その言葉で、チャドが悪魔であることを受け入れざるをえなかった。

　以前会った時、十六年変わらない容姿に驚いたことも納なつ得とくがいく。

「いいえ、私はティアレシアよ。あなたは、女王陛下に軽かろんじられていると言っていたけれど、どうやら頼たよりにされているみたいじゃない」

「まぁ、少々事情がありましてね。でも、これが最後です」

　その言葉の意味を理解する前に、チャドはシュリーロッドに近づいた。

「ねぇチャド、わたくしを愛さないこんな世界、いらないわ！　そして、世界を創り変えるの。わたくしのためだけの世界を創りましょう！」

　焦しよう点てんの合わない目で、シュリーロッドはぎこちない笑みを浮かべて叫ぶ。

「えぇ、あなたのためにこの世界を終わらせましょう」

　チャドがシュリーロッドの手を取った瞬間、二人は消えた。転移したのだ。

「どこへ行ったの？」

「目くらましにこの霧を使われてるな……ここで下手に魔力を使えば、この場にいる人間に影えい響きようが出る。とにかく、ここを出るぞ」

「そんなっ……みんなはどうなるの！」

「こいつらを死なせないために、今できることはなんだ？　あいつらを止めることだろう」

　ティアレシアは、開きかけた口を閉じた。ルディの言う通りだ。

　何を弱気になっていたのだろう。

　ティアレシアは頭を切きり替かえて、状況を整理する。

　シュリーロッドが契けい約やくしていた悪魔はチャドだった。

　エレデルトの時からずっと、彼は宰さい相しようとして仕えていたのに。

　そういえば、とティアレシアは夢の中でエレデルトが語ったことを思い出す。

　──けっして悪の心に負けてはいけないよ。封ふうじられた悪魔が、目を覚まさないように。

　もし、チャドが封じられた悪魔だとしたら…………。

「ルディ、二人の居場所が分かったわ」

　女性たちが監禁されていた場所は、この国で最も聖なる場所だった。

　そして、そこは悪魔を封ふう印いんするにふさわしい場所でもある。

　──聖レミーア大聖堂。

　そこに、必ずいるはずだ。
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「シュリーロッド、お前に可愛かわいい妹ができたよ」

　優しい父が微笑んだ。

　産まれたばかりの妹は天使のように愛らしく、頼りない手でぎゅっとシュリーロッドの手を握にぎった。

　自分一人では何もできない存在。

　誰かに愛されねば生きていけない存在。

　それが、赤あかん坊ぼうだ。

　シュリーロッドはその無力な存在の誕生を、心から喜んでいた。

　正せい妃ひの娘である異母妹など邪魔なだけだというのに、まだ二歳で何も知らなかったシュリーロッドは姉として妹がただただ可愛かった。

　それなのに……。

「あぁ、可哀相かわいそうに。国王はお前を愛していないんだ。クリスティアンがいなければ、こんな寂さびしい思いをしなくてすむのに」

　父に愛されない娘なのだと、祖父はシュリーロッドを憐あわれんだ。

　そして、一人で歩けるほどにクリスティアンが成長した時、母レイネが病気で死んだ。

　しかし本当は自殺だったのだと、祖父から聞かされた。

　それも、クリスティアンの存在に心を病やんでしまったのだ、と。

　素す直なおで、純粋なクリスティアンは父だけでなく王宮内すべての人間に愛されていた。

　それは可愛らしい容姿だけでなく、穢けがれのない心を持っているからだ。

（だったら、わたくしの心は醜いというの？）

　初はつ恋こいの相手である隣りん国ごくの王子セドリックは、妹の婚約者になった。

　クリスティアンは、王位継承権第一位に指名された。シュリーロッドがこれから手にするべき地位と名めい誉よさえも奪う存在だ。

　もう、無力なだけの存在ではない。

　だから。今度は自分が、クリスティアンから、すべてを取り戻すのだ。そのために怪しい呪まじないや黒魔術を調べ、たどり着いたのは封印された悪魔の存在だった。

「本当に悪魔がいるのなら、わたくしに力を与えて頂ちよう戴だい……」

　そうして、悪魔に出会ったシュリーロッドは、自分を愛さない父を殺し、何もかもを奪った異母妹を処刑し、誰からも愛される女王になった──はずだったのに。
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　聖レミーア大聖堂の地下神しん殿でんは、王族だけの祈いのりの場だ。

　神聖なこの場所で、王族は国のために祈りを捧ささげる。白しら壁かべに施ほどこされた精せい緻ちな彫ちよう刻こくは、生命力を象しよう徴ちようする森を現しており、高い天井には太陽と月が描かれている。外の騒さわぎなどなかったかのように静かな礼拝堂を抜け、地下神殿へと続く階段を進む。

　ルディとともに先へ進みながら、ティアレシアはレミーア教の聖書にある『悪魔の章』を思い出していた。

　悪魔の王をレミーア神が封印し人間を守った、という伝説。

　聖書によると、レミーア神はもう二度と悪魔が力を持てないように悪魔の魔力を三つに分断し、それぞれを封印した。そのうちのひとつが、この聖レミーア大聖堂に封印されていると言われている。

　階段を下りると、太陽と月が向かい合うようにして描かれた扉が見えた。

　この扉が、地下神殿への入口だ。

　扉を開くと、広い空間には黒い霧が漂ただよっていた。

　ゴオゴオという地響きが、空気を震ふるわせる。

　その中心に、シュリーロッドは、笑って立っていた。側にはチャドが控ひかえている。

「馬鹿な女ね。わざわざ自分から殺されに来たの？」

「いえ、今、死ぬつもりはないわ。諦めて。もう、あなたは終わったの」

「終わるのはそっちよ。わたくしはこの世界を終わらせて、もう一度──」

「無駄よ。すべてがつくりものの世界で愛されても、虚むなしいだけじゃない。結局、あなたは孤こ独どくなままだわ」

「黙れっ！　お前に何が分かる！」

　真っ赤なドレスは黒く染まり、きれいにまとめていた髪も振り乱して、女王が血走った目で叫ぶ。

　ティアレシアはそんなシュリーロッドを冷ややかに見つめて、言い放つ。

「誰も、あなたにはついていかないわ！」

　ティアレシアは、シュリーロッドの傷ひとつない頰に思い切り平手打ちをお見み舞まいした。

　パチン、という小気味いい音がして、シュリーロッドが地面に倒れ込む。

「それが、叩たたかれる痛みよ」

　ティアレシアは、頰を押さえて震えるシュリーロッドに覆おおいかぶさった。

「あぁぁっ！　チャド、わたくしを傷つけたこの女を、早く殺して！」

　チャドは冷ややかな笑みを浮かべるだけで、動かない。しかし、地響きは大きくなり、壁や地面には亀き裂れつが入りはじめていた。

「あなたは、何も分かっていない。自分がどうして孤独になったのか。それが分からなければ、誰もあなたの力になりはしないわ。利用され、切り捨てられるだけ……──本当に、憐れなお義ね姉え様さま」

　シュリーロッドの耳元で優しく囁いて、ティアレシアはにこりと笑う。

「お、お前、は……クリスティアン!?　そんなはず、ないわ……だって」

「えぇ、クリスティアンはお姉様に処刑されたわ。だから、奪い返しに来たの」

　シュリーロッドの足元に、古代文字で描かれた魔ま法ほう陣じんが見えた。

　それが、この地響きの原因だろう。早く止めなければ、地下神殿が崩れてしまう。

「まだ封印は完全には解けていないようだ。今なら、不完全な俺の力でも抑えられる」

　ルディの言葉に、ティアレシアは頷いた。

　チャドは、聖書の『悪魔の章』に存在する、封印された悪魔だ。

　古代文字は、一部の王族にのみ受うけ継つがれる文字だ。どうやら、代々ブロッキア王国の国王となる者には、封印者としての役割があったらしい。だからこそ、悪魔の力を欲したシュリーロッドにとって、悪魔の封印を担っていたエレデルトは邪魔な存在だった。

　エレデルトが夢で伝えたかったのは、彼のことだったのだ。

（まだ封印の力に抑えられているから、チャドの力を自由に使えなかったのね……）

　女性たちが発見された場所は、この祈りの場だった。

　シュリーロッドは、この神聖な場所を穢し、悪魔の封印を少しずつ緩めていたのかもしれない。

　ルディの言葉を聞いてチャドが口を開く。

「おや、あなたが私の相手を？　少しは楽しませてくれるんでしょうね」

「お前こそ、封印されてるくせによく言うな」

「心外ですね。私は、人間を愛するなどという愚おろかな真ま似ねはしませんよ」

「黙れ」

　にやり、と笑ったチャドに、ルディが全力で魔力をぶつけた。

　そして、チャドもそれに応戦する。

「お前、封印されてる上に契約にも縛られてるじゃねぇか。それなのに何な故ぜ、さっきあの女を助けなかった？」

「あなたと違って契約者に何の思い入れもありませんからね。あなたたちが追おい詰つめてくれたおかげで、ようやく封印を解く気になったようなので、あなたたちの方に感謝してるくらいですよ」

「お前のためじゃねぇよ」

「あぁ、クリスティアンの魂を宿すあの娘のためでしたか。でも、せっかく生まれ変わったのに、残念ですね。この世界はもうすぐ終わるんです」

「それは無理だな。俺がお前を止めてやる」

「これは、あなたのためでもあるんですよ。愛を知った悪魔の末路を知らない訳ではないでしょう？　元げん凶きようとなる人間を殺してしまえば、すべては解決する」

「知ってるさ。だが俺は、あいつを手放すつもりはない」

　力は、ほぼ互ご角かくのように見えた。

　悪魔同士の戦せん闘とうは、人間のティアレシアの目では追えない。

　何か言い争っているようだが、それも聞き取れなかった。

（絶対に負けないで、ルディ）

　ティアレシアは、古代文字の解読に取りかかる。

　ルディが引き付けてくれているうちに、王族の一員として、悪魔を封印しなければならない。

「な、何をするつもりなの……っ!?」

　魔法陣に触れようとしたティアレシアを、シュリーロッドが阻む。

　しかし、ティアレシアはシュリーロッドを突つき飛とばし、魔法陣から遠ざけた。

「壊こわれてしまう、すべてが……わたくしに、皆が忠誠を誓ったのよ。クリスティアンばかりを気にかけていた者たちまでもが、わたくしを敬ってくれたの……この世界はわたくしの、ものよっ！」

　おそらく、シュリーロッドは、悪魔の力を使って周囲の人間の記憶や心を操あやつったのだ。

　チャドを元通り、完全に封印すれば、それらの力がすべて失われる。

　すぐ側では、チャドとルディが激しく魔力をぶつけ合っていた。

　ルディの魔力が底をつく前に、片を付けなければならない。

「私から何もかも奪ったのはお姉様ですわ。だから、私がすべてを終わらせてあげる」

　古代文字を読み取り、ティアレシアは微笑んだ。

『封印を担になう者よ。その強い魂によって悪魔を従え、国を導かん』

　読み取った文字を頭の中で繰り返し、魔法陣に触れた。




「我わが名は、ティアレシア・バートロム。この国を救ってみせる！」




　この魂はクリスティアンの生まれ変わりだが、今はティアレシアとして生きている。

　二度目の人生こそは、愛する者を、この国を、大切なものを失いたくないと強く願う。

「チャド！　お前をもう一度、ここに封印するわ！」

　触れていた地面が熱を持つ。

　すでに悪魔と契約しているこの魂では、聖なる魔法陣にはじかれるのか、手がジリジリと火傷やけどしたように痛みを感じている。

　やはりティアレシアでは無理なのか。

　諦めかけた時、余裕だったチャドに変化が生まれた。

　その身体が、徐じよ々じよに魔法陣の中心に引き寄せられていくのだ。

「な、何故だ……？　封印を担う者にしか反応しないはずなのに……っ！」

「俺のお嬢様は特別なんだ」

　得意げに、ルディが笑う。

「待って。チャド、駄目よ！　あなただけは……っ！」

　少しずつ魔法陣に吸すい込こまれていくチャドに、シュリーロッドが手を伸のばす。

　シュリーロッドは必死だった。

　チャドの力がなければ、残ざん酷こくな現実を忘れることもできない。

　平和な王国も、崇すう拝はいされる女王も、愛し合う夫ふう婦ふも、シュリーロッドが望むものは何ひとつ存在しないのだから。

　すべては、悪魔の作り出した、虚きよ構こうの世界。

　シュリーロッドの手は、虚しく空くうを摑んだ。チャドの姿は完全に消えていた。

「成功した、のね……」

　もう、女王の悪魔は現れない。

　封印は成功したのだ。封印の主導権はティアレシアに移った。

　周囲を包んでいた黒い霧はなくなり、静せい寂じやくが訪おとずれる。

　シュリーロッドは、愕がく然ぜんとした表情でティアレシアを見つめていた。




　レミーア暦れき一〇一五年、二月十六日。

　宮廷舞踏会にて、シュリーロッドの罪と悪政は国民の知るところとなった。

　エレデルト国王暗殺に関与した三人の大臣と首しゆ謀ぼう者しやであるシュリーロッド、そして陰いん謀ぼうに協力したセドリックも捕ほ縛ばくされた。

　そしてこの日、ブロッキア王国に新たな王が生まれた。

　シュリーロッドの治世に苦しんでいた国民たちは、新国王ジェームス・バートロムの誕生を心から祝福した。
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　扉の外は、新国王の即そく位いに浮き足立っている。

　同じ王城内であるのに、どうしてここだけ静かで、冷たいのだろうか。

　がちゃり。ゆっくりと扉が開く音がして、シュリーロッドは顔を上げた。

　ここは、王城内にある幽ゆう閉へい塔とう。罪を犯した王族が捕らえられ、一生を過ごす場所だ。

　死の監獄とは違って、必要最低限の調度品は揃そろっている。

　どれも質の悪いものばかりで、窓には鉄てつ格ごう子し、扉には何重にも鍵かぎがかかっているが。

　許可を得た者しか立ち入ることができないこの場所に、入ることができる人物はそう多くない。

「お姉様、ごきげんいかがですか？」

　自分に死を運ぶ娘の笑顔が眩まぶしくて、シュリーロッドは目を逸そらす。

　いつもの赤いドレスではなく、質の悪い黒いドレスを身に纏まとい、手足は細長い鎖くさりでつながれている。

　無様に、すべてが自分に歯向かう世界で生きている。

　どうしてこうなってしまったのか。

　目元は泣き腫らしていて赤く、艶つややかだった蜜みつ色の髪も、今は乱れて見る影もない。

「お姉様、十六年前とは立場が逆ですね。それにしても、こんな場所があったなんて、驚きですわ」

　にっこりと微笑んでシュリーロッドを見下ろすのは、華やかなオレンジ色のドレスを着たティアレシア・バートロム。

　その魂は十六年前、シュリーロッドの陰謀により無実の罪で首を刎はねられたクリスティアンのものである。

　十六年前、シュリーロッドは処刑前のクリスティアンをこの幽閉塔に入れずに直接死の監獄へと送った。

　それはひどく、クリスティアンの心を傷つけ、恐きよう怖ふを植え付けた。




「クリスティアン……お前は、死んだはずよ……っ！」

「言ったでしょう？　お姉様を許さない、地獄に堕とす、と」

　シュリーロッドの身体は震えていた。

　カサカサの唇は怒りのためか強く引き結ばれ、血がにじんでいる。

　これがクリスティアンの言葉であると示すために、ティアレシアはシュリーロッドのことをあえて「お姉様」と呼ぶ。

　かつては親しみを込めて呼んでいたその呼こ称しようは、今は憎しみと憐れみの響きを持つ。

「お姉様、いいことを教えてあげる」

　そして、ティアレシアは話し始める。

　クリスティアンが復讐に吞まれながらも、最期の瞬間まで異母姉あねに伝えたかったことを。

　悪魔から解放された今なら、届くと信じて。

「お姉様が私にしたことはすべて無駄だったの。お姉様はお父様に愛されていたし、けっして孤独ではなかったわ」

「噓よ！　お父様はお前に王位を継がせようとしていた。それに、お母様はお前のせいで自殺したのよ。お前が生まれたせいで、すべてがおかしくなった！　わたくしは、お前にすべて奪われたのよ」

「お姉様、そんな噓を信じていたの？　レイネ様は自殺ではなく、病死よ」

「いいえ、お前の言うことなど信じないわ！」

「カルロがつけていた闘とう病びようの記録を見つけたもの。間違いないわ。お姉様にそんな噓を吹き込んだのは、私が女王になるのが許せなかったエイザック侯爵かしら？」

　シュリーロッドは、実の祖父に、妹への劣れつ等とう感を利用されていたのだ。

　レイネ妃ひは、大切な娘をおいて逝いくような人ではない。

　それは、エレデルトの口から聞くレイネ妃の話からも明らかだった。

　シュリーロッドは、誰も恨うらまなくてよかったのだ。

「それに、お父様がお姉様を大切に思っていたことを証明できるものがあるわ」

「そんなもの、ある訳が」

「お姉様が悪魔の封印に関わる重要な古代文字を読めたことが証拠よ。古代文字を読めるのは、王位に近い王族のみ。お姉様を愛していなかったのなら、信じていなかったのなら、お父様はお姉様に古代文字の読み方なんて教えなかったはずよ……」

　国王エレデルトは、二人の娘を愛していた。

　初めての娘であるシュリーロッドには、王族として厳しい教育を受けさせていた。

　同じだけ甘やかしてもいたが、シュリーロッドは自分が甘えすぎていることに気づかずに成長していた。

　クリスティアンが生まれると、シュリーロッドを囲っておきたいエイザック侯爵はその心に黒い種を播まいた。気づいた時にはもう遅おそく、エレデルトの言葉も届かないところにシュリーロッドの心は離はなれてしまっていた。

　このまま、シュリーロッドが王になれば、国に混乱を招く。

　それに、王は悪魔の封印も担う。心に闇がある者には任せられない。

　だから、エレデルトはクリスティアンを次期国王とした。

　結果として、古代文字を教えていたせいで、シュリーロッドは悪魔の封印を知り、その力を得るためにエレデルトは殺された。

　エレデルトの想いは伝わらず、残酷な痛みだけをシュリーロッドに与あたえてしまったのだ。

「お姉様が本当に欲ほしかったのは、玉座ではないでしょう？　ただ、独りが嫌いやで、誰かに見てほしくて、愛されたかっただけでしょう？　でもね、誰もお姉様を愛していなかった訳じゃない。みんながお姉様を愛いとしく、大切に想っていたのに、それを拒きよ否ひしていたのは誰？　結局、お姉様が愛しているのは、自分自身だけだったのよ」

　ティアレシアの言葉を聞く度たびに、シュリーロッドの呼吸が乱れる。

　息苦しそうに、吐息をこぼす。

　父エレデルトは、クリスティアンに対するのと同じように愛情を示していたはずだ。

　しかし、それを信じられず、拒こばんだのは……。

　自分が手放してしまったものに苦しむシュリーロッドに、ティアレシアはさらに言葉を重ねる。

「クリスティアンはね、お姉様のことが大好きだった。優しくされたことはなくても、ただ一人のお姉様だったもの。それに、美しくて、気高くて、私の中のお姉様はいつもきらきら輝いていた。あの日、すべてを壊されるまでは……」

　エイザック侯爵がシュリーロッドの心に播いた黒い種を育て、残酷な花を咲さかせたのは悪魔であるチャドだろう。

　そのせいで、誰のことも信じられなくて、そのくせ愛されていないことに孤独を感じて、力ですべてを手に入れようとした。

　手にしたものを奪われないように必死になって、誰かを傷つけて、それでまた独りになって。

　なんて、不器用な姉だろう。

　目を向ければ、見えたものがあったのに。

　求めるものは、きっと手に入ったのに。

　いつか、誤解が解けたかもしれない。

　仲のいい姉し妹まいになれたかもしれない。

　家族みんなで笑い合える、そんな未来があったかもしれない。

「どうして、お前が泣いているの？」

　ぽつり、とこぼしたシュリーロッドは、本当に驚いているようだった。

　自分の涙なみだには気づかないふりをして、ティアレシアはシュリーロッドを睨にらみつける。

「……やっぱり、お姉様のことは許せないわ」

　ティアレシアは手に短たん剣けんを持ち、シュリーロッドに向けた。

　ずっと、殺したいほど憎んでいた。

　姉への復讐のために転生し、ようやくこの手で本ほん懐かいを遂げることができるのだ。

　ティアレシアは、死に恐怖するシュリーロッドを見てにっこりと微笑む。

　そして。

「だから、簡単には殺してあげないの」

　ぽとりと床に落ちたのは、シュリーロッドの血ではなく、蜜色の長い髪。

　ティアレシアも髪を切られたのだから、お互たがい様だ。

　何故、どうして……と口を震わせるシュリーロッドの姿は、あまりにも無力だった。

　ティアレシアは、人の気持ちが分からない憐れな姉の体を強く抱きしめる。

　絶対的な存在だと思っていた姉の体は、あまりに弱々しく、頼りなかった。

「これが、私の復讐よ。憎い妹に同情されるなんて、屈くつ辱じよく的でしょう？　それに、ジェームス王の治世に血は流れてほしくないの」

　ティアレシアは、腕の中で固まってしまったシュリーロッドにそっと囁く。

「生きて、今までやってきたことすべてと向き合って、ちゃんと罪を償つぐなって頂戴。私の言葉を、しっかりと心に刻んでね」

　自らが壊したものの尊さを、どれだけの人を苦しめ、どれだけの人生を狂くるわせ、どれだけの罪を犯したのか。

　シュリーロッド自身に分からせたかった。

　死んで終わりになどさせない。

　これからが、〈悪魔の女王〉シュリーロッドにとっての生き地獄となるだろう。

「本当に、お前は憎らしい妹だわ。普ふ通つう、罪人を抱きしめたりしないでしょう。あぁ、みんな、こうやってお前の甘すぎる蜜にからめとられてしまうのね……」

　シュリーロッドは、かすかに笑みを浮かべた。

　それは、今まで一度も見たことがない、優しい笑みだった。

　ティアレシアはその笑顔を見て、また涙をこぼす。

　本心は誰にも言わない。

　ずっと、姉に見てほしいと思っていたのはクリスティアンの方だったなんて、絶対に言わない。

「お姉様、これからのブロッキア王国をしっかり見ていてね」

　そう言い置いて、ティアレシアは室外へ出た。

　扉を閉めた瞬間、牢ろう内から押おし殺ころすような泣き声が聞こえた。嗚お咽えつ交じりに、父へのかすかな謝罪の言葉も聞こえてくる。

　ティアレシアは、姉の矜きよう持じのために聞こえないふりをした。




　この国はきっと、これから本当の幸せを取り戻していく。

　これで、ティアレシアの──クリスティアンの復讐はようやく終幕を迎えられる。
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　ふかふかのベッドに横たわり、ティアレシアは天てん蓋がいをじっと見つめていた。

　薄うすい桃もも色いろで、可愛かわいらしい花はな柄がらのレースが施ほどこされた天蓋は、そこに眠ねむる少女のためだけに作られたものだ。

「クリスティアン、すべて終わったわ」

　ここは、〈紫黄水晶アメトリンの宮〉──かつてクリスティアンが暮らしていた場所で、ティアレシアは一人呟つぶやいた。

　あの宮きゆう廷てい舞ぶ踏とう会かいの後、チャドを完全に封ふう印いんしたことで、多くの者たちが自らの意志を取とり戻もどした。

　そして、シュリーロッドとセドリックは生しよう涯がい幽ゆう閉へい、陰いん謀ぼうに関わっていた側近三名は監かん獄ごく送りとなり、新王ジェームスによる改革が動き出している。

　十六年前の陰いん謀ぼうも、白はく日じつの下もとにさらされた。

　もう誰だれも、クリスティアンを悪女とは言わない。

　死の監獄に捕とらえられていたカルロも無事に解放され、ブラットリーやフランツとともにクリスティアンの名めい誉よの回復を喜んでくれた。

　シュリーロッドによって歪ゆがめられた世界は、正しく回りだそうとしている。

　復ふく讐しゆうのために生まれ変わったこの魂たましいは、復讐を終えた時、悪あく魔まであるルディに捧ささげる。

　それは、はじめから分かっていたことだ。

　胸に手をあてて、心臓の音を感じる。生きている。

　しかし、もうすぐこの身体からだを手放さなければならない。

　心の内でもう一度、支えてくれた人たちを思おもい浮うかべ、礼を言う。

　そして、ティアレシアはベッドから起き上がり、ルディを呼んだ。

　数秒もすれば、どこからともなく完かん璧ぺきな立ち姿で漆しつ黒こくの従者が現れる。

「呼んだか」

「えぇ。今まで私の復讐に付き合ってくれてありがとう。もう、十分よ」

「では、いただくとするか」

　にやりと笑ったルディに、ベッドに押おし倒たおされた。

　もう何度目かになる口づけなのに、重なる唇くちびるの感かん触しよく、口内に侵しん入にゆうする舌の熱さに、まったく慣れない。

　それどころか、回数を重ねるほどに深くなっている気がする。

　熱い吐と息いきに、ティアレシアの身体は甘あまく痺しびれる。

　このまま、魂を喰くいつくされるのだろう。

　ぎゅっと目を閉じて、ティアレシアはその時を待つ……。

　長い口づけが終わりを迎むかえた時、ティアレシアは自分にまだ意識があり、身体が動かせることを不思議に思った。

「ちょ、と……これは、どういうこと？」

　目を開くと、ルディの背後には青空が広がっていた。

「もしかして、天国？　いいえ、悪魔に魂を捧げるんだもの、そんなはずないわよね？」

「一人でブツブツと何を言ってるんだ？」

「だ、誰のせいだと！　ここはどこなのよ！」

「お前なら、知っているだろう？」

　そう言われ、周囲を見回してハッとする。

　ここは、王家の墓地だ。

　美しい緑の芝しば生ふに、整然と並んだ墓石。

　真っ先に目に入ったのは、クリスティアンの母、アンネットの墓。

　そして、その隣となりに、まだ新しい墓石があった。




『クリスティアン・ローデント』




　その名が刻まれた墓石の周辺には、青薔ば薇らが咲さいている。

　舞踏会の時ルディから贈おくられた、あの青薔薇が。

　そして最近、ルディから香かおっていた、あの匂においと同じ──。

　青薔薇の花言葉は、〝夢が叶かなう〟。

（もしかして、クリスティアンの亡なき骸がらを消した時から……？）

　反逆罪で処しよ刑けいされたクリスティアンに、墓はなかった。

「もしかして、ルディが？　でも、悪魔なのに、どうしてこんなことを……？」

「お前のせいで、人間の生活に馴な染じんでしまっただけだ。別に、悪魔でも墓ぐらい作れる」

　ふい、とルディはばつが悪そうに顔を背そむけた。

　遊びに行っていたなんて、噓うそだったのだ。

「ありがとう、ルディ。これで、ようやくクリスティアンは安らかに眠れるわ」

　穏おだやかな気持ちで笑いかけると、ルディが突とつ然ぜん、目の前に跪ひざまずいた。

「ティアレシア、お前は俺おれを退たい屈くつさせない唯ゆい一いつの女だ」

　真まっ直すぐに向けられた、まるで告白のような言葉。

「だから、俺はどうしてもお前の〝心〟が欲しい」

　いつもの心臓に悪い冗じよう談だんかと思っていたのに、その視線はいつもとは違う熱を帯びていて、口づけの熱がまだ残る身体は自然と鼓動を速めた。

「そ、それはできないって……」

「あぁ。だが、平和な王国をシュリーロッドに見せることが復讐なら、お前の復讐はまだ終わっていないだろう？」

「……え？」

　たしかに、〈悪魔の女王〉の支配から抜けたばかりのブロッキア王国には、まだまだ課題は山積みで平和とは言いがたいが。

　予想もしていなかった展開に、頭がついていかない。

「そんなの、いつになるか分からないわよ？」

「いつまでも付き合うさ。俺は悪魔だからな。これからは、魂だけでなく、〝心〟まで捧げたいと思わせてやる」

　──俺の、すべてを賭かけて。

　ルディは真剣な表情でティアレシアの手を取り、手の甲に口づけた。

　真っ直ぐに求められて、ティアレシアの頰は赤く染まる。

　もう逃げられない、そんな気がした。

（でも、それは私も同じかもしれない……）

　クリスティアンとしての生を終えたあの日。

　さ迷っていた魂に新たな命を与あたえてくれた時から、ティアレシアはずっと、美しい悪魔に魅み了りようされていた。

　それでも、誰にも〝心〟は渡さない──愛さない、と決めていた。

　しかし、これからも、ティアレシアとして生きられるなら。

　心の奥おく底そこに沈しずめていた想おもいを、育ててもいいだろうか。

「……契けい約やく継けい続ぞくね。これからも、よろしく頼むわ」

「はい、お嬢様」

「帰りましょう、バートロム公こう爵しやく家けへ」

　従者の顔に戻ったルディに、ティアレシアは晴れやかな笑顔で言った。




　これから歩む復讐の道には、絶望ではなく希望があることを信じて。





終
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　はじめまして、奏かなで舞まい音ねと申します。

　この度たびは、本作をお手に取っていただき、本当にありがとうございます。




　本作は、第一回ビーズログ小説大賞優ゆう秀しゆう賞を受賞した作品を改題・改かい稿こうしたものです。

　処しよ刑けいシーンに始まり、断罪で終わる復ふく讐しゆう譚たんで、「あれ、恋こいとときめきどこにあるの？」という作品だったにもかかわらず、見つけてくださった編集部の皆みな様さま、選考に関わったすべての方々に、改めてお礼申し上げます。

　ずっと、自分の作品を書しよ籍せき化かすることが夢でした。このような機会をいただけて、私は本当に幸せ者です。でもまだ夢の舞ぶ台たいに立ったばかりですので、これから次の一歩に進めるようさらに精しよう進じんしていきたいと思います。




　さて、お気づきの方もいるかもしれませんが、本作は〈九日間の女王〉と呼ばれるイギリスの女王──ジェーン・グレイの処刑から着想を得ました。ジェーン・グレイのように、現実のお姫ひめ様さまは甘あまいだけの世界では生きられない過か酷こくな運命を背負っています。しかし、だからこそ、気高く生きる彼女らの姿に憧あこがれ、惹ひかれるのかもしれません。本作には、そんな私の萌もえと妄もう想そうをたくさん詰つめ込みました。

　受賞作『悪あく魔まのキスは復讐の味』は現在もカクヨムに掲けい載さいしておりますので、興味がある方は是ぜ非ひそちらも読んでいただけると嬉うれしいです。また別の物語として楽しんでいただけるかと。ただ、甘い要素はほとんどない上に残ざん酷こくな描びよう写しやあり、流血注意です。

　本作は刊行に向け、かなり大おお幅はばに改稿しましたので、ダークサイドから乙女おとめサイドにシフトチェンジできているはず……です。恋とときめきもあると信じています！




　ここからは本作の刊行にあたり、お世話になった方々への謝しや辞じを。

　イラストを描えがいてくださった、ぽぽるちゃ先生。私の脳内で描いていたよりも何万倍も可か愛わいくて美しいキャラクターたちに会わせてくれて、本当にありがとうございます！　キスに驚おどろくティアレシアが可愛すぎて悶もだえましたし、前まえ髪がみオールバックにしたルディがイケメン過ぎて一人で奇き声せいを上げました。眼福です。

　担当Ｉ様。打ち合わせの度におかしな方向に進んでしまう思考も会話も方向音おん痴ちな私を優やさしく導いてくださり、本当にありがとうございます。優しさが胸に染しみました。

　そして、校正様、デザイナー様、ビーズログ文庫編集部の皆様、営業様、印刷所の皆様、本作に携たずさわってくださったすべての方々に厚く御おん礼れい申し上げます。

　また、私の夢を全力で応おう援えんしてくれた家族、友人、職場の方々には本当に感謝しています。特に、「私は小説家になる！」などとある日突とつ然ぜん言い出した娘むすめを否定せず、一番のファンだと言って夢を追う背中を押してくれた母には、感謝してもしきれません。あと、毒どく舌ぜつ吐はきながらも親身になって色々と助けてくれたツンデレな妹には、本当に頭が上がりません。




　最後に、ここまで読んでくださった皆様、本当にありがとうございます！

　ティアレシアの復讐劇を楽しんでいただけたなら幸いです。




　次の作品でもお会いできますように。


奏舞音












　本書は、二〇一八年にカクヨムで実施された「第一回ビーズログ小説大賞」で優秀賞を受賞した「悪魔のキスは復讐の味」を加筆修正したものです。







電子書籍特典　書き下ろし短編

『メイド頭は、陰から見守る』







　陽が昇る前に起きて、身支度を整えたらすぐに仕事にとりかかる。メイドの朝は早い。

　主人たちが起きる頃には屋敷内のすべてを準備万端にしておかなければならないのだから。

　それも、王家の血を引くバートロム公爵家に仕える者なら尚更だ。

「みんな、今日の予定は分かっているわね……？」

　使用人たちをホールに集めて、メイド頭のキャシーは本日の申し送りを開始する。

　キャシーは、バートロム公爵家に仕えて三十年を超える。もう毎日の仕事のリズムは身体に刻み込まれていた。

　しかし、今日はいつもとは雰囲気が違う。

　みんながソワソワして、興奮を抑えられない様子だ。

「もちろんです！　わたしたちのお嬢様の社交界デビューの日ですもの！」

「あぁ、お嬢様のドレス姿、今から楽しみだわぁ」

「純白のドレスにお嬢様の銀色の髪はとても映えるでしょうねぇ」

「ドレスは、王都でも人気な職人が手掛けたのでしょう？　さすが旦那様ですわね！」

　皆が口々に喋りはじめ、いつもの申し送りのピシッとした空気が霧散した。それも無理はない。皆が愛してやまない、バートロム公爵家のお嬢様、ティアレシアが社交界デビューを迎えるのだ。今までジェロンブルクからほとんど出たことがない深窓の令嬢が、ついに表舞台に立つのである。

　お嬢様至上主義の使用人たちはもちろん、娘を溺愛している父・ジェームスも、皆にティアレシアの美しさを自慢できるこの日を心待ちにしていた。

「おや、皆さん今日は朝から元気ですね」

　現れただけでその場の空気を一瞬で変えたのは、お嬢様の従者であるルディだ。

　黒髪黒目に、黒の従者服。重い印象を与えないのは、誰もが見惚れるその美貌による。女性使用人の何人かはポッと頰を赤らめて、先ほどまで早口で喋っていたのが噓のように口をつぐんでいる。

「おはようございます、ルディ様。落ち着きがなく、申し訳ありません」

　ルディの姿に見惚れて話にならない若い使用人に代わって、古株であるキャシーが頭を下げた。

「気持ちは分かりますよ。お嬢様の晴れ舞台、私も楽しみにしていますから」

　いつも紳士的で完璧なルディが、にやりと不敵に笑った気がした。しかし、瞬くうちにいつもの笑顔を浮かべていたので、きっとキャシーの見間違いだろう。

「これだけの元気があれば安心ですね。しばらく、私とキャシーはお嬢様について王都へ行きますが、その間、この屋敷のことは頼みますよ」

　普段、領地で過ごしている貴族は、社交期になると王都へ集まる。お嬢様も社交界デビューを機に、王都の屋敷で一カ月ほど滞在することになっていた。

　ジェロンブルクに残る使用人たちにそう言い置いて、ルディはお嬢様の支度のために使用人ホールを出た。

　ルディはお嬢様の従者であるが、実はバートロム公爵家の執事としての役割も担っている。使用人たちを束ねているのは、ルディだ。

「ルディ様、少々ご相談がありまして」

　だいたいの予定はすでに周知した。キャシーは、ルディの背を追いかけた。

「何でしょう？」

　にっこりと、優しい笑みでルディが振り返る。しかし、お嬢様のもとへ行くのを呼び止めたからか、少々声が低い。

「実は、例のブツが手に入りました」

　キャシーが口元を緩ませながら言うと、ルディは明らかに態度を変えた。

　珍しく、目を輝かせている。

（本当にルディ様は、ティアお嬢様のことになると表情がよく動くわね）

　ルディはいつも紳士的だが、それ故に感情が読み取れない。

　しかし、お嬢様が絡むと、そんな態度が噓のように分かりやすくなるのだ。

「さすがキャシーです！　よく間に合わせてくれました！」

「いえいえ、これもお嬢様をより美しく着飾るためですから！」

　お嬢様への愛では誰にも負けない、とこの屋敷の誰もが自負している。

　しかし、ルディを前にしては敗北を認めざるを得ない。

（だってお嬢様が感情を剝き出しにするのも、実はルディ様の前でだけですものね）

　幼い頃からお嬢様は大人びていた。子どもらしい我儘すら言わなかった。

　だからこそ、どうにかして甘やかしてやりたい！　と周囲に火がつき、必要以上にかまっていた。挙句、お嬢様に逃げられる、という日々も今となっては懐かしい。そんな中でも、怒ったり、すねたり……甘えることはなかったが、それでも他の誰にも見せない表情をルディに対してだけは見せていた。

　初めて王都を訪れた際、突然泣き出して隠れてしまったお嬢様を捜し、宥めたのもまたルディだった。

　歴史の授業の途中、抜け出してしまうお嬢様と一緒に帰ってくるのも、身の回りのあれこれも、お嬢様の婚約話を排除するのも。

　この二人には、誰も踏み込めない何かがあるのではないか。そう思わずにはいられない。

　十年前はそれが少し寂しい気もしていたが、今はまったく気にしていない。

　むしろ、キャシーはルディを応援している。

「これで、お嬢様を完璧に仕上げることができます」

　ルディはにっこりと、キャシーが手配した社交界デビューのご指南本を受け取る。

　ルディが欲しがったのは、今流行りのヘアスタイルが一冊にまとめられた本。

　男性である彼はそういった流行りに疎く、お嬢様は自身を着飾ることにあまり関心がない。ドレスに合わせた髪型を色々と考えていたようだが、迷走してしまったらしく、数日前キャシーに相談しに来たのだ。

　器用すぎるルディは、どんな髪型でも簡単にできてしまうため、選択肢がありすぎた。それに加え、どんな髪型にしてもお嬢様なら似合ってしまう、と頭を抱えていた。それについてはキャシーも激しく同意した。

　そうこうしているうちにルディは、今流行っている髪型を知り、逆に周囲と絶対に被らない髪型を求めたのであった。




　お嬢様のドレス姿は本当に美しく、天使のように愛らしかった。

　あまり笑ってくれないところも、なんとも言えない恥じらいを感じ、それはそれで胸を打たれた。

　しかし社交界デビューの夜、予定よりも早く屋敷に帰ってきて、お嬢様は旦那様と口論の末お部屋にこもってしまった。

　一体何があったのだろう、と思えば、次の日お嬢様があの〈悪魔の女王〉と恐れられるシュリーロッド女王の侍女になったというではないか。

　ルディを問い詰めると、これはお嬢様が選んだ道ですから、と何故か楽しそうに笑っていた。

　キャシーには意味が分からなかった。あの女王の侍女としてお嬢様が働くなんて心配でしかない。そう思って憤慨していたのだが。

　次の日の夜。珍しく、ルディが食堂で一人、酒を飲んでいた。

「あぁキャシー、私の話を聞いてくれませんか」

　口調は丁寧だったものの、かなり苛ついているのだろうということは分かった。いつも落ち着いているルディがこうなっているということは、お嬢様関連だ。

　キャシーは水をつぎ、ルディに付き合うことにした。

「お嬢様のあの美しい髪が、クソみたいな女に切られた……んです、がね。気にしてないんですよ、うちのお嬢様。こっちの気も、知らないで」

　合間合間で拳をテーブルに打ち付けて、怒りを抑えながら話す。まったく、怒りは抑えられていないようだったが。

　キャシーもそれどころではない。

「なんとっ！　ティアお嬢様の銀髪は国宝級の美しさですよ！　天然のダイヤモンドです！　その輝きを損なうようなこと、あってはなりませんわ！」

「そうでしょう？　毎日毎日、櫛で梳いて香油で仕上げて、あの艶と輝きをどんな思いで守ってきたか……それを、いきなり、ばっさり切りやがって、あの女王。次、お嬢様に何かしたら絶対許さねぇ」

　かなり口調が乱れてきた。酒が回ってきたのだろうか、こんなルディの姿を若い使用人たちが見たらショックを受けるかもしれない。いや、むしろ喜ぶのだろうか。今の若い子の気持ちはキャシーにはよく分からない。

　──ただひとつ、今言えることは。

「もしお嬢様に何かありましたら、私も黙ってはいられません。その時は是非、声をかけてくださいね」

　お嬢様のためならば、〈悪魔の女王〉を相手にしても、絶対に引き下がるつもりはない。

「ふっ、本当に、お嬢様は皆さんに愛されていますねぇ」

　つい先ほどまでの苛立ちを消して、ルディが酒をあおる。

　その声は淡々としていて、どこか冷たかった。

「でも、お嬢様が望むのは、いつも通り、皆さんがこの屋敷で、笑顔で出迎えてくれることだと私は思いますよ」

　その言葉だけは、嫌にしっかりとキャシーの胸に届いた。





[image: ]






　酷い雨の日だった。お嬢様の帰りを心配しながら待っていると、顔面蒼白なお嬢様を抱えたルディが珍しく慌てた様子で帰宅した。

「お嬢様が倒れました。旦那様への連絡と、すぐに医者の手配を」

　ルディの指示で旦那様へ連絡し、王都の医者に診てもらう。幸い、ただの風邪だろうということだった。しかし、女王の侍女というストレスの多い慣れない仕事のせいで、なかなかお嬢様の熱は下がらない。

「あぁ、どうしてお嬢様がこんなことに……」

　お嬢様が苦しむ姿を見ていることしかできないのがもどかしい。

　思わずキャシーが声を漏らすと、お嬢様のすぐ側で付き添っているルディがハッと顔をこちらへ向けた。

「……キャシー、もう遅いのであなたは休んでください」

　どうやらお嬢様を心配するあまり、控えていたキャシーの存在を忘れていたようだった。いつも完璧な笑みを浮かべるルディには珍しく、思いつめた表情だったのが気になった。しかし、キャシーがここにいてもできることは少ない。ルディの言葉に素直に従い、キャシーは下がることにした。

（ルディ様のあんなお顔初めて見たわ……大切なお嬢様に何かあったらと思うと気が気ではないわよね）

　キャシーも同じだ。だから、下がったからといってゆっくり休めるはずもなく、お嬢様が目覚めた時のために、と食べやすいゼリーを作ったり、果物を剝いたり、シーツの替えを準備したりと忙しなく動いていた。

　頃合いをみて、キャシーは氷囊を取り換えるため、お嬢様の部屋へ向かう。

　起こさないようゆっくりと扉を開けようとして、目に入った光景に固まった。

　ベッドに横たわるお嬢様を、ルディが熱い眼差しで見つめている。

　そして、ゆっくりとルディの上体はお嬢様の方へと傾いていく。

（ちょっと、ルディ様！　何を……まさか、キスするつもりですのっ!?）

　だんだんとルディの綺麗な顔がお嬢様の顔に近づき、唇が触れ合おうとした時──動きはぴたりと止まった。寸止めである。

　ハラハラしながら見つめていると、ルディの視線がキャシーに向けられた。

「……っ！」

　驚いて声を上げなかった自分を褒めたい。キャシーはほんの少ししか扉を開けていないのに、何故バレたのだろう。

　夜の闇に包まれた薄暗い部屋で、ルディが口元に人差し指を当てる。

　──秘密にしてくださいね。

　ルディの唇が弧を描く。

　妖しい色気に酔わされそうな心地になって、キャシーの頰は熱くなる。

　そして、頭が熱に浮かされたようにぼうっとして、気がついたら自室に戻っていた。

　あの後ルディとお嬢様が本当にキスをしたのかどうかも、どうやって自分の部屋に戻ってきたのかも分からない。

　しかし。キャシーの鼓動は高鳴っていた。

（何かあるはずだとは思っていたけれど、ルディ様とお嬢様は恋仲なのね!?　それとも、ルディ様の片思い？）

　どちらにしても、二人の関係はお嬢様と従者。結ばれることはない、身分差の恋だ。

　しかし、見てしまった光景があまりに美しくて、忘れようにも忘れられない。

　お姫様にかかった悪い魔法を解く、王子様の口づけの場面のようだった。

（……お嬢様には幸せになっていただきたいわ！）

　たとえ主従関係で、身分差の恋だとしても。

　ルディがお嬢様を見つめる眼差しには、たしかな愛情があった。

　そして、ルディの手を握るお嬢様は心なしか穏やかな表情で眠っていた。

　キャシーにとって大事なのは、お嬢様の幸せな未来。

　そのためならば、禁断の恋でも応援したい。

「ルディ様、お嬢様の心を開くのは少し骨が折れるでしょうけれど、頑張ってくださいね！　期待していますわよ！」

　甘え下手なお嬢様のハートをしっかり奪ってもらわなければ。とキャシーは張り切ってルディにエールを送る。

　──悪お魔れに期待されても困るんだが。

　独り言に返事はないはずだが、一瞬ルディの呆れた溜息が聞こえた気がした。




　そうして今日も、キャシーは二人の主従をニヤニヤしながら見守るのである。
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